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九州大学学則（案）

平 成 １ ６ 年 度 九 大 規 則 第 １ 号

制 定：平成１６年 ４月 １日

最終改正：令和 ３年 ３月 日

（令和２年度九大規則第 号）

目次

第１章 総則（第１条～第２条の２）

第２章 組織等（第３条～第１７条）

第３章 役員、職員等（第１８条～第２６条）

第４章 役員会、経営協議会、教育研究評議会及び総長選考会議（第２７条～第３０条）

第５章 部局長会議（第３１条～第３７条）

第６章 教授会（第３８条）

第７章 雑則（第３９条）

附則

第１章 総則

（目的等）

第１条 九州大学（以下「本学」という。）は、教育基本法（平成１８年法律第１２０号）の精

神に則り、学術の中心として、広く知識を授けるとともに、深く専門の学芸を教授研究し、知

的、道徳的及び応用的能力を展開させることを目的とする。 【学教法第８３条】

２ 本学は、前項の目的を実現するための教育研究を行い、その成果を広く社会に提供すること

により、社会の発展に寄与するものとする。

（自己評価等）

第２条 本学は、その教育研究水準の向上を図り、本学の目的及び社会的使命を達成するため、

本学における教育研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行い、その結果を公表するも

のとする。 【学教法第１０９条】

２ 本学は、前項の自己点検・評価及び第三者評価等多様な評価の結果を本学の目標・計画に反

映させ、不断の改革に努めるものとする。

（教育研究活動状況の公表）

第２条の２ 本学は、教育研究の成果の普及及び活用の促進に資するため、その教育研究活動の

状況を公表するものとする。 【学教法第１１３条】

第２章 組織等

（学部）

第３条 本学に、次の表に掲げるとおり、学部及び学科を置く。

【学教法第８５条】【大学設置基準第４条】

学 部 学 科

共創学部 共創学科

文学部 人文学科

教育学部

法学部

経済学部 経済・経営学科、経済工学科

理学部 物理学科、化学科、地球惑星科学科、数学科、生物学科
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医学部 医学科、生命科学科、保健学科

歯学部 歯学科

薬学部 創薬科学科、臨床薬学科

工学部 電気情報工学科、材料工学科、応用化学科、化学工学科、融合基礎工学科、機械

工学科、航空宇宙工学科、量子物理工学科、船舶海洋工学科、地球資源システム

工学科、土木工学科、建築学科

芸術工学部 芸術工学科

農学部 生物資源環境学科

２ 学部又は学科ごとの人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的は、別に規則で定め

る。 【大学設置基準第２条】

３ 学部又は学科ごとの卒業認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関する方針並びに入

学者の受入れに関する方針は、別に定める。

４ 各学部の教員組織の編制その他必要な事項は、別に規則で定める。

５ 学部の修業年限、教育課程、学生の入学、退学、卒業その他の学生の修学上必要な事項は、

九州大学学部通則（平成１６年度九大規則第２号）で定める。

（大学院）

第４条 本学に、九州大学大学院（以下「本大学院」という。）を置く。 【学教法第９７条】

２ 本大学院は、本学の目的に則り、学術の理論及び応用を教授研究し、その深奥をきわめ、又

は高度の専門性が求められる職業を担うための深い学識及び卓越した能力を培い、文化の進展

に寄与することを目的とする。 【学教法第９９条】

３ 本大学院のうち、学術の理論及び応用を教授研究し、高度の専門性が求められる職業を担う

ための深い学識及び卓越した能力を培うことを目的とするものは、専門職大学院とする。

【学教法第９９条】

第５条 本大学院に、学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第１００条ただし書に規定する研

究科以外の教育研究上の基本となる組織として、教育上の目的に応じて組織する学府及び研究

上の目的に応じ、かつ、教育上の必要性を考慮して組織する研究院を置く。

【学教法第１００条】

第６条 前条の本大学院に置く学府は、次の表の左欄に掲げるとおりとし、当該学府にそれぞれ

同表の右欄に掲げる専攻を置く。 【大学院設置基準第６条】

学 府 専 攻

人文科学府 人文基礎専攻、歴史空間論専攻、言語・文学専攻

地球社会統合科学府 地球社会統合科学専攻

人間環境学府 都市共生デザイン専攻、人間共生システム専攻、行動システム専攻、教

育システム専攻、空間システム専攻、実践臨床心理学専攻

法学府 法政理論専攻

法務学府 実務法学専攻
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経済学府 経済工学専攻、経済システム専攻、産業マネジメント専攻

理学府 物理学専攻、化学専攻、地球惑星科学専攻

数理学府 数理学専攻

システム生命科学府 システム生命科学専攻

医学系学府 医学専攻、医科学専攻、保健学専攻、医療経営・管理学専攻

歯学府 歯学専攻

薬学府 創薬科学専攻、臨床薬学専攻

工学府 材料工学専攻、応用化学専攻、化学工学専攻、建設システム工学専攻、

都市環境システム工学専攻、土木工学専攻、船舶海洋工学専攻、地球資

源システム工学専攻、共同資源工学専攻、量子物理工学専攻、機械工学

専攻、水素エネルギーシステム専攻、航空宇宙工学専攻

芸術工学府 芸術工学専攻、デザインストラテジー専攻

システム情報科学府 情報学専攻、情報知能工学専攻、電気電子工学専攻

総合理工学府 量子プロセス理工学専攻、物質理工学専攻、先端エネルギー理工学専攻、

環境エネルギー工学専攻、大気海洋環境システム学専攻

生物資源環境科学府 資源生物科学専攻、環境農学専攻、農業資源経済学専攻、生命機能科学

専攻

統合新領域学府 ユーザー感性学専攻、オートモーティブサイエンス専攻、ライブラリー

サイエンス専攻

備考

各学府は、博士課程とする。ただし、医学系学府医科学専攻は修士課程、人間環境学府実

践臨床心理学専攻、法務学府実務法学専攻、経済学府産業マネジメント専攻及び医学系学府

医療経営・管理学専攻は専門職学位課程（第４条第３項の専門職大学院の課程をいう。以下

同じ。）とし、そのうち法務学府実務法学専攻は法科大学院とする。

２ 学府又は専攻ごとの人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的は、別に規則で定め

る。 【大学院設置基準第１条の２】

３ 学府又は専攻ごとの修了認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関する方針並びに入

学者の受入れに関する方針は、別に定める。

４ 博士課程は、専攻分野について、研究者として自立して研究活動を行い、又はその他の高度

に専門的な業務に従事するために必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を養う

ことを目的とする。 【大学院設置基準第４条第１項】

５ 修士課程は、広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力又はこれに加

えて高度の専門性が求められる職業を担うための卓越した能力を培うことを目的とする。

【大学院設置基準第３条第１項】

６ 専門職学位課程は、高度の専門性が求められる職業を担うための深い学識及び卓越した能力
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を培うことを目的とし、そのうち法科大学院にあっては、専ら法曹養成のための教育を行うこ

とをその目的とする。 【専門職大学院設置基準第２条第１項、第１８条】

７ 各学府の教員組織の編制その他必要な事項は、別に規則で定める。

８ 学府の修業年限、教育方法、学生の入学、退学、修了その他の学生の修学上必要な事項は、

九州大学大学院通則（平成１６年度九大規則第３号）で定める。

第７条 第５条の本大学院に置く研究院は、次に掲げるとおりとする。

(1) 人文科学研究院

(2) 比較社会文化研究院

(3) 人間環境学研究院

(4) 法学研究院

(5) 経済学研究院

(6) 言語文化研究院

(7) 理学研究院

(8) 数理学研究院

(9) 医学研究院

(10) 歯学研究院

(11) 薬学研究院

(12) 工学研究院

(13) 芸術工学研究院

(14) システム情報科学研究院

(15) 総合理工学研究院

(16) 農学研究院

（基幹教育院）

第７条の２ 本学に、本学の学生として共通に期待される学びの基幹を育成するための全学組織

として、基幹教育院を置く。

２ 基幹教育院の内部組織その他必要な事項は、別に定める。

（高等研究院）

第７条の３ 本学に、高度な研究活動を推進するための全学的組織として、高等研究院を置く。

２ 高等研究院は、本学が世界的研究教育拠点として、学界をリードする卓越した研究成果を上

げるために、分野を問わず、本学の誇る優れた研究者のうち、その専門分野において極めて高

い研究業績を有する者、ポスト・プロフェッサー及び本学の次世代を担う若手研究者が実質的

かつ高度な研究活動を展開する場として、全学的な協力体制のもとに設置するとともに、これ

らの活動を通じて人材を育成し、その研究成果を広く社会に還元することを目的とする。

３ 高等研究院の内部組織その他必要な事項は、別に定める。

（附置研究所）

第８条 本学に、研究所を附置する。

２ 前項の研究所（以下「附置研究所」という。）は、次の表の左欄に掲げるとおりとし、当該

附置研究所の目的は、それぞれ同表の右欄に定めるとおりとする。 【学教法第９６条】

附置研究所 目 的

生体防御医学研究所 生体防御医学に関する学理及びその応用の研究

応用力学研究所 力学に関する学理及びその応用の研究

先導物質化学研究所 物質化学に関する先導的な総合研究

マス・フォア・イン 数学の産業応用及びその学理研究

ダストリ研究所
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３ 各附置研究所の内部組織その他必要な事項は、別に規則で定める。

（国際研究所）

第８条の２ 本学に、カーボンニュートラル・エネルギー国際研究所を置く。

２ カーボンニュートラル・エネルギー国際研究所は、カーボンニュートラル・エネルギー研究

に関する基礎科学を創出するとともに、環境調和型で持続可能な社会の実現に向けた課題の解

決に貢献することを目的とする。

３ カーボンニュートラル・エネルギー国際研究所の内部組織その他必要な事項は、別に規則で

定める。

（病院）

第９条 医学部及び歯学部に、これらに附属する共用の教育研究施設として、医学部・歯学部附

属病院を置き、九州大学病院（以下「病院」という。）と称する。 【大学設置基準第３９条】

２ 病院の内部組織その他必要な事項は、別に規則で定める。

（附属図書館）

第１０条 本学に、附属図書館を置く。 【大学設置基準第３６条】

２ 附属図書館の内部組織その他必要な事項は、別に規則で定める。

第１１条 削除

（情報基盤研究開発センター）

第１２条 本学に、研究、教育等に係る情報化を推進するための実践的調査研究、基盤となる設

備等の整備及び提供その他専門的業務を行う全国共同利用施設として、情報基盤研究開発セン

ターを置く。

２ 情報基盤研究開発センターは、前項の業務のほか、本学における情報基盤に係るシステム開

発を行う。

３ 情報基盤研究開発センターの内部組織その他必要な事項は、別に規則で定める。

（教育関係共同利用拠点）

第１２条の２ 第７条の２に規定する基幹教育院は、学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令

第１１号。以下「学教法施行規則」という。）第１４３条の２第２項の規定により、文部科学

大臣の認定を受けた教育関係共同利用拠点として他大学の利用に供するものとする。

（共同利用・共同研究拠点）

第１２条の３ 次の表に掲げる附置研究所等は、学教法施行規則第１４３条の３第２項の規定に

より、文部科学大臣の認定を受けた共同利用・共同研究拠点としてそれぞれ学術研究の発展に

資するものとする。

附置研究所等 共同利用・共同研究拠点

生体防御医学研究所 多階層生体防御システム研究拠点

応用力学研究所 応用力学共同研究拠点

先導物質化学研究所 物質・デバイス領域共同研究拠点

マス・フォア・インダストリ研究所 産業数学の先進的・基礎的共同研究拠点

情報基盤研究開発センター 学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点

（エネルギー研究教育機構）

第１２条の４ 本学に、エネルギー分野における高度な研究及び教育活動を推進するための全学

的組織として、エネルギー研究教育機構を置く。

２ エネルギー研究教育機構の内部組織その他必要な事項は、別に定める。
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（アジア・オセアニア研究教育機構）

第１２条の５ 本学に、アジア・オセアニア地域における社会的課題の解決、課題の発掘及び提

示に向けた研究教育活動を推進するための全学的組織として、アジア・オセアニア研究教育機

構を置く。

２ アジア・オセアニア研究教育機構の内部組織その他必要な事項は、別に定める。

（学内共同教育研究センター）

第１３条 本学に、次に掲げるいずれかの機能を担い、本学の教員その他の者が共同して教育研

究活動を行う組織として、学内共同教育研究センターを置く。 【学教法第９６条】

(1) 主に教育又は研究活動を支援すること。

(2) 主に教育又は研究を推進すること。

(3) その他全学業務を推進すること。

２ 学内共同教育研究センターは、次の表の左欄に掲げるとおりとし、そのうち設置期間を定め

る学内共同教育研究センターの当該設置期間の満了する日は、それぞれ同表右欄のとおりとす

る。

学内共同教育研究センター 設置期間の満了する日

生物環境利用推進センター

熱帯農学研究センター

アイソトープ統合安全管理センター

中央分析センター

留学生センター

総合研究博物館

システムＬＳＩ研究センター 令和３年３月３１日

国際宇宙天気科学・教育センター 令和４年３月３１日

韓国研究センター

医療系統合教育研究センター

超伝導システム科学研究センター 令和５年３月３１日

未来デザイン学センター

グローバルイノベーションセンター

超顕微解析研究センター

環境安全センター

西部地区自然災害資料センター
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大学文書館

ロバート・ファン／アントレプレナーシップ・センター

アドミッションセンター

水素エネルギー国際研究センター

未来化学創造センター 令和７年３月３１日

鉄鋼リサーチセンター 令和７年３月３１日

低温センター

加速器・ビーム応用科学センター

稲盛フロンティア研究センター 令和４年３月３１日

グリーンテクノロジー研究教育センター 令和５年３月３１日

シンクロトロン光利用研究センター

先端医療オープンイノベーションセンター 令和７年３月３１日

極限プラズマ研究連携センター 令和６年３月３１日

有体物管理センター

分子システム科学センター 令和５年３月３１日

日本エジプト科学技術連携センター 令和６年３月３１日

プラズマナノ界面工学センター 令和６年３月３１日

ＥＵセンター 令和３年５月３１日

環境発達医学研究センター 令和３年３月３１日

ユヌス＆椎木ソーシャル・ビジネス研究センター 令和３年９月３０日

バイオメカニクス研究センター 令和３年３月３１日

次世代燃料電池産学連携研究センター 令和４年３月３１日

科学技術イノベーション政策教育研究センター 令和８年３月３１日

先端素粒子物理研究センター 令和５年３月３１日
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分子システムデバイス産学連携教育研究センター 令和６年３月３１日

水素材料先端科学研究センター 令和５年３月３１日

アジア埋蔵文化財研究センター 令和５年３月３１日

キャンパスライフ・健康支援センター

五感応用デバイス研究開発センター 令和５年１０月３１日

持続可能な社会のための決断科学センター

サイバーセキュリティセンター

数理・データサイエンス教育研究センター 令和４年３月３１日

植物フロンティア研究センター 令和５年３月３１日

最先端有機光エレクトロニクス研究センター 令和６年３月３１日

都市研究センター 令和６年３月３１日

次世代接着技術研究センター 令和６年３月３１日

先進電気推進飛行体研究センター 令和１２年３月３１日

３ 各学内共同教育研究センターの内部組織その他必要な事項は、別に規則で定める。

（先導的研究センター）

第１３条の２ 本学に、先導的に研究を行う拠点として、先導的研究センターを置く。

２ 先導的研究センターは、次の表の左欄に掲げるとおりとし、各先導的研究センターの設置期

間の満了する日は、それぞれ同表右欄のとおりとする。

先導的研究センター 設置期間の満了する日

ヒトプロテオーム研究センター 令和５年３月３１日

次世代蓄電デバイス研究センター 令和３年３月３１日

次世代経皮吸収研究センター 令和３年３月３１日

浅海底フロンティア研究センター 令和３年３月３１日

確率解析研究センター 令和３年３月３１日

多重ゼータ研究センター 令和３年３月３１日

がん幹細胞研究センター 令和３年３月３１日

大気物理統合解析センター 令和４年３月３１日
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３ 各先導的研究センターの内部組織その他必要な事項は、別に規則で定める。

（学部等の附属施設）

第１４条 次の表の左欄に掲げる学部、学府、研究院、附置研究所等に、それぞれ同表の右欄に

掲げる附属の教育施設又は研究施設を置く。 【大学設置基準第３９条】

学 部 等 附 属 施 設

理学部 天草臨海実験所

農学部 農場、演習林

人間環境学府 総合臨床心理センター

工学府 ものづくり工学教育研究センター

システム情報科学府 電気エネルギーシステム教育研究センター

薬学府 薬用植物園

生物資源環境科学府 水産実験所

理学研究院 地震火山観測研究センター

医学研究院 胸部疾患研究施設、心臓血管研究施設、脳神経病研究施設、ヒト疾患

モデル研究センター、総合コホートセンター、プレシジョンメディシ

ン研究センター

歯学研究院 オーラルヘルス・ブレインヘルス・トータルヘルス研究センター

薬学研究院 産学官連携創薬育薬センター

工学研究院 環境工学研究教育センター、アジア防災研究センター、国際教育支援

センター、小分子エネルギーセンター

芸術工学研究院 応用知覚科学研究センター、応用生理人類学研究センター、ソーシャ

ルアートラボ、環境設計グローバル・ハブ、ＳＤＧｓデザインユニッ

ト

農学研究院 生物的防除研究施設、遺伝子資源開発研究センター、国際農業教育・

研究推進センター、イノベーティブバイオアーキテクチャーセンター、

昆虫科学・新産業創生研究センター

生体防御医学研究所 トランスオミクス医学研究センター、システム免疫学統合研究センタ

ー

応用力学研究所 大気海洋環境研究センター、高温プラズマ理工学研究センター、自然

エネルギー統合利用センター
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カーボンニュートラ 次世代冷媒物性評価研究センター

ル・エネルギー国際

研究所

情報基盤研究開発セ 汎オミクス計測・計算科学センター

ンター

２ 各附属施設の内部組織その他必要な事項は、当該学部等の長が、別に定める。

（国際交流推進機構）

第１５条 本学に、次に掲げる特定の重要事項に関し、企画、実施又は推進する組織として、国

際交流推進機構を置く。

(1) 学術の国際交流の推進

(2) 学生の海外留学及び外国人留学生受入れ等の推進

(3) アジアの総合研究等の推進

２ 国際交流推進機構の構成その他必要な事項は、別に規則で定める。

（情報統括本部）

第１５条の２ 本学に、全学的な情報支援を行うための組織として、情報統括本部を置く。

２ 情報統括本部の目的は、次に掲げるとおりとする。

(1) 全学的な情報基盤の整備

(2) 情報技術を用いた教育研究及び大学運営に関わる業務の総合的な支援

３ 情報統括本部の構成その他必要な事項は、別に規則で定める。

（統合移転推進本部）

第１５条の３ 本学に、統合移転事業及び伊都キャンパスの整備計画を推進するための組織とし

て、統合移転推進本部を置く。

２ 統合移転推進本部の構成その他必要な事項は、別に規則で定める。

（基金本部）

第１５条の４ 本学に、九州大学基金による支援助成事業及び基金強化事業（以下「基金事業」

という。）を推進するための組織として、基金本部を置く。

２ 基金本部の構成その他必要な事項は、別に規則で定める。

（広報本部）

第１５条の５ 本学に、広報戦略の策定及び広報活動の推進を図るための組織として、広報本部

を置く。

２ 広報本部の構成その他必要な事項は、別に規則で定める。

（グローバル化推進本部）

第１５条の６ 本学に、全学的なグローバル化を推進するための組織として、グローバル化推進

本部を置く。

２ グローバル化推進本部の構成その他必要な事項は、別に規則で定める。

（学術研究・産学官連携本部）

第１５条の７ 本学に、全学の学術研究及び産学官連携を推進するための組織として、学術研究

・産学官連携本部を置く。

２ 学術研究・産学官連携本部の構成その他必要な事項は、別に定める。

（教育改革推進本部）

第１５条の８ 本学に、教育課程及び教育方法等の改善、高大接続・入試改革等の教育改革並び

にキャリア教育の開発等を推進するための組織として、教育改革推進本部を置く。

２ 教育改革推進本部の構成その他必要な事項は、別に定める。

（推進室等）

第１６条 本学に、特定の重要事項を企画、推進又は支援する組織として、推進室等を置く。

２ 前項の推進室等は、次の表の左欄に掲げるとおりとし、当該推進室等の目的は、それぞれ同

表の右欄に定めるとおりとする。
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推進室等 目 的

社会連携推進室 社会連携（産学官連携を除く。）の推進を支援すること。

国際交流推進室 国際交流の推進を支援すること。

ＳＨＡＲＥオフィス 全学的なグローバル化の推進を支援すること。

インスティテューショナ 大学運営の基礎となる情報の調査・収集・分析及び提供により、大

ル・リサーチ室 学の意思決定を支援すること。

キャンパス計画室 キャンパス計画の推進を支援すること。

環境安全衛生推進室 安全衛生の推進を支援すること。

ハラスメント対策推進室 ハラスメントの防止及び対策の推進を支援すること。

男女共同参画推進室 男女共同参画の推進を支援すること。

情報環境整備推進室 情報環境整備の推進を支援すること。

統合移転事業推進室 統合移転事業及び伊都キャンパスの整備計画に係る企画・立案を行

うこと。

法務統括室 法務機能の強化に係る企画・立案を行うこと。

基金事業推進室 基金事業の実施に係る企画・立案を行うこと。

同窓生連携推進室 同窓生との連携に関すること。

広報戦略推進室 広報戦略に基づく広報活動の推進を支援すること。

跡地処分統括室 移転跡地処分のリスクマネジメントに係る企画・立案等を行うこと。

３ 前項の各推進室等の内部組織その他必要な事項は、別に定める。

（伊都診療所）

第１６条の２ 本学に、伊都診療所（以下「診療所」という。）を置く。

２ 診療所の内部組織その他必要な事項は、別に定める。

（事務組織）

第１７条 本学に、庶務、会計、施設及び学生の厚生補導等に関する事務を処理させるため事務

局を置く。

２ 本学の学部、学府等に、その事務を処理させるため事務部を置く。ただし、必要がある場合

は、数個の学部等の事務を併せて処理する事務部を置く。

３ 前２項に規定する事務組織のほか、本学に、内部監査を実施させるとともに、監事監査の事

務を補助させるため監査室を置く。

４ 前３項の事務組織の内部組織その他必要な事項は、別に規則で定める。

【大学設置基準第４１条、第４２条】

（技術部）
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第１７条の２ 本学の学部、学府、研究院、基幹教育院、附置研究所等に、教育研究に関する技

術的な支援を行わせるため、技術部を置くことができる。

２ 前項の技術部の内部組織その他必要な事項は、別に定める。

第３章 役員、職員等

（役員）

第１８条 国立大学法人法（平成１５年法律第１１２号。以下「法人法」という。）第１０条の

規定に基づき、本学に、役員として、学長（「総長」と称する。）、理事８人以内及び監事２人

を置く。 【法人法第１０条】

第１９条 総長は、校務をつかさどり、所属職員を統督するとともに、本学を代表し、その業務

を総理する。 【学教法第９２条】【法人法第１１条】

２ 総長は、この規則その他の総長が定める規則等において理事又は職員に委任する業務につい

て報告を求め、必要な措置を命じ、又はその措置を自ら行うことができる。

第２０条 理事は、総長の定めるところにより、総長を補佐して本学の業務を掌理し、総長に事

故があるときはその職務を代理し、総長が欠員のときはその職務を行う。 【法人法第１１条】

第２１条 監事は、本学の業務を監査する。この場合において、監事は、監査報告を作成しなけ

ればならない。

２ 監事は、いつでも、役員（監事を除く。）及び職員に対して事務及び事業の報告を求め、又

は本学の業務及び財産の状況を調査することができる。 【法人法第１１条】

（職員）

第２２条 本学に、教員、事務職員、技術職員、高度専門職員その他必要な職員を置く。

２ 前項の教員は、教授、准教授、講師、助教、准助教及び助手（「教務助手」と称する。）と

する。

３ 教授、准教授、講師、助教及び教務助手の職務は学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第

９２条の定めるところによるものとし、准助教の職務は教授及び准教授の職務を助けることと

する。 【学教法第９２条】

（副学長）

第２３条 本学に、総長の定めるところにより、総長を助け、命を受けて校務をつかさどるため、

副学長若干人を置く。

２ 副学長は、理事のうちから総長が指名する者が兼ねる。

３ 前項の規定にかかわらず、総長が特に必要と認めた場合は、職員のうちから総長が指名する

者が副学長を兼ねることができるものとする。 【学教法第９２条】

（副理事）

第２４条 本学に、総長の定めるところにより、理事の職務を助けるため、副理事若干人を置く。

２ 副理事は、教授その他の職員のうちから総長が指名する。

（総長補佐）

第２４条の２ 本学に、総長の定めるところにより、総長が命ずる特定の事項を担当し、総長を

助けるため、総長補佐若干人を置くことができる。

２ 総長補佐は、教授その他の職員のうちから総長が指名する。

（部局長等）

第２５条 学部、学府、研究院、基幹教育院、附置研究所、カーボンニュートラル・エネルギー

国際研究所、病院、附属図書館及び情報基盤研究開発センター（以下「部局」という。）に長

（以下「部局長」という。）を置く。

２ 部局長は、当該部局の業務を掌理する。

３ 各部局に、副部局長を置くことができる。

４ 副部局長は、部局長の定めるところにより、部局長を補佐して部局の業務を処理し、部局長

に事故があるときはその職務を代理し、部局長が欠員のときはその職務を行う。

５ 部局長及び副部局長の任命手続その他必要な事項は、別に規則で定める。

６ 学科及び専攻に、それぞれ学科長又は専攻長を置くことができる。

７ 学科長及び専攻長の任命手続その他必要な事項は、別に定めるものとする。
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（センター長等）

第２６条 学内共同教育研究センターに長（以下「センター長」という。）を置く。

２ センター長は、当該学内共同教育研究センターの業務を掌理する。

３ 各学内共同教育研究センターに、副センター長を置くことができる。

４ 副センター長は、センター長の定めるところにより、センター長を補佐して当該学内共同教

育研究センターの業務を処理し、センター長に事故があるときはその職務を代理し、センター

長が欠員のときはその職務を行う。

５ センター長及び副センター長の任命手続その他必要な事項は、別に規則で定める。

第２６条の２ 先導的研究センターに長（以下「センター長」という。）を置く。

２ センター長は、当該先導的研究センターの業務を掌理する。

３ 各先導的研究センターに、副センター長を置くことができる。

４ 副センター長は、センター長の定めるところにより、センター長を補佐して当該先導的研究

センターの業務を処理し、センター長に事故があるときはその職務を代理する。

５ センター長及び副センター長の任命手続その他必要な事項は、別に規則で定める。

（所長）

第２６条の３ 診療所に、所長を置く。

２ 所長は、診療所の業務を掌理する。

３ 所長は、本学の教員のうちから総長が指名する。

第４章 役員会、経営協議会、教育研究評議会及び総長選考会議

（役員会）

第２７条 本学に、法人法第１１条第３項各号に規定する事項を審議するため、総長及び理事で

構成する役員会を置く。 【法人法第１１条】

２ 役員会の議事の手続その他必要な事項は、別に規則で定める。

（経営協議会）

第２８条 本学に、法人法第２０条の規定に基づき、本学の経営に関する重要事項を審議する機

関として、経営協議会を置く。 【法人法第２０条】

２ 経営協議会の議事の手続その他必要な事項は、別に規則で定める。

（教育研究評議会）

第２９条 本学に、法人法第２１条の規定に基づき、本学の教育研究に関する重要事項を審議す

る機関として、教育研究評議会を置く。 【法人法第２１条】

２ 教育研究評議会の議事の手続その他必要な事項は、別に規則で定める。

（総長選考会議）

第３０条 本学に、法人法第１２条第２項から第６項までの規定に基づき、総長選考会議（以下

「選考会議」という。）を置く。 【法人法第１２条】

２ 選考会議の組織に関し必要な事項は、別に規則で定める。

第５章 部局長会議

（部局長会議）

第３１条 本学に、今後の総合計画の企画立案等に関する基本的事項について審議するため、将

来計画委員会を置く。

第３２条 本学に、予算管理に関する重要事項を審議するため、財務委員会を置く。

第３３条 本学に、大学評価に関する重要事項を審議するため、大学評価委員会を置く。

第３４条 本学に、ハラスメントの防止に関する事項を審議するため、ハラスメント委員会を置

く。

第３５条 本学に、男女共同参画の推進に関する事項を審議するために、男女共同参画推進委員

会を置く。

第３６条 本学に、大学運営上の課題に係る総合的な人事制度、人員管理及び人件費計画等に関

する重要事項を審議するために、人事委員会を置く。

第３６条の２ 本学に、基金事業に関する事項を審議するために、基金委員会を置く。

第３６条の３ 本学に、障害者差別の解消の推進に関する事項を審議するために、障害者支援推
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進委員会を置く。

第３７条 第３１条から前条までに規定する委員会（「部局長会議」と総称する。）の組織、議

事の手続その他必要な事項は、別に規則で定める。

第６章 教授会

第３８条 部局（病院及び附属図書館を除く。）に、教授会を置く。 【学教法第９３条】

２ 教授会の組織、審議事項、議事の手続その他必要な事項は、九州大学教授会通則（平成１６

年度九大規則第８号）で定める。

第７章 雑則

（雑則）

第３９条 この規則に定めるもののほか、本学の目的を達成するために必要な事項は、別に規則

で定める。

附 則

１ この規則は、平成１６年４月１日から施行する。

２ 法人法附則第１６条第１項の規定に基づき本学に置かれる九州大学医療技術短期大学部（以

下「短期大学部」という。）は、平成１６年４月１日に短期大学部に在学する学生が短期大学

部に在学しなくなる日において、廃止する。

３ 前項の短期大学部に在学する学生の教育課程の履修その他当該学生の教育に必要な事項につ

いては、九州大学医療技術短期大学部学則（昭和４６年４月８日施行）等の規定によるものと

する。

４ 法人法附則第１７条の規定に基づき、平成１５年９月３０日に当該大学に在学する者が在学

しなくなる日までの間存続するものとされた九州芸術工科大学に在学する者（以下「在学者」

という。）の卒業又は大学院の課程修了のため必要となる教育は、九州大学芸術工学部（以下

「芸術工学部」という。）又は九州大学大学院芸術工学府（以下「芸術工学府」という。）に

おいて行うものとする。

５ 前項の在学者の教育課程の履修その他当該学生の教育に必要な事項については、九州芸術工

科大学学則（平成５年４月１日施行）等の規定によるものとする。ただし、これによることが

できない事項については、総長又は芸術工学部若しくは芸術工学府の教授会が定めるところに

よる。

６ 第１２条の３に規定する附置研究所等は、文部科学大臣の認定期間である平成３４年３月

３１日までの間存続するものとする。

７ 第１３条第１項に規定する宙空環境研究センターは、平成２４年３月３１日まで存続するも

のとする。

８ 第１４条第１項に規定する工学研究院附属の環境システム科学研究センターは平成２０年

３月３１日まで、生体防御医学研究所附属の感染防御研究センターは平成２３年３月３１日ま

で、応用力学研究所附属の力学シミュレーション研究センター及び炉心理工学研究センターは

平成１９年３月３１日まで存続するものとする。

９ 法人法等関係法令又はこの学則等に基づき定める諸規則等のほか、承継的、定型的又は簡易

な事項で総長が必要と認めるものについては、当分の間、総長が定めるところにより、廃止前

の国立学校設置法（昭和２４年法律第１５０号）に基づき設置された九州大学の諸規則等の規

定を適用又は準用するものとする。

附 則（平成１６年度九大規則第１９３号）

１ この規則は、平成１７年４月１日から施行する。

２ 人間環境学府発達・社会システム専攻は、改正後の第６条第１項の規定にかかわらず、平成

１７年３月３１日に当該専攻に在学する者が在学しなくなる日までの間、存続するものとする。

附 則（平成１７年度九大規則第４号）

１ この規則は、平成１７年７月１５日から施行し、平成１７年７月１日から適用する。

２ 改正後の第１３条第１項に規定するデジタルメディシン・イニシアティブ及びアジア総合政

策センターは、平成２２年６月３０日まで存続するものとする。

附 則（平成１７年度九大規則第２３号）
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この規則は、平成１７年１１月７日から施行する。

附 則（平成１７年度九大規則第３０号）

１ この規則は、平成１８年４月１日から施行する。

２ 薬学部総合薬学科は、改正後の第３条第１項の規定にかかわらず、平成１８年３月３１日に

当該学科に在学する者が在学しなくなる日までの間、存続するものとする。

附 則（平成１８年度九大規則第２号）

この規則は、平成１８年６月１日から施行する。

附 則（平成１８年度九大規則第２５号）

この規則は、平成１８年１０月１日から施行する。

附 則（平成１８年度九大規則第３７号）

１ この規則は、平成１９年４月１日から施行する。

２ 改正後の第１４条第１項に規定する応用力学研究所附属の東アジア海洋大気環境研究センタ

ー及び高温プラズマ力学研究センターは、平成２９年３月３１日まで存続するものとする。

３ 改正後の第２２条第２項に規定する准助教の職種は、平成１９年４月１日に当該職に在職す

る者が在職しなくなる日において、廃止する。

附 則（平成１９年度九大規則第２７号）

この規則は、平成１９年１１月１日から施行する。

附 則（平成１９年度九大規則第３１号）

この規則は、平成１９年１２月２６日から施行する。

附 則（平成１９年度九大規則第５８号）

１ この規則は、平成２０年４月１日から施行する。

２ 理学府基礎粒子系科学専攻、分子科学専攻、凝縮系科学専攻及び生物科学専攻並びに医学系

学府機能制御医学専攻、生殖発達医学専攻、病態医学専攻、臓器機能医学専攻、分子常態医学

専攻及び環境社会医学専攻は、改正後の九州大学学則（以下「新規則」という。）第６条第１

項の規定にかかわらず、平成２０年３月３１日に当該専攻に在学する者が在学しなくなる日ま

での間、存続するものとする。

３ 新規則第１４条第１項に規定する工学研究院附属の循環型社会システム工学研究センター

は、平成３０年３月３１日まで存続するものとする。

附 則（平成２０年度九大規則第１号）

この規則は、平成２０年４月１７日から施行し、平成２０年４月１日から適用する。

附 則（平成２０年度九大規則第９号）

この規則は、平成２０年１０月１日から施行する。

附 則（平成２０年度九大規則第３７号）

１ この規則は、平成２１年４月１日から施行する。

２ システム情報科学府情報理学専攻、知能システム学専攻、情報工学専攻、電気電子システム

工学専攻及び電子デバイス工学専攻は、この規則による改正後の九州大学学則（以下「新学則」

という。）第６条第１項の規定にかかわらず、平成２１年３月３１日に当該専攻に在学する者

が在学しなくなる日までの間、存続するものとする。

附 則（平成２１年度九大規則第１号）

この規則は、平成２１年５月１日から施行する。

附 則（平成２１年度九大規則第５号）

この規則は、平成２１年６月１日から施行する。

附 則（平成２１年度九大規則第１２号）

この規則は、平成２１年８月１日から施行し、第１３条第１項にシンクロトロン光利用研究セ

ンターを加える改正規定は、平成２１年７月１日から適用する。

附 則（平成２１年度九大規則第２０号）

１ この規則は、平成２１年１０月１日から施行する。

２ この規則による改正後の九州大学学則第３６条の６の規定は、平成２１年９月１日から適用

する。
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附 則（平成２１年度九大規則第３３号）

この規則は、平成２１年１１月１日から施行する。

附 則（平成２１年度九大規則第４９号）

１ この規則は、平成２２年４月１日から施行する。

２ 法学府基礎法学専攻、公法・社会法学専攻、民刑事法学専攻、国際関係法学専攻及び政治学

専攻並びに薬学府医療薬科学専攻（修士課程）及び創薬科学専攻（修士課程）並びに工学府機

械科学専攻及び知能機械システム専攻並びに生物資源環境科学府生物資源開発管理学専攻、植

物資源科学専攻、生物機能科学専攻、動物資源科学専攻、農業資源経済学専攻、生産環境科学

専攻、森林資源科学専攻及び遺伝子資源工学専攻は、この規則による改正後の九州大学学則（以

下「新規則」という。）第６条第１項の規定にかかわらず、平成２２年３月３１日に当該専攻

に在学する者が在学しなくなる日までの間、存続するものとする。

３ 九州大学学則（平成１６年度九大規則第１号）附則第６項の規定にかかわらず、生体防御医

学研究所附属の感染防御研究センターは、廃止する。

附 則（平成２２年度九大規則第１号）

この規則は、平成２２年４月２８日から施行し、平成２２年４月１日から適用する。

附 則（平成２２年度九大規則第６号）

この規則は、平成２２年７月１日から施行する。

附 則（平成２２年度九大規則第１２号）

１ この規則は、平成２２年８月１日から施行する。ただし、第１３条第１項に応用知覚研究セ

ンターを加える改正規定は同年９月１日から施行する。

２ この規則による改正後の九州大学学則第１３条第１項に規定する応用知覚研究センターは、

平成２４年３月３１日まで存続するものとする。

附 則（平成２２年度九大規則第３０号）

この規則は、平成２２年１０月１日から施行する。

附 則（平成２２年度九大規則第４５号）

この規則は、平成２２年１２月１日から施行する。

附 則（平成２２年度九大規則第４７号）

この規則は、平成２２年１２月１日から施行する。

附 則（平成２２年度九大規則第７４号）

この規則は、平成２３年１月１日から施行する。

附 則（平成２２年度九大規則第７８号）

この規則は、平成２３年２月１日から施行する。

附 則（平成２２年度九大規則第８１号）

この規則は、平成２３年４月１日から施行する。

附 則（平成２３年度九大規則第１号）

この規則は、平成２３年５月１日から施行する。

附 則（平成２３年度九大規則第４号）

この規則は、平成２３年６月１日から施行する。

附 則（平成２３年度九大規則第８号）

１ この規則は、平成２３年７月１日から施行する。

２ この規則による改正後の九州大学学則第１４条第１項に規定するシステム情報科学府附属の

高度ＩＣＴ人材教育開発センターは、平成３２年３月３１日まで存続するものとする。

附 則（平成２３年度九大規則第１０号）

この規則は、平成２３年８月１日から施行する。

附 則（平成２３年度九大規則第１２号）

この規則は、平成２３年１０月１日から施行する。

附 則（平成２３年度九大規則第６８号）

この規則は、平成２３年１１月１日から施行する。

附 則（平成２３年度九大規則第７２号）
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この規則は、平成２４年１月１日から施行する。

附 則（平成２３年度九大規則第８０号）

１ この規則は、平成２４年４月１日から施行する。

２ この規則の施行前に設置された薬学府医療薬科学専攻（博士後期課程）及び創薬科学専攻（博

士後期課程）は、この規則による改正後の九州大学学則第６条第１項の規定にかかわらず、平

成２４年３月３１日に当該専攻に在学する者が在学しなくなる日までの間、存続するものとす

る。

附 則（平成２４年度九大規則第１１号）

この規則は、平成２４年１０月１日から施行する。

附 則（平成２４年度九大規則第２９号）

この規則は、平成２４年１２月１日から施行する。ただし、第２５条に係る改正規定は、平成

２５年４月１日から施行する。

附 則（平成２４年度九大規則第３６号）

この規則は、平成２５年１月１日から施行する。

附 則（平成２４年度九大規則第３７号）

この規則は、平成２５年２月１日から施行する。

附 則（平成２４年度九大規則第４２号）

この規則は、平成２５年３月１日から施行する。

附 則（平成２４年度九大規則第４５号）

１ この規則は、平成２５年４月１日から施行する。

２ この規則による改正後の九州大学学則第１４条第１項に規定する自然エネルギー統合利用セ

ンターは、平成３５年３月３１日まで存続するものとする。

附 則（平成２５年度九大規則第２号）

この規則は、平成２５年５月１日から施行する。

附 則（平成２５年度九大規則第８号）

この規則は、平成２５年６月３日から施行し、平成２５年４月１日から適用する。

附 則（平成２５年度九大規則第１０号）

この規則は、平成２５年７月１日から施行する。

附 則（平成２５年度九大規則第１６号）

この規則は、平成２５年８月１日から施行する。ただし、知的財産本部の名称及び目的に係る

改正規定は、平成２５年９月１日から施行する。

附 則（平成２５年度九大規則第４０号）

この規則は、平成２５年１１月１日から施行する。

附 則（平成２５年度九大規則第４７号）

この規則は、平成２５年１２月１日から施行する。ただし、第１４条第１項の表に薬学研究院

の項を加える改正規定は、平成２６年１月１日から施行する。

附 則（平成２５年度九大規則第５１号）

この規則は、平成２６年１月１日から施行する。

附 則（平成２５年度九大規則第７６号）

この規則は、平成２６年１月２７日から施行する。

附 則（平成２５年度九大規則第７８号）

この規則は、平成２６年３月１日から施行する。

附 則（平成２５年度九大規則第８３号）

１ この規則は、平成２６年４月１日から施行する。

２ 比較社会文化学府は、この規則による改正後の九州大学学則第６条第１項の規定にかかわら

ず、平成２６年３月３１日に当該学府に在学する者が在学しなくなる日までの間、存続するも

のとする。

附 則（平成２６年度九大規則第２号）

この規則は、平成２６年４月３０日から施行し、この規則による改正後の九州大学学則の規定
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は、平成２６年４月１日から適用する。

附 則（平成２６年度九大規則第６号）

この規則は、平成２６年８月１日から施行する。

附 則（平成２６年度九大規則第１１号）

この規則は、平成２６年１０月１日から施行する。ただし、第１３条第１項の表に係る改正規

定は、平成２７年４月１日から施行する。

附 則（平成２６年度九大規則第６０号）

この規則は、平成２６年１２月１日から施行する。

附 則（平成２６年度九大規則第７０号）

この規則は、平成２７年１月２２日から施行する。

附 則（平成２６年度九大規則第７６号）

１ この規則は、平成２７年４月１日から施行する。

２ 九州大学高等教育機構規則（平成１８年度九大規則第３号）は、廃止する。

附 則（平成２６年度九大規則第７７号）

この規則は、平成２７年４月１日から施行する。

附 則（平成２６年度九大規則第１２０号）

この規則は、平成２７年４月１日から施行する。

附 則（平成２７年度九大規則第２号）

この規則は、平成２７年６月１日から施行する。

附 則（平成２７年度九大規則第９号）

この規則は、平成２７年１０月１日から施行する。

附 則（平成２７年度九大規則第２１号）

この規則は、平成２７年１２月１日から施行する。

附 則（平成２７年度九大規則第２３号）

この規則は、平成２８年１月１日から施行する。

附 則（平成２７年度九大規則第２６号）

この規則は、平成２８年２月１日から施行する。

附 則（平成２７年度九大規則第３１号）

この規則は、平成２８年３月１日から施行する。

附 則（平成２７年度九大規則第３４号）

１ この規則は、平成２８年４月１日から施行する。

２ この規則による改正後の九州大学学則第１４条第１項に規定する次世代冷媒物性評価研究セ

ンターは、平成３３年３月３１日まで存続するものとする。

附 則（平成２８年度九大規則第３号）

この規則は、平成２８年６月１日から施行する。

附 則（平成２８年度九大規則第８号）

この規則は、平成２８年７月１日から施行する。

附 則（平成２８年度九大規則第１４号）

この規則は、平成２８年７月２９日から施行する。

附 則（平成２８年度九大規則第２０号）

この規則は、平成２８年１０月１日から施行する。

附 則（平成２８年度九大規則第６５号）

この規則は、平成２８年１２月１日から施行する。

附 則（平成２８年度九大規則第６９号）

この規則は、平成２９年１月１日から施行する。

附 則（平成２８年度九大規則第７６号）

この規則は、平成２９年２月１日から施行する。

附 則（平成２８年度九大規則第８１号）

この規則は、平成２９年３月１日から施行する。
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附 則（平成２８年度九大規則第８５号）

この規則は、平成２９年４月１日から施行する。ただし、第１４条第１項の表中のオーラルヘ

ルス・ブレインヘルス・トータルヘルス研究センターを加える規定は、平成２８年４月１日から

適用する。

附 則（平成２９年度九大規則第１号）

この規則は、平成２９年５月１日から施行する。

附 則（平成２９年度九大規則第５号）

この規則は、平成３０年４月１日から施行する。

附 則（平成２９年度九大規則第８号）

この規則は、平成２９年１０月１日から施行する。

附 則（平成２９年度九大規則第２３号）

この規則は、平成２９年１１月１日から施行する。

附 則（平成２９年度九大規則第４０号）

この規則は、平成３０年１月１日から施行する。

附 則（平成２９年度九大規則第４８号）

この規則は、平成３０年２月１日から施行する。

附 則（平成２９年度九大規則第６７号）

１ この規則は、平成３０年４月１日から施行する。

２ 生物資源環境科学府生物産業創成専攻は、この規則による改正後の九州大学学則第６条第１

項の規定にかかわらず、平成３０年３月３１日に当該専攻に在学する者が在学しなくなる日ま

での間、存続するものとする。

附 則（平成３０年度九大規則第１号）

この規則は、平成３０年５月１日から施行し、平成３０年４月１日から適用する。

附 則（平成３０年度九大規則第１１号）

この規則は、平成３０年７月１日から施行する。ただし、第１３条の２の規定は、平成３０年

４月１日から適用する。

附 則（平成３０年度九大規則第１８号）

この規則は、平成３０年１１月１日から施行する。

附 則（平成３０年度九大規則第２２号）

この規則は、平成３０年１０月１日から施行する。

附 則（平成３０年度九大規則第４９号）

この規則は、平成３１年１月１日から施行する。

附 則（平成３０年度九大規則第６０号）

この規則は、平成３１年４月１日から施行する。

附 則（令和元年度九大規則第２号）

この規則は、令和元年８月１日から施行する。

附 則（令和元年度九大規則第４号）

この規則は、令和元年１０月１日から施行する。

附 則（令和元年度九大規則第１９号）

この規則は、令和元年１１月１日から施行する。

附 則（令和元年度九大規則第２４号）

１ この規則は、令和２年４月１日から施行する。

２ 芸術工学部環境設計学科、工業設計学科、画像設計学科、音響設計学科及び芸術情報設計学

科は、この規則による改正後の九州大学学則第３条第１項の規定にかかわらず、令和２年３月

３１日に当該学科に在学する者が在学しなくなる日までの間、存続するものとする。

附 則（令和２年度九大規則第 号）

１ この規則は、令和３年４月１日から施行する。

２ 工学部建築学科、電気情報工学科、物質科学工学科、地球環境工学科、エネルギー科学科及

び機械航空工学科並びに工学府物質創造工学専攻、物質プロセス工学専攻、材料物性工学専攻、
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化学システム工学専攻、建設システム工学専攻、都市環境システム工学専攻、海洋システム工

学専攻及びエネルギー量子工学専攻は、この規則による改正後の九州大学学則第３条第１項及

び第６条第１項の規定にかかわらず、令和３年３月３１日に当該学科に在学する者が在学しな

くなる日までの間、存続するものとする。



 
 

九州大学学則の一部を改正する規則（案） 

令 和 ２ 年 度 九 大 規 則 第  号 

制  定：令和 ３年 ３月  日 

工学部及び工学府を改組することに伴い、九州大学学則（平成１６年度九大規則第１号）の一

部を次のように改正する。 

（新） （旧） 

（略） 

（学部） 

第３条 本学に、次の表に掲げるとおり、学部

及び学科を置く。 

学 部 学 科 

（略） 

工学部 

電気情報工学科、材料

工学科、応用化学科、化

学工学科、融合基礎工

学科、機械工学科、航空

宇宙工学科、量子物理

工学科、船舶海洋工学

科、地球資源システム

工学科、土木工学科、建

築学科 

（略） 

２～５ （略） 

（略） 

第６条 前条の本大学院に置く学府は、次の表

の左欄に掲げるとおりとし、当該学府にそれ

ぞれ同表の右欄に掲げる専攻を置く。 

学 府 専 攻 

（略） 

工学府 

材料工学専攻、応用化

学専攻、化学工学専攻、

建設システム工学専

攻、都市環境システム

工学専攻、土木工学専

攻、船舶海洋工学専攻、

地球資源システム工学

専攻、共同資源工学専

攻、量子物理工学専攻、

機械工学専攻、水素エ

ネルギーシステム専

攻、航空宇宙工学専攻 

（略） 

（略） 

（学部） 

第３条 （同左） 

 

学 部 学 科 

（略） 

工学部 

建築学科、電気情報工

学科、物質科学工学科、

地球環境工学科、エネ

ルギー科学科、機械航

空工学科 

（略） 

２～５ （略） 

（略） 

第６条 （同左） 

 

 

学 府 専 攻 

（略） 

工学府 

物質創造工学専攻、物

質プロセス工学専攻、

材料物性工学専攻、化

学システム工学専攻、

建設システム工学専攻

、都市環境システム工

学専攻、海洋システム

工学専攻、地球資源シ

ステム工学専攻、共同

資源工学専攻、エネル

ギー量子工学専攻、機

械工学専攻、水素エネ

ルギーシステム専攻、

航空宇宙工学専攻 

（略） 



 
 

２～８ （略） 

（略） 

２～８ （略） 

（略）   

附 則 

１ この規則は、令和３年４月１日から施行する。 

２ 工学部建築学科、電気情報工学科、物質科学工学科、地球環境工学科、エネルギー科学科及

び機械航空工学科並びに工学府物質創造工学専攻、物質プロセス工学専攻、材料物性工学専攻、

化学システム工学専攻、建設システム工学専攻、都市環境システム工学専攻、海洋システム工

学専攻及びエネルギー量子工学専攻は、この規則による改正後の九州大学学則第３条第１項及

び第６条第１項の規定にかかわらず、令和３年３月３１日に当該学科に在学する者が在学しな

くなる日までの間、存続するものとする。 
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九州大学学部通則（案）

平 成 １ ６ 年 度 九 大 規 則 第 ２ 号

制 定：平成１６年 ４月 １日

最終改正：令和 ３年 ３月 日

（令和２年度九大規則第 号）

目次

第１章 総則（第１条～第６条）

第２章 入学、再入学、転学部、転入学及び編入学（第７条～第１４条）

第３章 教育課程、卒業の認定等（第１５条～第２５条）

第４章 退学、転学、留学及び休学（第２６条～第３３条）

第５章 表彰、除籍及び懲戒（第３４条～第３７条）

第６章 検定料、入学料、授業料及び寄宿料（第３８条～第４２条）

第７章 科目等履修生、聴講生、特別聴講学生、研究生及び専修生（第４３条～第４７条）

附則

第１章 総則

（趣旨）

第１条 この規則は、九州大学学則（平成１６年度九大規則第１号）第３条第５項の規定に基づ

き、学部の修業年限、教育課程、学生の入学、退学、卒業その他の学生の修学上必要な事項を

定めるものとする。

（修業年限等）

第２条 修業年限は、４年とする。

２ 前項の規定にかかわらず、医学部医学科、歯学部及び薬学部臨床薬学科の修業年限は、６年

とする。 【学教法第８７条】

３ 九州大学（以下「本学」という。）の科目等履修生として一定の単位を修得した者が本学に

入学する場合において、当該単位の修得により教育課程の一部を履修したと認められるときは、

その単位数に応じて相当期間を修業年限の２分の１を超えない範囲で修業年限に通算すること

ができる。

４ 前項の修業年限の通算は、学部教授会の議を経て各学部長が定める。

（在学期間の限度）

第３条 在学期間の限度は、８年とする。

２ 前項の規定にかかわらず、医学部医学科、歯学部及び薬学部臨床薬学科の在学期間の限度は、

１２年とする。

（定員）

第４条 各学部・学科の学生定員は、別表のとおりとする。

（学年及び学期）

第５条 学年は、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終る。 【学教法規則第１６３条】

２ 学期の区分は、各学部規則において定める。 【大学設置基準第２３条】

３ 前項に定める各学期は、２つの授業期間に区分することができる。

（休業日）

第６条 休業日（授業を行わない日）は、次のとおりとする。

日曜日及び土曜日

国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日

本学記念日 ５月１１日

別に定める春季、夏季及び冬季の各休業日 【大学設置基準第２２条】

２ 臨時の休業日は、その都度定める。

３ 前２項の休業日において、特に必要がある場合には、授業を行うことがある。

第２章 入学、再入学、転学部、転入学及び編入学

（入学の時期）

第７条 学生の入学の時期は、学年の始めとする。ただし、特に必要があり、かつ、教育上支障

がないと認めるときは、学期の始めに入学させることができる。
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【学教法規則第１６３条】

（入学資格）

第８条 本学に入学することのできる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。

(1) 高等学校又は中等教育学校を卒業した者

(2) 通常の課程による１２年の学校教育を修了した者又は通常の課程以外の課程により、これ

に相当する学校教育を修了した者

(3) 外国において学校教育における１２年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学

大臣の指定したもの

(4) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の

当該課程を修了した者

(5) 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準

を満たすものに限る。）で文部科学大臣が指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修

了した者

(6) 文部科学大臣の指定した者

(7) 高等学校卒業程度認定試験規則（平成１７年文部科学省令第１号）による高等学校卒業程

度認定試験に合格した者（同規則附則第２条の規定による廃止前の大学入学資格検定規程（昭

和２６年文部省令第１３号。以下この条において「旧規程」という。）による大学入学資格

検定（以下この条において「旧検定」という。）に合格した者を含む。）

(8) 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第９０条第２項の規定により大学に入学した者で

あって、本学において、本学における教育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの

(9) 本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があ

ると認めた者で、１８歳に達したもの 【学教法第９０条、学教法規則第１５０条】

２ 前項の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する者であって、本学の定める分野に

おいて特に優れた資質を有すると認めるものを、本学に入学させることができる。

(1) 高等学校に２年以上在学した者

(2) 中等教育学校の後期課程、高等専門学校又は特別支援学校の高等部に２年以上在学した者

(3) 外国において、学校教育における９年の課程に引き続く学校教育の課程に２年以上在学し

た者

(4) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設

（高等学校の課程に相当する課程を有するものとして指定したものを含む。)の当該課程に

２年以上在学した者

(5) 前項第５号に規定する専修学校の高等課程に同号に規定する文部科学大臣が定める日以後

において２年以上在学した者

(6) 文部科学大臣が指定した者

(7) 高等学校卒業程度認定試験規則第４条に定める試験科目の全部（試験の免除を受けた試験

科目を除く。）について合格点を得た者（旧規程第４条に規定する受験科目の全部（旧検定

の一部免除を受けた者については、その免除を受けた科目を除く。）について合格点を得た

者を含む。）で１７歳に達したもの

【学教法第９０条、学教法規則第１５３条、第１５４条】

（入学の出願）

第９条 入学を志願する者は、所定の期日までに、入学志願票に、所定の入学検定料その他別に

定める書類を添えて願い出なければならない。

（入学者選抜）

第１０条 前条の入学を志願する者については、入学者選抜を行う。 【学教法規則第１４４条】

（入学の手続及び許可）

第１０条の２ 総長は、前条の入学者選抜の結果合格した者で、所定の期日までに入学料の納付

（入学料の全部若しくは一部の免除又は徴収猶予を受けようとする者にあっては、当該免除又

は徴収猶予に係る申請）及び所定の書類の提出を完了したものに入学を許可する。

（再入学）

第１１条 第２６条の規定により退学した後、再び同一学部に入学を志願する者については、選
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考の上、再入学を許可することがある。

（転入学又は編入学）

第１２条 次の各号のいずれかに該当する者については、選考の上、転入学又は編入学を許可す

ることができる。

(1) 他の大学の学生で、本学に転入学を志願する者

(2) 我が国において、外国の大学の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において

位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程に在学した

者（学校教育法第９０条第１項に規定する者に限る。）で、本学に転入学を志願するもの

(3) 大学において単位（科目等履修生として修得した単位を除く。）を修得した者で、編入学

を志願するもの

(4) 大学を卒業し、又は学校教育法第１０４条第４項の規定により学士の学位を授与された者

で、編入学を志願するもの

(5) 短期大学又は高等専門学校を卒業した者で、編入学を志願するもの

(6) 外国の短期大学を卒業した者及び外国の短期大学の課程を有するものとして当該外国の学

校教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの

当該課程を我が国において修了した者（学校教育法第９０条第１項に規定する者に限る。）

で、本学に編入学を志願するもの

(7) 専修学校の専門課程（修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定める基準

を満たすものに限る。）を修了した者（学校教育法第９０条第１項に規定する者に限る。）

で、編入学を志願するもの

(8) 高等学校の専攻科の課程（修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定める

基準を満たすものに限る。）を修了した者（学校教育法第９０条第１項に規定する者に限る。）

で、編入学を志願するもの

（転学部）
第１２条の２ 学部長は、本学の学生で転学部を志願する者について、学部教授会の議を経て選

考の上、転学部を許可することができる。

（再入学、転入学及び編入学の手続及び許可）

第１３条 第１１条及び第１２条に規定する再入学、転入学及び編入学に係る手続及び許可につ

いては、第１０条の２の規定を準用する。

（再入学等における修業年限等の取扱い）

第１４条 第１１条から第１２条の２までの規定により再入学、転学部、転入学及び編入学（以

下「再入学等」という。）を許可された者の修業年限及び既修得単位の認定については、学部

教授会の議を経て各学部長が別に定める。

２ 前項の規定により修業年限を定められた者の在学期間の限度は、当該修業年限の２倍とする。

第３章 教育課程、卒業の認定等

（教育課程）

第１５条 各学部の教育課程は、基幹教育科目及び専攻教育科目により編成するものとする。

２ 前項の基幹教育科目の履修については、別に定める。

３ 第１項の教育課程及び卒業の認定については、各学部規則において定める。

（チャレンジ２１）

第１６条 本学に、学部ごとに編成する教育課程のほか、学部共通の課程を置く。

２ 前項の課程をチャレンジ２１と称し、当該課程について必要な事項は、別に定める。

（授業の方法）

第１６条の２ 授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併

用により行うものとする。

２ 各学部は、文部科学大臣が定めるところにより、前項の授業を、多様なメディアを高度に利

用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。

３ 各学部は、第１項の授業を、外国において履修させることができる。第２項の規定により、

多様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させる場合につい

ても、同様とする。 【大学設置基準第２５条】
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（単位の計算方法）

第１７条 各授業科目（基幹教育科目を除く。）の単位数は、１単位の授業科目を４５時間の学

修を必要とする内容をもって構成することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教

育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、次の基準により単位数を計算するものとする。

(1) 講義及び演習については、１５時間から３０時間までの範囲で各学部規則に定める時間の

授業をもって１単位とする。

(2) 実験、実習及び実技については、３０時間から４５時間までの範囲で各学部規則に定める

時間の授業をもって１単位とする。ただし、芸術等の分野における個人指導による実技の授

業については、当該学部規則に定める時間の授業をもって１単位とすることができる。

(3) 一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち２以上の方法の併用によ

り行う場合については、その組み合わせに応じ、前２号に規定する基準を考慮して当該学部

規則に定める時間の授業をもって１単位とする。 【大学設置基準第２１条】

２ 前項の規定にかかわらず、卒業論文、卒業研究、卒業制作等の授業科目について、これらの

学修の成果を評価して単位を授与することが適切と認める場合には、これらに必要な学修等を

考慮して、単位数を定めることができる。 【大学設置基準第２１条】

３ 基幹教育科目の各授業科目の単位の計算方法は、別に定める。

（成績評価基準等の明示等）

第１７条の２ 学部長は、学生に対して、授業科目の授業の方法及び内容並びに１年間の授業の

計画をあらかじめ明示するものとする。

２ 学部長は、学修の成果に係る評価及び卒業の認定に当たっては、客観性及び厳格性を確保す

るため、学生に対してその基準をあらかじめ明示するとともに、当該基準にしたがって適切に

行うものとする。 【大学設置基準第２５条の２】

（成績評価）
第１７条の３ 学生が履修した授業科目について、試験により成績評価を行う。ただし、平素の
成績をもって、試験の成績に代えることができる。

２ 各授業科目の成績は、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ及びＦの５種の評語をもってあらわし、Ａ、Ｂ、Ｃ及
びＤを合格とし、Ｆを不合格とする。
Ａ 基準を大きく超えて優秀である。
Ｂ 基準を超えて優秀である。
Ｃ 望ましい基準に達している。
Ｄ 単位を認める最低限の基準には達している。
Ｆ 基準を大きく下回る。

３ 前項の規定にかかわらず、演習、実験、実習等の合否等により判定する授業科目は、Ｒ又は
Ｆの評語をもってあらわすことができるものとし、Ｒを合格とする。

４ 前３項に定めるもののほか成績評価に関し必要な事項は、別に定める。

（教育内容等の改善のための組織的な研修等）

第１７条の４ 学部長は、当該学部の授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及び

研究を実施するものとする。 【大学設置基準第２５条の３】

（他の大学又は短期大学における授業科目の履修）

第１８条 学部長は、教育上有益と認めるときは、学生が他の大学又は短期大学において履修し

た授業科目について修得した単位を、当該学部における授業科目の履修により修得したものと

みなすことができる。 【大学設置基準第２８条】

２ 前項の規定は、学生が、外国の大学又は短期大学に留学する場合、外国の大学又は短期大学

が行う通信教育における授業科目を我が国において履修する場合及び外国の大学又は短期大学

の教育課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であ

って、文部科学大臣が別に指定するものの当該教育課程における授業科目を我が国において履

修する場合について準用する。 【大学設置基準第２８条】

（休学期間中の外国の大学又は短期大学における授業科目の履修）

第１９条 学部長は、教育上有益と認めるときは、学生が休学期間中に外国の大学又は短期大学

において履修した授業科目について修得した単位を、本学における授業科目の履修により修得
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したものとみなすことができる。

（大学以外の教育施設における学修）

第２０条 学部長は、教育上有益と認めるときは、学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻

科における学修その他文部科学大臣が定める学修を、本学における授業科目の履修とみなし、

学部教授会の議を経て各学部長が定めるところにより単位を与えることができる。

【大学設置基準第２９条】

（入学前の既修得単位等の認定）

第２１条 学部長は、教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に大学又は短期大学

において履修した授業科目について修得した単位（大学設置基準（昭和３１年文部省令第２８

号）第３１条の規定により科目等履修生として修得した単位を含む。）を、本学に入学した後

の本学の授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。外国の大学又は短期大学

において履修した授業科目について修得した単位についても同様とする。

【大学設置基準第３０条】

２ 学部長は、教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に行った前条に規定する学

修を、本学における授業科目の履修とみなし、学部教授会の議を経て各学部長が定めるところ

により単位を与えることができる。 【大学設置基準第３０条】

（本学において修得したものとみなし、又は与えることのできる単位数の限度）

第２２条 第１８条から前条までの規定により本学において修得したものとみなし、又は与える

ことのできる単位数は、第１１条及び第１２条に規定する再入学等の場合を除き、合わせて

６０単位を超えないものとする。この場合において、入学前の既修得単位等で第１５条第１項

に規定する基幹教育科目の授業科目の履修により修得したものとみなし、又は与えることので

きる単位数は、３０単位を超えないものとする。

【大学設置基準第２８条、第２９条、第３０条】

（長期にわたる教育課程の履修）

第２３条 学生が、職業を有している等の事情により、修業年限を超えて一定の期間にわたり計

画的に教育課程を履修し卒業することを希望する旨を学部長に申し出たときは、学部教授会の

議を経て各学部長が定めるところにより、その計画的な履修を認めることができる。

【大学設置基準第３０条の２】

（卒業）

第２４条 第２条に規定する期間在学し、所定の授業科目及び単位数を履修修得した者は、卒業

者とし、これに卒業証書を授与する。 【大学設置基準第３２条】

２ 前項の規定にかかわらず、本学の各学部(医学部医学科、歯学部及び薬学部臨床薬学科を除

く。)に３年以上在学した者で、各学部規則の定めるところにより、所定の授業科目及び単位

数を優秀な成績で履修修得したものは、卒業者とし、卒業証書を授与することができる。

３ 第１項の規定による卒業に必要な単位のうち、第１６条の３第２項及び第３項に規定する授

業の方法により修得する単位数は、６０単位を超えないものとする。ただし、卒業に必要な単

位が１２４単位（医学部医学科及び歯学部歯学科にあっては１８８単位、薬学部臨床薬学科に

あっては１８６単位）を超える学部にあっては、その超える部分の単位数を６０単位に加える

ことができる。 【学教法第８９条】

（学位の授与）

第２５条 卒業者には、九州大学学位規則(平成１６年度九大規則第８６号)の定めるところによ

り、学士の学位を授与するものとする。 【学教法第１０４条】【学位規則第２条】

第４章 退学、転学、留学及び休学

（退学）

第２６条 学生が退学しようとするときは、学部長を経て総長に退学許可願を提出し、その許可

を受けなければならない。

（転学）

第２７条 他の大学に転学を志望する学生は、学部長を経て総長に転学許可願を提出し、その許

可を受けなければならない。

（留学）
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第２８条 外国の大学又は短期大学に留学を志望する学生は、学部長に留学許可願を提出し、そ

の許可を受けなければならない。

２ 前項の許可を得て留学した期間は、第２条の修業年限に通算することができる。

（休学）

第２９条 疾病又は経済的理由のため２月以上修学できない学生は、学部長の許可を得て、その

学年の終りまで休学することができる。

２ 前項のほか、特別の事情があると認められたときは、学部長は、休学を許可することができ

る。

第３０条 疾病のため修学が不適当と認められる学生に対しては、学部長は、休学を命ずること

ができる。

第３１条 休学期間中に、その事由が消滅したときは、学部長の許可を得て、復学することがで

きる。

第３２条 休学した期間は、在学期間に算入しない。

第３３条 休学期間は、第２条に規定する修業年限の年数を超えることはできない。ただし、第

１１条又は第１２条の規定により再入学等をした者の休学期間は、第１４条第１項に規定する

修業年限の年数を超えることができない。

第５章 表彰、除籍及び懲戒

（表彰）

第３４条 学生に表彰に価する行為があったときは、総長が表彰することがある。

２ 表彰に関し必要な事項は、別に定める。

（除籍）

第３５条 総長は、学部長の報告により学生が次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、

当該学生を除籍することができる。

(1) 欠席が長期にわたるとき。

(2) 成業の見込みがないとき。

(3) 長期間にわたり行方不明のとき。

(4) 第３条又は第１４条第２項に規定する在学期間の限度を超えたとき。

(5) 第３３条に規定する休学期間を超えてなお復学できないとき。

第３６条 総長は、学生が、次の各号のいずれかに該当するときは、当該学生を除籍する。

(1) 入学料の一部を免除された者若しくは免除を不許可とされた者又は入学料の徴収を猶予さ

れた者若しくは徴収の猶予を不許可とされた者が、所定の期日までに入学料を納付しないと

き。

(2) 授業料の納付を怠り、督促を受けてなお納付しないとき。

（懲戒）

第３７条 総長は、学生が本学の規則に違反し、又はその本分に反する行為があったときは、当

該学生を懲戒する。

２ 前項の場合における懲戒は、訓告、停学及び退学とする。

３ 懲戒の手続その他懲戒に関し必要な事項は、別に定める。
第６章 検定料、入学料、授業料及び寄宿料

（検定料）

第３８条 入学（再入学、転入学又は編入学を含む。次条において同じ。）を志願する者は、検

定料を納付しなければならない。

（入学料）

第３９条 入学に当たっては、入学料を納付しなければならない。

２ 入学料の納付が困難な者に対し、その全部若しくは一部を免除し、又は徴収猶予することが

できる。

３ 前項の入学料の免除及び徴収猶予に関し必要な事項は、別に定める。

（授業料）

第４０条 各年度に係る授業料は、次の表に掲げる納付区分ごとに、それぞれ授業料の年額の２

分の１に相当する額を同表に掲げる納期に納付しなければならない。ただし、当該期の授業料
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の免除、徴収猶予又は月割分納を申請した者の納期については、この限りでない。

納 付 区 分 納 期

前期（４月１日から９月３０日まで） ４月３０日まで

後期（１０月１日から３月３１日まで） １０月３１日まで

２ 休学が前項に定めた授業料納付区分の全期間である場合は、その期間分の授業料を免除する。

３ 経済的理由により授業料を納付することが困難であると認められ、かつ、学業が優秀と認め

られる者その他やむを得ない特別の事情があると認められる者については、授業料の全部若し

くは一部を免除し、徴収猶予し、又は月割分納を許可することができる。

４ 前項の授業料の免除、徴収猶予及び月割分納に関し必要な事項は、別に定める。

（寄宿料）

第４１条 寄宿舎に入居した者は、所定の期日までに、寄宿料を納付しなければならない。

２ 前項の規定にかかわらず、特別の事情があると認められる者については、寄宿料を免除する

ことができる。

（検定料、入学料、授業料及び寄宿料の額等）

第４２条 検定料、入学料、授業料及び寄宿料の額、徴収方法その他の必要な事項については、

国立大学法人九州大学における授業料その他の費用に関する規程（平成１６年度九大会規第

１２号。以下「費用規程」という。）に定める。

第７章 科目等履修生、聴講生、特別聴講学生、研究生及び専修生

（科目等履修生）

第４３条 本学の学生以外の者で、学部の授業科目のうち一又は複数の授業科目を履修すること

を志願する者があるときは、科目等履修生として入学を許可することがある。

【大学設置基準第３１条】

２ 科目等履修生に関し必要な事項は、別に定める。

（聴講生）

第４４条 本学において、学部で開講する特定の授業科目を聴講することを志願する者があると

きは、当該学部の教育研究上支障がない場合に限り、選考の上、聴講生として入学を許可する

ことがある。

２ 聴講生に関し必要な事項は、別に定める。

（特別聴講学生）

第４５条 他の大学又は外国の大学の学生で、本学において、学部で開講する特定の授業科目を

履修することを志願する者があるときは、当該他の大学又は外国の大学との協議に基づき、特

別聴講学生として入学を許可することがある。

２ 特別聴講学生に関し必要な事項は、別に定める。

（研究生及び専修生）

第４６条 学部において、特定の専門事項について研究することを志願する者があるときは、当

該学部の教育研究上支障がない場合に限り、選考の上、研究生又は専修生として入学を許可す

ることがある。

２ 研究生及び専修生に関し必要な事項は、別に定める。

（授業料等）

第４７条 科目等履修生、聴講生、特別聴講学生、研究生及び専修生の検定料、入学料及び授業

料の額、徴収方法その他の必要な事項については、費用規程に定める。

附 則

１ この規則は、平成１６年４月１日から施行する。

２ 平成１６年３月３１日に本学に在学し、平成１６年４月１日以降も引き続き在学する者の教

育課程の履修その他当該学生の教育に必要な事項については、九州大学通則（昭和２４年６月

１日施行）等の規定によるものとする。
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附 則（平成１６年度九大規則第１９４号）

この規則は、平成１７年４月１日から施行する。

附 則（平成１７年度九大規則第３１号）

この規則は、平成１８年４月１日から施行する。

附 則（平成１８年度九大規則第３８号）

この規則は、平成１９年４月１日から施行する。

附 則（平成１９年度九大規則第３２号）

この規則は、平成１９年１２月２６日から施行する。

附 則（平成１９年度九大規則第５９号）

１ この規則は、平成２０年４月１日から施行する。

２ 改正後の九州大学学部通則第１６条の２の規定は、平成２０年度に九州大学に入学する者か

ら適用する。

附 則（平成２０年度九大規則第３８号）

この規則は、平成２１年４月１日から施行する。

附 則（平成２１年度九大規則第５０号）

この規則は、平成２２年４月１日から施行する。

附 則（平成２２年度九大規則第８３号）

この規則は、平成２３年４月１日から施行する。

附 則（平成２３年度九大規則第８１号）

この規則は、平成２４年４月１日から施行する。

附 則（平成２４年度九大規則第４７号）

この規則は、平成２５年４月１日から施行する。

附 則（平成２５年度九大規則第８４号）

１ この規則は、平成２６年４月１日から施行する。

２ この規則による改正後の九州大学学部通則第１５条及び第２２条の規定は、平成２６年度に

九州大学に入学する者から適用し、平成２６年３月３１日に九州大学に在学し、同年４月１日

以降も引き続き在学する者については、なお従前の例による。

附 則（平成２６年度九大規則第７８号）

この規則は、平成２７年４月１日から施行する。

附 則（平成２７年度九大規則第３６号）

この規則は、平成２８年４月１日から施行する。

附 則（平成２８年度九大規則第８６号）

この規則は、平成２９年４月１日から施行する。

附 則（平成２９年度九大規則第６号）

この規則は、平成３０年４月１日から施行する。

附 則（平成２９年度九大規則第６８号）

１ この規則は、平成３０年４月１日から施行する。

２ この規則による改正後の九州大学学部通則は、平成３０年度に九州大学に入学する者から適

用し、平成３０年３月３１日に九州大学に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学する者に

ついては、なお従前の例による。

附 則（平成３０年度九大規則第６１号）

この規則は、平成３１年４月１日から施行する。

附 則（令和元年度九大規則第２５号）

この規則は、令和２年４月１日から施行する。

附 則（令和２年度九大規則第 号）

この規則は、令和３年４月１日から施行する。
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別表（第４条関係）

学 生 定 員

学 部 名 学 科 名 収容定員

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次

共創学部 共創学科 105 105 105 105 － － 420

文学部 人文学科 151 151 151 151 － － 604

教育学部 46 46 46 46 － － 184

法学部 189 189 189 189 － － 756

経済学部 経済・経営学科 141 141 141 141 － － 564
(10) (10) (20)

経済工学科 85 85 85 85 － － 340
(10) (10) (20)

計 226 226 226 226 － － 904
(20) (20) (40)

理学部 物理学科 55 55 55 55 － － 220

化学科 62 62 62 62 － － 248

地球惑星科学科 45 45 45 45 － － 180

数学科 50 50 50 50 － － 200
(5) (5) (10)

生物学科 46 46 46 46 － － 184

計 258 258 258 258 － － 1,032
(5) (5) (10)

医学部 医学科 110 110 111 111 111 111 664

生命科学科 12 12 12 12 － － 48

保健学科 134 134 134 134 － － 536

計 256 256 257 257 111 111 1,248

歯学部 歯学科 53 53 53 53 53 53 318

薬学部 創薬科学科 49 49 49 49 － － 196

臨床薬学科 30 30 30 30 30 30 180
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計 79 79 79 79 30 30 376

工学部 電気情報工学科 153 － － － － － 153

材料工学科 53 － － － － － 53

応用化学科 72 － － － － － 72

化学工学科 38 － － － － － 38

融合基礎工学科 57 － － － － － 57

機械工学科 135 － － － － － 135

航空宇宙工学科 29 － － － － － 29

量子物理工学科 38 － － － － － 38

船舶海洋工学科 34 － － － － － 34

地球資源システム 34 － － － － － 34
工学科

土木工学科 77 － － － － － 77

建築学科 58 － － － － － 58

（建築学科） － 58 58 58 － － 174

（電気情報工学科） － 153 153 153 － － 459

（物質科学工学科） － 163 163 163 － － 489

（地球環境工学科） － 145 145 145 － － 435

（エネルギー科学 － 95 95 95 － － 285
科）

（機械航空工学科） － 164 164 164 － － 492

計 778 778 778 778 － － 3,112

芸術工学部 芸術工学科 187 187 － － － － 374

（環境設計学科） － － 35 35 － － 70

（工業設計学科） － － 45 45 － － 90

（画像設計学科） － － 35 35 － － 70
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（音響設計学科） － － 35 35 － － 70

（芸術情報設計学 － － 37 37 － － 74
科）

計 187 187 187 187 － － 748

農学部 生物資源環境学科 226 226 226 226 － － 904

総 計 2,554 2,554 2,555 2,555 194 194 10,606
(25) (25) (50)

（備考）

１ 学生定員の（ ）を付したものは３年次編入学定員で外数

２ （ ）を付した学科は、学部の改組により、学生募集を停止したものである。

３ 外国人である学生は、定員外とすることができる。



 
 

九州大学学部通則の一部を改正する規則 

令 和 ２ 年 度 九 大 規 則 第  号 

制  定：令和 ３年 ３月  日 

工学部を改組することその他改組の年次進行に伴い、九州大学学部通則（平成１６年度九大規

則第２号）の一部を次のように改正する。 

（新） （旧） 

（略） 

 （定員） 
第４条 各学部・学科の学生定員は、別表のと

おりとする。 
（略） 

別表（第４条関係） （別紙のとおり） 

（略） 

（定員） 
第４条 （同左） 
 

（略） 
別表（第４条関係） （別紙のとおり） 

附 則 

この規則は、令和３年４月１日から施行する。  



 
 

（別紙） 

 

 新  

 

別表（第４条関係） 

学 部 名 学 科 名 
学 生 定 員 

収容定員 
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 

共創学部 共創学科 105 

 

105 105 105 － － 420 

文学部 人文学科 151 

 

151 151 151 － － 604 

教育学部  46 

 

46 46 46 － － 184 

法学部  189 

 

189 189 189 － － 756 

 

経済学部 経済・経営学科 141 

 

141 141 

(10) 

141 

(10) 

－ － 564 

(20) 

経済工学科 85 

 

85 85 

(10) 

85 

(10) 

－ － 340 

(20) 

計 226 

 

226 226 

(20) 

226 

(20) 

－ － 904 

(40) 

理学部 物理学科 55 

 

55 55 55 － － 220 

 

化学科 62 

 

62 62 62 － － 248 

地球惑星科学科 45 

 

45 45 45 － － 180 

数学科 50 

 

50 50 

(5) 

50 

 (5) 

－ － 200 

(10) 

生物学科 46 

 

46 46 46 － － 184 

計 258 

 

258 258 

(5) 

258 

 (5) 

－ － 1,032 

(10) 

医学部 医学科 110 

 

110 111 111 111 111 664 

生命科学科 12 

 

12     12 12 － － 48 

保健学科 134 

 

134 134 134 － － 536 

計 256 

 

256 257 257 111 111 1,248 

歯学部 歯学科 53 

 

53 

 

53 

 

53 

 

53 

 

53 

 

318 

 

薬学部 創薬化学科 49 

 

49 49 49 － － 196 

臨床薬学科 30 30 30 30 30 30 180 



 
 

 

計 79 

 

79 79 79 30 30 376 

工学部 電気情報工学科 153 － － － － － 153 

材料工学科 53 － － － － － 53 

応用化学科 72 － － － － － 72 

化学工学科 38 － － － － － 38 

融合基礎工学科 57 － － － － － 57 

機械工学科 135 － － － － － 135 

航空宇宙工学科 29 － － － － － 29 

量子物理工学科 38 － － － － － 38 

船舶海洋工学科 34 － － － － － 34 

地球資源システム工学

科 

34 － － － － － 34 

土木工学科 77 － － － － － 77 

建築学科 58 － － － － － 58 

（建築学科） － 58 58 58 － － 174 

（電気情報工学科） － 153 153 153 － － 459 

（物質科学工学科） － 163 163 163 － － 489 

（地球環境工学科） － 145 145 145 － － 435 

（エネルギー科学科） － 95 95 95 － － 285 

（機械航空工学科） － 164 164 164 － － 492 

計 778 

 

778 778 778 － － 3,112 

芸術工学

部 

芸術工学科 

 

187 187 － － － － 374 

（環境設計学科） 

 

－ － 35 35 － － 70 

（工業設計学科） 

 

－ － 45 45 － － 90 



 
 

（画像設計学科） 

 

－ － 35 35 － － 70 

（音響設計学科） 

 

－ － 35 35 － － 70 

（芸術情報設計学科） 

 

－ － 37 37 － － 74 

計 187 

 

187 187 187 － － 748 

農学部 生物資源環境学科 226 

 

226 226 226 － － 904 

総                計 2,554 

 

2,554 

 

2,555 

(25) 

2,555 

(25) 

194 

 

194 10,606 

(50) 

（略）  



 
 

 

 旧  

 

別表（第４条関係） 

学 部 名 学 科 名 
学 生 定 員 

収容定員 
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 

共創学部 共創学科 105 

 

105 105 － － － 315 

文学部 人文学科 151 

 

151 151 160 － － 613 

教育学部  46 

 

46 46 50 － － 188 

法学部  189 

 

189 189 200 － － 767 

 

経済学部 経済・経営学科 141 

 

141 141 

(10) 

150 

(10) 

－ － 573 

(20) 

経済工学科 85 

 

85 85 

(10) 

90 

(10) 

－ － 345 

(20) 

計 226 

 

226 226 

(20) 

240 

(20) 

－ － 918 

(40) 

理学部 物理学科 55 

 

55 55 59 － － 224 

 

化学科 62 

 

62 62 67 － － 253 

地球惑星科学科 45 

 

45 45 48 － － 183 

数学科 50 

 

50 50 

(5) 

54 

(5) 

－ － 204 

(10) 

生物学科 46 

 

46 46 49 － － 187 

計 258 

 

258 258 

(5) 

277 

(5) 

－ － 1,051 

(10) 

医学部 医学科 110 

 

111 111 111 111 111 665 

生命科学科 12 

 

12     12 12 － － 48 

保健学科 134 

 

134 134 137 － － 539 

計 256 

 

257 257 260 111 111 1,252 

歯学部 歯学科 53 

 

53 

 

53 

 

53 

 

53 

 

53 

 

318 

 

薬学部 創薬化学科 49 

 

49 49 50 － － 197 

臨床薬学科 30 

 

30 30 30 30 30 180 



 
 

計 79 

 

79 79 80 30 30 377 

工学部 建築学科 58 

 

58 58 60 － － 234 

電気情報工学科 153 

 

153 153 158 － － 617 

物質科学工学科 163 

 

163 163 168 － － 657 

地球環境工学科 145 

 

145 145 150 － － 585 

エネルギー科学科 95 

 

95 95 99 － － 384 

機械航空工学科 164 

 

164 164 169 － － 661 

 

計 778 

 

778 778 804 － － 3,138 

芸術工学

部 

芸術工学科 

 

187 － － － － － 187 

（環境設計学科） 

 

－ 35 35 38 － － 108 

（工業設計学科） 

 

－ 45 45 48 － － 138 

（画像設計学科） 

 

－ 35 35 38 － － 108 

（音響設計学科） 

 

－ 35 35 38 － － 108 

（芸術情報設計学科） 

 

－ 37 37 40 － － 114 

計 187 

 

187 187 202 － － 763 

農学部 生物資源環境学科 226 

 

226 226 229 － － 907 

総                計 2,554 

 

2,555 

 

2,555 

(25) 

2,555 

(25) 

194 

 

194 10,607 

(50) 

（略） 
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九州大学学位規則

平成１６年度九大規則第８６号

施 行：平成１６年 ４月 １日

最終改正：令和 ２年 ３月３１日

（令和元年度九大規則第３３号）

（趣旨）

第１条 この規則は、学位規則（昭和２８年文部省令第９号）により定めるように規定されてい

る事項その他九州大学（以下「本学」という。）が授与する学位について必要な事項を定める

ものとする。

（学位）

第２条 本学が授与する学位は、学士、修士及び博士とする。

２ 本学が授与する専門職学位は、修士（専門職）及び法務博士（専門職）とする。

（学士の学位授与の要件）

第３条 学士の学位授与は、本学の課程を修了し、卒業を認定された者に対し行うものとする。

（修士の学位授与の要件）

第４条 修士の学位授与は、本学大学院の学府の修士課程を修了した者に対し行うものとする。

２ 前項に定めるもののほか、修士の学位は、九州大学大学院通則（平成１６年度九大規則第３

号。以下「大学院通則」という。）第２条第５項に定める一貫制博士課程（以下「一貫制博士

課程」という。）において、大学院通則第２７条及び第２７条の２に規定する修了要件を満た

した者に対し授与することができる。

（博士の学位授与の要件）

第５条 博士の学位授与は、本学大学院の学府の博士課程を修了した者に対し行うものとする。

（専門職学位の授与の要件）

第６条 専門職学位の授与は、本学大学院の学府の専門職大学院の課程を修了した者に対し行う

ものとする。

（修士の学位授与）

第７条 修士の学位授与に関して必要な事項は、各学府規則で定める。

（博士論文の提出）

第８条 博士論文（以下「論文」という。）は、博士後期課程にあっては２年以上（法科大学院

の課程を修了した者が博士後期課程に入学した場合にあっては１年以上）、医学系学府医学専

攻、歯学府及び薬学府臨床薬学専攻の博士課程（以下「医学系、歯学及び薬学の博士課程」と

いう。）にあっては３年以上、一貫制博士課程にあっては４年以上在学し、各学府規則に定め

る所要の授業科目の単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けなければ、提出することがで

きない。

２ 前項の規定にかかわらず、優れた研究業績を上げた者については、在学期間が博士後期課程

にあっては２年、医学系、歯学及び薬学の博士課程にあっては３年、一貫制博士課程にあって

は４年に満たなくても論文を提出させることができる。

３ 論文は、在学期間中に提出するものとし、その期日は、各学府規則で定める。ただし、博士

後期課程、医学系、歯学及び薬学の博士課程又は一貫制博士課程に所定の年限在学し、各学府

規則に定める所要の授業科目の単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた者は、退学の上、

別に定める期間内に論文を提出することができる。

４ 論文は、論文審査願に、論文目録、論文要旨及び履歴書各１通を添え、当該学府長を経て総

長に提出するものとする。

第９条 論文は、１編とし、２通を提出するものとする。ただし、参考として、他の論文を添付

することができる。

２ 総長は、審査のため必要があるときは、論文の副本又は訳文、模型、標本等の提出を求める

ことがある。

３ 受理した論文は、返還しない。

（論文の審査）

第１０条 総長は、論文を受理したときは、学府教授会にその審査を付託するものとする。

２ 前項の審査は、論文を受理した後１年以内に終了するものとする。
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第１１条 学府教授会は、前条第１項により付託された論文を審査するため、論文調査委員（以

下「調査委員」という。）を定めて、その論文の調査及び最終試験を行わせる。

２ 調査委員は、３名以上とし、必要に応じ、他の大学院又は研究所等の教員等を加えることが

できる。

第１２条 最終試験は、論文を中心とし、これに関連のある授業科目について、口頭又は筆答に

より行うものとする。

第１３条 調査委員は、論文調査及び最終試験を終了したときは、調査及び最終試験の結果の要

旨を、文書をもって、学府教授会に報告しなければならない。

第１４条 学府教授会は、前条の報告に基づき、学位を授与すべきか否かを審査する。

２ 前項の審査は、構成員の３分の２以上が出席し、出席者の３分の２以上の賛成があることを

必要とする。

（審査結果の報告）

第１５条 学府教授会は、前条の審査の結果を文書をもって、総長に報告しなければならない。

（論文提出による博士）

第１６条 第５条に定めるもののほか、博士の学位授与は、本学大学院の学府の行う論文の審査

に合格し、かつ、本学大学院の学府の博士課程を修了した者と同等以上の学力を有することの

確認（以下「学力の確認」という。）をされた者に対し行うことができる。

２ 第８条第３項ただし書に規定する者が、退学の上、同項ただし書に定める期間を経過した後

に論文を提出した場合も、前項の例による。

３ 前２項により博士の学位を請求しようとする者は、学位申請書に、学位論文２通、同目録、

論文要旨及び履歴書各１通並びに総長が定める審査手数料を添え、関係学府を経て、総長に提

出しなければならない。

４ 既納の審査手数料は、返還しない。

５ 第９条の規定は、第３項の規定による学位の請求に準用する。

第１７条 総長は、前条による論文を受理したときは、学府教授会にその審査を付託するものと

する。

２ 学府教授会は、調査委員を定めて、その論文の調査及び学力の確認を行わせる。

３ 第１０条第２項及び第１１条第２項の規定は、前２項の場合に準用する。

第１８条 論文の調査にあたっては、原則として試験を行う。

２ 試験は、論文を中心とし、これに関連のある授業科目について、口頭又は筆答により行うも

のとする。

第１９条 学力の確認は、試問による。

２ 試問は、口頭又は筆答によるものとし、専攻分野に関し本学大学院の学府の博士課程を修了

した者と同等以上の学力を有し、かつ、研究者として自立して研究活動を行うに必要な高度の

研究能力を有するか否かについて行う。この場合、外国語を課すものとし、その種類は、各学

府教授会において定める。

３ 第１項の規定にかかわらず、充分な研究歴と顕著な研究業績を有する者については、試問以

外の方法により学力の確認を行うことができる。

第２０条 前２条の規定による論文の調査及び学力の確認の結果の取扱いについては、第１３条

から第１５条までの規定を準用する。

（専門職学位の授与）

第２１条 専門職学位の授与に関して必要な事項は、専門職大学院の課程を置く学府の各学府規

則で定める。

（学位記の授与）

第２２条 総長は、第１５条（第２０条において準用する場合を含む。）の報告を踏まえ、学位

を授与すべきか否かを決定し、博士の学位を授与すべき者に学位記を授与し、学位を授与でき

ない者にはその旨を通知する。

２ 総長は、卒業並びに修士課程及び専門職大学院の課程修了の審査結果の報告を踏まえ、学位

を授与すべきか否かを決定し、学士若しくは修士の学位又は専門職学位を授与すべき者に学位

記を授与する。

（学位授与の報告等）
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第２３条 総長は、前条第１項により博士の学位を授与したときは、当該学位を授与した日から

３月以内に、所定の様式による学位授与報告書を文部科学大臣に提出するとともに、その論文

の内容の要旨及び論文審査の結果の要旨をインターネットの利用により公表するものとする。

（学位論文の公表）

第２４条 博士の学位を授与された者は、当該博士の学位を授与された日から１年以内に、当該

博士の学位の授与に係る論文の全文を公表しなければならない。ただし、当該博士の学位を授

与される前に既に公表したときは、この限りでない。

２ 前項の規定にかかわらず、博士の学位を授与された者は、やむを得ない事由がある場合には、

学府の承認を得て、当該博士の学位の授与に係る論文の全文に代えて、その内容を要約したも

のを公表することができる。この場合において、当該学府は、その論文の全文を求めに応じて

閲覧に供するものとする。

３ 博士の学位を授与された者が行う前２項の規定による公表は、インターネットの利用により

行うものとする。

４ 第１項及び第２項により論文を公表する場合には、本学において審査を受けた学位論文であ

ることを、明記しなければならない。

第２５条 本学の学位を授与された者が、学位の名称を用いるときは、「九州大学」と付記しな

ければならない。ただし、共同教育課程に係る学位にあっては、本学に加え、当該共同教育課

程を編成する他の大学の名称を付記しなければならない。

（学位の名称）

第２６条 第２条の学位（法務博士（専門職）を除く。）を授与するに当たっては、専攻分野の

名称を付記するものとし、学位の名称は、学士にあっては別表第１のとおりとし、修士の学位

及び博士の学位にあっては別表第２のとおりとし、専門職学位にあっては、別表第３のとおり

とする。

（学位授与の取消）

第２７条 本学において学位を授与された者が不正な方法により学位の授与を受けた事実が判明

したとき、又は学位の栄誉を汚辱する行為があったときは、総長は、教育研究評議会の議を経

て、既に与えた学位を取り消し、学位記を返納させ、かつ、その旨を公表するものとする。

２ 教育研究評議会において前項の決定を行うには、構成員の３分の２以上が出席し、出席者の

４分の３以上の賛成があることを必要とする。

（学位記等の様式）

第２８条 学位記及び学位申請関係書類の様式は、別記様式のとおりとする。

附 則

１ この規則は、平成１６年４月１日から施行する。

２ 平成１６年３月３１日に本学に在学し、平成１６年４月１日以降も引き続き在学する者

（２１世紀プログラムの教育を受ける学生を除く。）については、九州大学学位規則（昭和

３２年１１月１９日施行）の規定によるものとする。

３ 九州大学学則（平成１６年度九大規則第１号）附則第４項に規定する者に授与する学位記に

ついては、第２８条の規定にかかわらず、次の様式によるものとする。

(1) 九州芸術工科大学芸術工学部の課程を修めて卒業した者に授与する学位記の様式

学 位 記

学 部 印 氏 名

年 月 日 生

本 学 に お い て 九 州 芸 術 工 科 大 学 芸 術 工 学 部 ○ ○ 学 科 所 定 の 課 程 を 修 め た こ と を 認 め

る

年 月 日
九 州 芸 術 工 科 大 学 教 育 課 程 担 当

九 州 大 学 芸 術 工 学 部 長 印
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本 学 芸 術 工 学 部 長 の 認 定 に よ り 学 士 （ 芸 術 工 学 ） の 学 位 を 授 与 す る

大 学 印 九 州 大 学 総 長 印

第 号

(2) 九州芸術工科大学大学院の博士前期課程を修めて修士課程を修了した者に授与する学位

記の様式
学 位 記

学 府 印 氏 名

年 月 日 生

本 学 に お い て 九 州 芸 術 工 科 大 学 大 学 院 芸 術 工 学 研 究 科 芸 術 工 学 専 攻 の 博 士 前 期 課 程

を 修 め た こ と を 認 め る

年 月 日

九 州 芸 術 工 科 大 学 大 学 院 教 育 課 程 担 当

九 州 大 学 大 学 院 芸 術 工 学 府 長 印

本 学 大 学 院 芸 術 工 学 府 長 の 認 定 に よ り 修 士 （ 芸 術 工 学 ） の 学 位 を 授 与 す る

大 学 印 九 州 大 学 総 長 印

芸 修 第 号

(3) 九州芸術工科大学大学院の博士課程を修めて博士課程を修了した者に授与する学位記の

様式

学 位 記

学 府 印 氏 名

年 月 日 生

本 学 に お い て 九 州 芸 術 工 科 大 学 大 学 院 芸 術 工 学 研 究 科 芸 術 工 学 専 攻 の 博 士 課 程 に お

い て 所 定 の 単 位 を 修 得 し 学 位 論 文 の 審 査 及 び 最 終 試 験 に 合 格 し た こ と を 認 め る

年 月 日

九 州 芸 術 工 科 大 学 大 学 院 教 育 課 程 担 当

九 州 大 学 大 学 院 芸 術 工 学 府 長 印

本 学 大 学 院 芸 術 工 学 府 長 の 認 定 に よ り 博 士 （○○） の 学 位 を 授 与 す る

大 学 印 九 州 大 学 総 長 印

芸 博 甲 第 号

４ ２１世紀プログラムの課程を修了した者に授与する学位の名称は、第２６条の規定にかかわ

らず、学士（学術）とし、学位記については、第２８条の規定にかかわらず、次の様式による

ものとする。
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第 号

学 位 記

氏 名

年 月 日 生

大学印

本学所定の２１世紀プログラムの

課程を修めたので本学の卒業を認め

学士（学術）の学位を授与する

年 月 日

九州大学総長

印

No.
KYUSHU UNIVERSITY

hereby confers upon
Name

Date of Birth:○○

the Degree of
Bachelor of Arts and Science

having completed the prescribed program
of the 21st Century Program

(○○)

Date

Name
大学印 President

５ 博士課程（博士課程教育リーディングプログラム）を修了した者に授与する学位の名称は、

第２８条の規定にかかわらず、次の様式によるものとする。

△博甲第 号

学 位 記

氏 名

年 月 日 生
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本学大学院◯◯学府◯◯専攻の博士課程（□□□□□□□

□）において所定の単位を修得し、学位論文の審査及び最終

試験に合格したので博士（○○）の学位を授与する

年 月 日

九 州 大 学 大学印

No.
KYUSHU UNIVERSITY

hereby confers upon
Name

Date of Birth: ◯◯

the Degree of
Doctor of ◯◯

having passed the prescribed final examination
and completed a doctoral dissertation

in the Graduate School of ◯
(◯◯)

with additional completion of □□□□

Date

Name
大学印 President

備考 △印の箇所は学府名の略号を記入し、□印の箇所は博士課程教育リーディングプログラム

の名称を記入する。

附 則（平成１６年度九大規則２０３号）

この規則は、平成１７年４月１日から施行する。

附 則（平成１７年度九大規則第５５号）

この規則は、平成１８年４月１日から施行する。

附 則（平成１８年度九大規則第１９号）

この規則は、平成１８年６月１日から施行する。

附 則（平成１８年度九大規則第１１８号）

この規則は、平成１９年４月１日から施行する。

附 則（平成２０年度九大規則第７４号）

この規則は、平成２１年４月１日から施行する。

附 則（平成２２年度九大規則第１１号）

１ この規則は、平成２２年６月１５日から施行し、平成２２年４月１日から適用する。

２ 平成２２年３月３１日に九州大学大学院薬学府の修士課程に在学し、同年４月１日以降も引

き続き在学する者に授与する学位の名称については、この規則による改正後の九州大学学位規

則別表第２の規定にかかわらず、なお従前の例による。

附 則（平成２２年度九大規則第１５１号）
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この規則は、平成２３年４月１日から施行する。

附 則（平成２３年度九大規則第１１３号）

この規則は、平成２４年４月１日から施行する。

附 則（平成２４年度九大規則第４号）

この規則は、平成２４年５月１日から施行し、平成２４年３月１４日から適用する。

附 則（平成２４年度九大規則第３５号）

この規則は、平成２４年１２月１日から施行する。

附 則（平成２４年度九大規則第９２号）

１ この規則は、平成２５年４月１日（以下「施行日」という。）から施行する。

２ この規則による改正後の九州大学学位規則（以下「新規則」という。）第２３条の規定は、

施行日以後に博士の学位を授与した場合について適用し、同日前に博士の学位を授与した場

合については、なお従前の例による。

３ 新規則第２４条の規定は、施行日以後に博士の学位を授与された者について適用し、同日

前に博士の学位を授与された者については、なお従前の例による。

４ 新規則別記様式の規定は、施行日以後に授与する学位記について適用し、同日前に授与す

る学位記については、なお従前の例による。

附 則（平成２５年度九大規則第１１６号）

１ この規則は、平成２６年４月１日から施行する。

２ 平成２６年３月３１日までに九州大学大学院比較社会文化学府に入学した者に授与する学

位の名称については、この規則による改正後の九州大学学位規則別表第２の規定にかかわらず、

なお従前の例による。

附 則（平成２６年度九大規則第１４１号）

この規則は、平成２７年４月１日から施行する。

附 則（平成２８年度九大規則第５４号）

この規則は、平成２８年１０月１日から施行する。

附 則（平成２８年度九大規則第１０６号）

この規則は、平成２９年４月１日から施行する。

附 則（平成２９年度九大規則第１０１号）

１ この規則は、平成３０年４月１日から施行する。

２ 平成３０年３月３１日に九州大学に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学する者に授与

する学位の名称については、この規則による改正後の九州大学学位規則別表第１の規定にかか

わらず、なお従前の例による。

附 則（平成３０年度九大規則第５３号）

この規則は、平成３１年１月１５日から施行する。

附 則（平成３０年度九大規則第８７号）

この規則は、平成３１年４月１日から施行する。

附 則（令和元年度九大規則第３３号）

この規則は、令和２年４月１日から施行する。



- 8 -

別表第１（学士の学位）

学 部 学 位 の 名 称

共創学部 学士（学術）

文学部 学士（文学）

教育学部 学士（教育学）

法学部 学士（法学）

経済学部 学士（経済学）

理学部 学士（理学）

医学部 学士（医学）

学士（生命医科学）

学士（看護学）

学士（保健学）

歯学部 学士（歯学）

薬学部 学士（創薬科学）

学士（薬学）

工学部 学士（工学）

芸術工学部 学士（芸術工学）

農学部 学士（農学）

別表第２（修士の学位及び博士の学位）

学 位 の 名 称

学 府

修 士 博 士

人文科学府 修士（文学） 博士（文学）

地球社会統合科学府 修士（学術） 博士（学術）

修士（理学） 博士（理学）

人間環境学府（臨床実 修士（人間環境学） 博士（人間環境学）

践心理学専攻を除く。） 修士（文学） 博士（文学）

修士（教育学） 博士（教育学）

修士（心理学） 博士（心理学）

修士（工学） 博士（工学）

法学府 修士（法学） 博士（法学）
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経済学府（産業マネジ 修士（経済学） 博士（経済学）

メント専攻を除く。）

理学府 修士（理学） 博士（理学）

数理学府 修士（数理学） 博士（数理学）

修士（技術数理学） 博士（機能数理学）

システム生命科学府 修士（システム生命科学） 博士（システム生命科学）

修士（理学） 博士（理学）

修士（工学） 博士（工学）

修士（情報科学） 博士（情報科学）

医学系学府（医療経営 修士（医科学） 博士（医学）

・管理学専攻を除く。） 修士（看護学） 博士（看護学）

修士（保健学） 博士（保健学）

歯学府 博士（歯学）

博士（臨床歯学）

博士（学術）

薬学府 修士（創薬科学） 博士（創薬科学）

博士（臨床薬学）

工学府 修士（工学） 博士（工学）

芸術工学府 修士（芸術工学） 博士（芸術工学）

修士（デザインストラテジー） 博士（工学）

システム情報科学府 修士（情報科学） 博士（情報科学）

修士（理学） 博士（理学）

修士（工学） 博士（工学）

修士（学術） 博士（学術）

総合理工学府 修士（理学） 博士（理学）

修士（工学） 博士（工学）

修士（学術） 博士（学術）

生物資源環境科学府 修士（農学） 博士（農学）

統合新領域学府 修士（感性学） 博士（感性学）

修士（芸術工学） 博士（芸術工学）

修士（工学） 博士（工学）

修士（オートモーティブサイエンス） 博士（オートモーティブサイエンス）

修士（ライブラリーサイエンス） 博士（ライブラリーサイエンス）

修士（学術） 博士（学術）

別表第３（専門職学位）
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専 門 職 大 学 院 学 位 の 名 称

人間環境学府実践臨床心理学専攻 臨床心理修士（専門職）

経済学府産業マネジメント専攻 経営修士（専門職）

医学系学府医療経営・管理学専攻 医療経営・管理学修士（専門職）

法科大学院 法務博士（専門職）

（法務学府実務法学専攻）

別記様式

(1) 第３条により本学を卒業した者に授与する学位記の様式

第 号

学 位 記

氏 名

年 月 日 生

大学印

本学◯◯学部◯◯学科所定の課程を修めたことを認める

九州大学◯◯学部長

印

本学◯◯学部長の認定により本学を卒業したことを認め

学士（◯◯）の学位を授与する

年 月 日

九州大学総長

印

No.
KYUSHU UNIVERSITY

hereby confers upon
Name

Date of Birth: ◯◯

the Degree of
Bachelor of ◯◯

having completed the prescribed program
of the School of ◯◯

(◯◯)
Date

Name
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大学印 Dean of the School of ◯◯

Name
President

(2) 第４条１項により修士課程（共同教育課程を除く。）を修了した者に授与する学位記の

様式

△修第 号

学 位 記

氏 名

年 月 日 生

本学大学院◯◯学府◯◯専攻の修士課程を修了したので修

士（○○）の学位を授与する

年 月 日

九 州 大 学 大学印

No.
KYUSHU UNIVERSITY

hereby confers upon
Name

Date of Birth: ◯◯

the Degree of
Master of ◯◯

having completed the Master's Program
in the Graduate School of ◯○

(◯◯)
Date

Name
大学印 President

備考 △印の箇所は学府名の略号を記入する。

(3) 第４条１項により修士課程（共同教育課程）を修了した者に授与する学位記の様式

△修第 号

学 位 記

氏 名

年 月 日 生
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九州大学大学院◯◯学府及び□□大学大学院◇◇研究科の

◎◎専攻の修士課程を修了したので修士（○○）の学位を授

与する

年 月 日

九 州 大 学 大学印

□ □ 大 学 大学印

No.
KYUSHU UNIVERSITY

hereby confers upon
Name

Date of Birth: ◯◯

the Degree of
Master of ◯◯

having completed the Master's Program
in the Graduate School of ◯○,Kyushu University

and the Graduate School of △△,□□

(◎◎)
Date

Name
大学印 President of Kyushu University

Name
大学印 President of □□ University

備考１ △印の箇所は学府名の略号を記入する。

２ □印の箇所は共同教育課程を構成する大学（本学を除く。）、◇印の箇所は構成大学の

共同教育課程を編成する研究科の名称を記入する。

３ ◎印の箇所は共同教育課程おける専攻の名称を記入する。

(4) 第４条２項により修士課程の修了に相当する要件を満たした者に授与する学位記の

様式

△修第 号

学 位 記

氏 名

年 月 日 生

本学大学院◯◯学府◯◯専攻において修士課程の修了に相

当する要件を満たしたので修士（○○）の学位を授与する
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年 月 日

九 州 大 学 大学印

No.
KYUSHU UNIVERSITY

hereby confers upon
Name

Date of Birth: ◯◯

the Degree of
Master of ◯◯

having completed the requirement
for a Master's Qualification

in the Graduate School of ◯
(◯◯)
Date

Name
大学印 President

備考 △印の箇所は学府名の略号を記入する。

(5) 第５条により博士課程を修了した者に授与する学位記の様式

△博甲第 号

学 位 記

氏 名

年 月 日 生

本学大学院◯◯学府◯◯専攻の博士課程において所定の単

位を修得し学位論文の審査及び最終試験に合格をしたので博

士（○○）の学位を授与する

年 月 日

九 州 大 学 大学印

No.
KYUSHU UNIVERSITY
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hereby confers upon
Name

Date of Birth: ◯◯

the Degree of
Doctor of ◯◯

having passed the prescribed final examination
and completed a doctoral dissertation

in the Graduate School of ◯
(◯◯)
Date

Name
大学印 President

備考 △印の箇所は学府名の略号を記入する。

(6) 第６条により専門職学位課程を修了した者（法科大学院（法務学府実務法学専攻）の専

門職学位課程を修了した者を除く。）に授与する学位記の様式

△専第 号

学 位 記

氏 名

年 月 日 生

本学大学院◯◯学府◯◯専攻の専門職学位課程を修了した

ので修士（専門職）の学位を授与する

年 月 日

九 州 大 学

大学印

No.
KYUSHU UNIVERSITY

hereby confers upon
Name

Date of Birth: ◯◯

the Degree of
Master of ◯◯

having completed the Professional Degree Program
in the Graduate School of ◯

(◯◯)
Date
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Name
大学印 President

備考 △印の箇所は学府名の略号を記入する。

(7) 第６条により法科大学院（法務学府実務法学専攻）の専門職学位課程を修了した者に授

与する学位記の様式

法専第 号

学 位 記

氏 名

年 月 日 生

本学法科大学院（法務学府実務法学専攻）の専門職学位課

程を修了したので法務博士（専門職）の学位を授与する

年 月 日

九 州 大 学

大学印

No.
KYUSHU UNIVERSITY

hereby confers upon
Name

Date of Birth: ◯◯

the Degree of
Juris Doctor

having completed the Professional Degree Program
in the Law School
(Legal Practice)

Date

Name
大学印 President

(8) 第１６条により博士課程を修了した者と同等以上の学力を有することの確認をされた者

に授与する学位記の様式

△博乙第 号
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学 位 記

氏 名

年 月 日 生

本学に学位論文を提出し所定の審査及び試験に合格したの

で博士（○○）の学位を授与する

年 月 日

九 州 大 学 大学印

No.
KYUSHU UNIVERSITY

hereby confers upon
Name

Date of Birth: ◯◯

the Degree of
Doctor of ◯◯

having submitted a doctoral dissertation and
successfully fulfilled all the requirements

Date

Name
大学印 President

備考 △印の箇所は学府名の略号を記入する。

(9) 学位申請関係書類の様式

ア 第８条第４項による学位論文審査願様式

年 月 日

九州大学総長殿

○○学府○○学専攻

○○年入学

氏名印
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学位論文審査願

このたび博士の学位を受けたいので、九州大学学位規則第８条により、下記のとお

り関係書類を添え、学位論文を提出いたしますから御審査ください。

記

1 主論文 １編 冊 ２通

2 参考論文 編 冊 １通

3 論文目録

4 論文要旨

5 履歴書

イ 第１６条第３項による学位申請書様式

年 月 日

九州大学総長殿

本籍：

氏名： 印

学位申請書

貴学学位規則第１６条により、博士の学位を受けたいので、下記のとおり関係

書類を添え、学位論文を提出いたします。

なお所定の手数料を納入いたします。

記

1 主論文 １編 冊 ２通

2 参考論文 編 冊 １通

3 論文目録

4 論文要旨

5 履歴書

ウ 添付書類の様式

① 論文目録様式

論 文 目 録 区分 甲乙

氏 名

主論文１編○冊

題 名
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（印刷公表の方法及びその時期（未公開の場合は予定を記入））

参考論文 ○編○冊

題 名

１

２ （同上）

３

備考

１ 論文題名が外国語の場合は、訳を付すること。

２ 未公表の論文の場合は、原稿の枚数を記入すること。

３ 参考論文が 2 以上ある場合は、その題名を列記すること。

② 履歴書様式

履 歴 書 区分 甲乙

（ふりがな） 男

氏 名 年 月 日生

生 年 月 日 女

本 籍 都 道

（都道府県名） 府 県

現 住 所 都道 区市 町 番地

府県 郡 村

学 歴

年 月 日

年 月 日

職 歴

年 月 日

年 月 日

研究歴

年 月 日

年 月 日

上記のとおり相違ありません。

年 月 日

氏 名 印

備考

１ 学歴は、新制大学卒業以後又は最終学歴を記載すること。
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２ 研究歴には研究した事項とその期間を明記すること。なお、学歴又は職歴に

記載した期間中に研究歴に当たるものがある場合は、それについても記入する

こと。



 

1 
 

   九州大学工学部規則（案） 

平成１６年度九大規則第１１５号 

制  定：平成１６年 ４月 １日 

最終改正：令和 ３年  月  日 

（令和２年度九大規則第  号） 

  第１章 趣旨 

第１条 この規則は、九州大学学部通則（平成１６年度九大規則第２号。以下「通則」という。）

により各学部規則において定めるように規定されている事項その他工学部の教育に関し必要な

事項を定めるものとする。 

第１条の２ 工学部は、エネルギー･資源・物質・環境・システムに関する専門基礎知識と様々な

事象に対する理解力と説明能力を教授育成するとともに、幅広い教養と視野をもって工学に携

わる人材を組織的に養成する。 

  第２章 コース 

第２条 工学部の次の表の左欄に掲げる学科に、それぞれ右欄に掲げるコースを置く。 

学   科 コース 

電気情報工学科 
計算機工学コース 

電子通信工学コース 

電気電子工学コース 

材料工学科  

応用化学科 
機能物質化学コース 

分子生命工学コース 

化学工学科  

融合基礎工学科 
物質材料コース 

機械電気コース 

機械工学科  

航空宇宙工学科  

量子物理工学科  

船舶海洋工学科  

地球資源システム工学科  

土木工学科  

建築学科  

２ 工学部の次の表の左欄に掲げる学科に、国際コース（英語による授業等により学位取得可能

な教育課程をいう。以下同じ。）として、それぞれ右欄に掲げる国際コースを置く。 

学  科 国際コース 

電気情報工学科 （電気情報工学コース）国際コース 

応用化学科 （応用化学コース）国際コース 

機械工学科及び航空宇宙工学科 （機械航空工学コース）国際コース 

土木工学科 （土木工学コース）国際コース 
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  第３章 入学及び再入学等 

第３条 学生の入学に関し必要な事項は、別に定める。 

２ 学生の再入学、転学部、転入学及び編入学（工学部融合基礎工学科への編入学を除く。以下

「再入学等」という。）については、工学部の収容定員に余裕がある場合又は特に必要と認め

る場合に、教授会の議を経て、許可することができる。 

３ 前項の規定により再入学等を許可された者及び工学部融合基礎工学科に編入学した者の修

業年限、単位修得の方法等については、教授会の議を経て、学部長が決定する。 

第４条 科目等履修生として本学において一定の単位を修得した後に入学する者の修業年限の

通算については、教授会の議を経て、学部長が決定する。 

第４条の２ 学生が、通則第２３条の規定に基づき、標準修業年限を超えて一定の期間にわた り

計画的に教育課程を履修し卒業することを希望する旨を学部長に申し出たときは、教授会の議

を経て学部長が定めるところにより、その計画的な履修を認めることができる。 

  第４章 学期及び教育課程 

第５条 学年を分けて次の２学期とする。 

前期 ４月１日から９月３０日まで 

後期 １０月１日から翌年３月３１日まで 

２ 前項に定める各学期の授業期間は、別に定める。 

第６条 工学部における教育課程は、基幹教育科目及び専攻教育科目により編成するものとす

る。 

２ 基幹教育科目に関する授業科目、単位数及び最低修得単位数は、別表第１のとおりとする。 

３ 専攻教育科目に関する授業科目及び単位数は、別表第２のとおりとする。 

４ 専攻教育科目を工学部共通科目、学科群共通科目、学科・専攻科目及び卒業研究に分ける。 
５ 単位計算の基準は、講義及び演習については１５時間又は３０時間をもって１単位、実験及

び実習については３０時間又は４５時間をもって１単位とする。 

第７条 前条の規定にかかわらず、第２条第２項に掲げる国際コースの授業科目、単位数及び最

低修得単位数は、別表第３及び別表第４とおりとする。 

２ 第２条第２項に掲げる国際コースの学生は、学科において教育上有益と認めるときは、別表

第３及び別表第４の授業科目以外の授業科目を、自由科目（修得した単位を第１５条の２第１

項に規定する卒業の要件となる単位数に算入しない科目をいう。）として履修することができ

る。 

第８条 学生は、各学期の始めに、履修しようとする授業科目を学部長に届け出なければならな 

い。 

第９条 ３年次以降に開講される専攻教育科目を履修するには、２年次終了までに、基幹教育科

目のうち学科又はコースごとに定める授業科目の単位数を修得しておかなければならない。 

  第５章 単位修得及び卒業 

第１０条 各授業科目の単位修得の認定は、教授会の議を経て、学部長がこれを行う。 

第１１条 授業科目の成績評価は、通則第１７条の３の規定に基づき行うものとする。 

２ 実験、実習及び演習については、平素の成績考査をもって試験に替えることができる。 

第１２条 卒業研究の単位修得の認定は、一定の問題について作製した論文、報告、計画等の審

査及び口頭試問により行う。 

第１３条 試験は、授業の行われた学期の授業期間の末に行う。ただし、必要に応じ、他の時期

において行うことができる。 

第１４条 単位を修得した授業科目に対しては、希望により成績証明書を与えることができる。 

第１５条 工学部の卒業の要件は、工学部に４年以上在学し、別表第１及び別表第２の授業科目

について、次の各号に定める単位数以上を修得しなければならない。 

 (1) 電気情報工学科 基幹教育科目から４６単位、専攻教育科目から８７．５単位、合計１３

３．５単位 

 (2) 材料工学科 基幹教育科目から４８．５単位、専攻教育科目から８６単位、合計１３４．

５単位 

 (3) 応用化学科 基幹教育科目から４８．５単位、専攻教育科目から８６単位、合計１３４．
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５単位 

 (4) 化学工学科 基幹教育科目から４８．５単位、専攻教育科目から８５単位、合計１３３．

５単位 

 (5) 融合基礎工学科（物質材料コース） 基幹教育科目から４８．５単位、専攻教育科目から

８６単位、合計１３４．５単位 

 (6) 融合基礎工学科（機械電気コース） 基幹教育科目から４５．５単位、専攻教育科目から

８９単位、合計１３４．５単位 
 (7) 機械工学科 基幹教育科目から４８．５単位、専攻教育科目から８６単位、合計１３４．

５単位 
 (8) 航空宇宙工学科 基幹教育科目から４８．５単位、専攻教育科目から８６．５単位、合計

１３５単位 
 (9) 量子物理工学科 基幹教育科目から４５．５単位、専攻教育科目から８７単位、合計１３

２．５単位 
 (10) 船舶海洋工学科 基幹教育科目から４９．５単位、専攻教育科目から８５．５単位、合計

１３５単位 
 (11) 地球資源システム工学科 基幹教育科目から４９．５単位、専攻教育科目から８５．５単

位、合計１３５単位 
 (12) 土木工学科 基幹教育科目から４９．５単位、専攻教育科目から８５単位、合計１３４．

５単位 
 (13) 建築学科 基幹教育科目から４８．５単位、専攻教育科目から８２単位、合計１３０．５

単位 

２ 教授会は、前項の単位を修得した者について、卒業の審査を行う。 

第１５条の２ 前条の規定にかかわらず、第２条第２項に掲げる国際コースの卒業の要件は、工

学部に４年以上在学し、別表第３及び別表第４の授業科目について、次の各号に定める単位数

以上を修得しなければならない。 

(1) 電気情報工学科（電気情報工学コース）国際コース 基幹教育科目から５２．５単位、専

攻教育科目から７２単位、合計１２４．５単位 

(2) 応用化学科（応用化学コース）国際コース 基幹教育科目から５２．５単位、専攻教育科

目から７６単位、合計１２８．５単位 
(3) 機械工学科及び航空宇宙工学科（機械航空工学コース）国際コース 基幹教育科目から５

２．５単位、専攻教育科目から８０単位、合計１３２．５単位 

(4) 土木工学科（土木工学コース）国際コース 基幹教育科目から５２．５単位、専攻教育科

目から７２単位、合計１２４．５単位 

２ 教授会は、前項の単位を修得した者について、卒業の審査を行う。 

第１５条の３ 工学部融合基礎工学科に、環境・エネルギー問題に代表される多様で複雑な問題

に対応し、解決する能力を備えた工学系人材の育成を行うため、高専連携教育プログラムを置

く。 
２ 高専連携教育プログラムの修了要件は、工学部融合基礎工学科に２年以上在学し、別表第１

及び別表第２に定める授業科目について、基幹教育科目から４５．５単位以上、専攻教育科目

から８９単位以上を修得し、合計１３４．５単位以上を修得することとする。 
３ 高専連携教育プログラムにかかる単位認定その他必要な事項については、別に定める。 

  第６章 科目等履修生及び聴講生 
第１６条 科目等履修生として入学を志願できる者は、九州大学科目等履修生等規則（平成１６

年度九大規則第９１号）第２条第１項に定めるところによる。 

第１７条 科目等履修生として入学を志願する者は、所定の願書に履修しようとする授業科目名

を記載し、履歴書及び検定料を添えて、学部長に願い出なければならない。 

２ 学部長は、学生の授業に支障がないときは、前項の願い出があった者について選考の上、学

年又は学期の始めに入学を許可することができる。 

第１８条 科目等履修生の履修した授業科目については、試験により所定の単位を与える。 

２ 前項の単位の授与については、第１０条、第１１条第１項及び第１３条の規定を準用する。 
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第１９条 学部長は、科目等履修生の修得した単位について、所要の証明書を交付することがで 

きる。 

第２０条 工学部の特定の授業科目を聴講しようとする者は、所定の願書に聴講しようとする授

業科目名を記載し、履歴書及び検定料を添えて、学期の始めに学部長に願い出なければならな

い。 

第２１条 聴講生として、聴講を志願できる者は、大学において２年以上の課程を修了した者又

はこれと同等以上の学力があると認めた者とする。 

第２２条 学部長は、学生の履修に妨げがない場合は、教授会の議を経て、学期又は学年ごとに

聴講を許可することができる。 

第２３条 聴講生に対しては、単位修得の認定を行わない。ただし、法令等に基づく資格を得る

ため等特に単位を必要とする者については、単位修得の認定を行うことができる。 

２ 聴講生から請求があるときは、聴講証明書又は単位修得証明書を交付することができる。 

  第７章 雑則 

 （雑則） 

第２４条 この規則その他の規則等に定めるもののほか、本学部の校務について必要な事項は、

学部教授会の議を経て、学部長が別に定める。 

   附 則 

 この規則は、平成１６年４月１日から施行する。 

   附 則（平成１７年度九大規則第７０号） 

１ この規則は、平成１８年４月１日から施行する。 

２ 改正後の九州大学工学部規則は、平成１８年度に本学部に入学する者から適用し、平成１８

年３月３１日に本学部に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学する者については、なお従

前の例による。 

   附 則（平成１８年度九大規則第１３９号） 

１ この規則は、平成１９年４月１日から施行する。 

２ 改正後の九州大学工学部規則は、平成１９年度に本学部に入学する者から適用し、平成１９

年３月３１日に本学部に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学する者については、なお従

前の例による。 

   附 則（平成１９年度九大規則第１９号） 

１ この規則は、平成１９年７月２０日から施行する。 

２ 改正後の九州大学工学部規則第１１条の規定は、平成１９年度に本学部に入学する者から適

用し、平成１９年３月３１日に本学部に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学する者につ

いては、なお従前の例による。 

   附 則（平成１９年度九大規則第８７号） 

１ この規則は、平成２０年４月１日から施行する。 

２ 改正後の九州大学工学部規則別表第１の規定は、平成１８年度に本学部に入学した者から適

用し、平成１８年３月３１日に本学部に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学する者につ

いては、なお従前の例による。 

３ 改正後の九州大学工学部規則別表第３の規定は、平成２０年度に本学部に入学する者から適

用し、平成２０年３月３１日に本学部に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学する者につ

いては、なお従前の例による。 

   附 則（平成２０年度九大規則第８５号） 

１ この規則は、平成２１年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学工学部規則は、平成２１年度に本学部に入学する者から適

用し、平成２１年３月３１日に本学部に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学する者につ

いては、なお従前の例による。 

附 則（平成２１年度九大規則第８６号） 

１ この規則は、平成２２年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学工学部規則は、平成２２年度に本学に入学する者から適用

し、平成２２年３月３１日に本学部に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学する者につい
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ては、なお従前の例による。 

附 則（平成２２年度九大規則第２２号） 

 この規則は、平成２２年１０月１日から施行する。 

   附 則（平成２２年度九大規則第１０２号） 

１ この規則は、平成２３年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学工学部規則は、平成２３年度に本学部に入学する者から適

用し、平成２３年３月３１日に本学部に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学する者につ

いては、なお従前の例による。 

   附 則（平成２３年度九大規則第５７号） 

１ この規則は、平成２３年１０月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学工学部規則は、平成２３年１０月１日に本学部に入学する

者から適用し、同年９月３０日に本学部に在学し、同年１０月１日以降も引き続き在学する者

については、なお従前の例による。 

   附 則（平成２３年度九大規則第１２１号） 

１ この規則は、平成２４年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学工学部規則は、平成２４年度に本学部に入学する者から適

用し、平成２４年３月３１日に本学部に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学する者につ

いては、なお従前の例による。 

   附 則（平成２４年度九大規則第１５号） 

１ この規則は、平成２４年１０月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学工学部規則は、平成２４年１０月１日に本学部に入学する

者から適用し、平成２４年９月３０日に本学部に在学し、同年１０月１日以降も引き続き在学

する者については、なお従前の例による。 

   附 則（平成２４年度九大規則第１０３号） 

１ この規則は、平成２５年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学工学部規則は、平成２５年度に本学部に入学する者から適

用し、平成２５年３月３１日に本学部に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学する者につ

いては、なお従前の例による。 

   附 則（平成２５年度九大規則第１３１号） 

１ この規則は、平成２６年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学工学部規則は、平成２６年４月１日に本学部に入学する者

から適用し、平成２６年３月３１日に本学部に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学する

者については、なお従前の例による。 

   附 則（平成２６年度九大規則第４４号） 

１ この規則は、平成２６年１０月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学工学部規則は、平成２６年１０月１日に本学部に入学する

者から適用し、平成２６年９月３０日に本学部に在学し、同年１０月１日以降も引き続き在学

する者については、なお従前の例による。 

   附 則（平成２６年度九大規則第１５５号） 

１ この規則は、平成２７年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学工学部規則別表第２の規定は、平成２７年４月１日に本学

部に入学する者から適用し、平成２７年３月３１日に本学部に在学し、同年４月１日以降も引

き続き在学する者については、なお従前の例による。 

附 則（平成２７年度九大規則第６４号） 

１ この規則は、平成２８年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学工学部規則（以下「新規則」という。）は、平成２８年４

月１日に本学部に入学する者から適用し、平成２８年３月３１日に本学部に在学し、同年４月

１日以降も引き続き在学する者については、なお従前の例による。 

３ 前項の規定にかかわらず、新規則のうち別表第１の規定は、平成２６年４月１日に本学部に

入学した者から適用し、平成２６年３月３１日に本学部に在学し、同年４月１日以降も引き続
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き在学する者については、なお従前の例による。  

    附 則（平成２８年度九大規則第３８号） 

１ この規則は、平成２８年１０月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学工学部規則別表第６の規定は、平成２８年１０月１日に 

本学部に入学する者から適用し、平成２８年９月３０日に本学部に在学し、同年１０月１日 以

降も引き続き在学する者については、なお従前の例による。 

   附 則（平成２８年度九大規則第１２１号） 

１ この規則は、平成２９年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学工学部規則第１５条第１項、別表第１、別表第２及び別表

第４の規定は、平成２９年４月１日に本学部に入学する者から適用し、平成２９年３月３１日

に本学部に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学する者については、なお従前の例による。 

   附 則（平成２９年度九大規則第１７号） 

１ この規則は、平成２９年１０月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学工学部規則は、平成２９年１０月１日に本学部に入学する 

者から適用し、平成２９年９月３０日に本学部に在学し、同年１０月１日以降も引き続き在学 

する者については、なお従前の例による。 

   附 則（平成２９年度九大規則第１１７号） 

１ この規則は、平成３０年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学工学部規則は、平成３０年４月１日に本学部に入学する者

から適用し、平成３０年３月３１日に本学部に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学する

者については、なお従前の例による。 

   附 則（平成３０年度九大規則第３６号） 

１ この規則は、平成３０年１０月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学工学部規則は、平成３０年１０月１日に本学部に入学する 

者から適用し、平成３０年９月３０日に本学部に在学し、同年１０月１日以降も引き続き在学 

する者については、なお従前の例による。 

   附 則（平成３０年度九大規則第１０１号） 

１ この規則は、平成３１年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学工学部規則は、平成３１年４月１日に本学部に入学する者

から適用し、平成３１年３月３１日に本学部に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学する

者については、なお従前の例による。 

附 則（令和元年度九大規則第５０号） 

１ この規則は、令和２年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学工学部規則（以下「新規則」という。）は、令和２年４月

１日に本学部に入学する者から適用し、令和２年３月３１日に本学部に在学し、同年４月１日

以降も引き続き在学する者については、なお従前の例による。 

３ 前項の規定にかかわらず、新規則のうち別表第５の規定は、平成３０年１０月１日に本学部

に入学した者から適用し、平成３０年９月３０日に本学部に在学し、同年１０月１日以降も引

き続き在学する者については、なお従前の例による。  

附 則（令和２年度九大規則第  号） 

１ この規則は、令和３年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学工学部規則（以下「新規則」という。）は、令和３年４月

１日に本学部に入学する者から適用し、令和３年３月３１日に本学部に在学し、同年４月１日

以降も引き続き在学する者については、なお従前の例による。 
３ 前２項の規定にかかわらず、新規則第１５条の３の規定は、令和５年４月１日に本学部融合

基礎工学科に編入学する者から適用する。 
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別表第１（基幹教育科目に関する授業科目、単位数及び最低修得単位数） 

区 分 授 業 科 目 単位数 
 最低修得 

 単位数 
合計最低 

修得単位数 

基幹教育

セミナー 
基幹教育セミナー １ １ １ 

課題協学

科目 
課題協学科目 ２．５ ２．５ ２．５ 

言 

語 

文 

化 

科 

目 

 

 

言

語 

文 

化 

基 

礎 

科 

目 

 

  
 

 

学術英語・アカデミックイシューズ 

学術英語・グローバルイシューズ 

学術英語・CALL １ 

学術英語・プロダクション１ 

学術英語・プロダクション２ 

学術英語・CALL ２ 

学術英語・テーマベース 
学術英語・スキルベース 

学術英語・集中演習 
専門英語 
ドイツ語ⅠＡ 

ドイツ語ⅠＢ 

ドイツ語ⅡＡ 

ドイツ語ⅡＢ 

ドイツ語Ⅲ 
ドイツ語Ⅳ 
ドイツ語プラクティクムⅠ 
ドイツ語プラクティクムⅡ 
ドイツ語プラクティクムⅢ 
フランス語ⅠＡ 

フランス語ⅠＢ 

フランス語ⅡＡ 

フランス語ⅡＢ 

フランス語Ⅲ 
フランス語Ⅳ 
フランス語プラティクⅠ 
フランス語プラティクⅡ 
フランス語プラティクⅢ 
中国語ⅠＡ 

中国語ⅠＢ 
中国語ⅡＡ 
中国語ⅡＢ 

中国語Ⅲ 
中国語Ⅳ 

中国語実践Ⅰ 

中国語実践Ⅱ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 
１ 

１ 

１ 

１ 

１ 
１ 
１ 
１ 
１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 

１ 
１ 

１ 

１ 
１ 

１ 

第１外国語 

英語 ６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２外国語 

    ４ 

 

 

１２ 
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中国語実践Ⅲ 
中国語集中演習 
ロシア語ⅠＡ 
ロシア語ⅠＢ 

ロシア語ⅡＡ 
ロシア語ⅡＢ 

ロシア語Ⅲ 
ロシア語Ⅳ 

韓国語ⅠＡ 
韓国語ⅠＢ 
韓国語ⅡＡ 

韓国語ⅡＢ 
韓国語Ⅲ 

韓国語Ⅳ 
韓国語表現演習Ⅰ 

韓国語表現演習Ⅱ 
スペイン語ⅠＡ 

スペイン語ⅠＢ 
スペイン語ⅡＡ 

スペイン語ⅡＢ 
スペイン語Ⅲ 
スペイン語Ⅳ 
スペイン語表現演習Ⅰ 

スペイン語表現演習Ⅱ 
日本語Ⅰ 

日本語Ⅱ 

日本語Ⅲ 

日本語Ⅳ 

日本語Ⅴ 

日本語Ⅵ 

日本語Ⅶ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

  

文 

系 

デ 

ィ 

シ 

プ 

リ 

ン 

科 

目 

哲学・思想入門 

先史学入門 

歴史学入門 

文学・言語学入門 

芸術学入門 

地理学入門 

社会学入門 

心理学入門 

現代教育学入門 

教育基礎学入門 

法学入門 

政治学入門 

経済学入門 

経済史入門 

The Law and Politics of International Society 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

４ ４ 
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理 

系 

デ 

ィ 

シ 

プ 

リ 

ン 

科 

目 

社会と数理科学 

入門微分積分Ⅰ 
入門微分積分Ⅰ 
微分積分学Ⅰ 
微分積分学Ⅱ 

入門線形代数Ⅰ 
入門線形代数Ⅱ 
線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数学演習ＡⅠ 

数学演習ＡⅡ 

数学演習Ｂ 

数理統計学 

身の回りの物理学Ａ 

身の回りの物理学Ｂ 

力学概論 

力学概論演習 

電磁気学概論 
電磁気学概論演習 
熱力学概論 
熱力学概論演習 
力学基礎 
力学基礎演習 
電磁気学基礎 
電磁気学基礎演習 
熱力学基礎 
熱力学基礎演習 

物理学の進展Ａ 
物理学の進展Ｂ 

現代物理学基礎 

原子核物理学 

身の回りの化学 

無機物質化学Ⅰ 
無機物質化学Ⅱ 

有機物質化学Ⅰ 
有機物質化学Ⅱ 

基礎化学結合論Ⅰ 

基礎化学結合論Ⅱ 
基礎化学熱力学Ⅰ 

基礎化学熱力学Ⅱ 
現代化学 

基礎生物有機化学Ⅰ 
基礎生物有機化学Ⅱ 

基礎生化学Ⅰ 
基礎生化学Ⅱ 

機器分析学 

生命の科学Ａ 

生命の科学Ｂ 

生物学概論 

細胞生物学 

１ 
１ 
１ 

２ 
２ 

１ 
１ 
２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

２ 
１ 

１ 

２ 

１ 

１ 
０．５ 

１ 
０．５ 

２ 
１ 
１ 

０．５ 
１ 

０．５ 

１ 
１ 

２ 

２ 

１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

２ 
１ 
１ 

１ 
１ 

２ 

１ 

１ 

２ 

２ 

※備考２参照 
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集団生物学 

分子生物学 

生態系の科学 

地球と宇宙の科学 

地球科学 

最先端地球科学 

宇宙科学概論 

デザイン思考 

図形科学Ⅰ 
図形科学Ⅱ 

空間表現実習Ⅰ 

空間表現実習Ⅱ 

世界建築史概論 

日本建築史概論 

近・現代建築史 

デザイン史 

情報科学 

プログラミング演習 

コンピュータープログラミング入門 

自然科学総合実験 

基礎科学実習 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 
１ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

サイバー

セキュリ

ティ科目 

 サイバーセキュリティ基礎論 １ １ １ 

健康・ 

スポーツ

科目 

健康・スポーツ科学演習 １ １ １ 

身体運動科学実習ⅠＡ 
身体運動科学実習ⅠＢ 

身体運動科学実習ⅡＡ 
身体運動科学実習ⅡＢ 

身体運動科学実習ⅢＡ 

身体運動科学実習ⅢＢ 
身体運動科学実習ⅣＡ 

身体運動科学実習ⅣＢ 
身体運動科学実習Ⅴ 
健康・スポーツ科学講義Ａ 

健康・スポーツ科学講義Ｂ 

０．５ 
０．５ 

０．５ 
０．５ 

０．５ 
０．５ 

０．５ 
０．５ 

１ 

１ 

１ 

  

総 

合 

科 

目 

先端技術入門Ａ 
先端技術入門Ｂ 

１ 
１ 

２ ２ 

アカデミック・フロンティアⅠ 

アカデミック・フロンティアⅡ 

大学とは何かⅠ 

大学とは何かⅡ 

九州大学の歴史Ⅰ 

九州大学の歴史Ⅱ 

女性学・男性学Ⅰ 

女性学・男性学Ⅱ 

社会連携活動論：ボランティア 

社会連携活動論：インターンシップ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 
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Law in Everyday Life A 

Law in Everyday Life B 
バリアフリー支援入門 
ユニバーサルデザイン研究 

アクセシビリティ入門 

アクセシビリティ支援入門 

アクセシビリティ基礎 

人と人をつなぐ技法 

コミュニケーション入門 

体験してわかる自然科学 

健康疫学・内科学から見たキャンパスライフ 

心理学・精神医学から見たキャンパスライフ 

アジア埋蔵文化財学Ａ 

アジア埋蔵文化財学Ｂ 

韓国・朝鮮研究の最前線Ⅰ 

韓国・朝鮮研究の最前線Ⅱ 

グローバル社会を生きるⅠ 

グローバル社会を生きるⅡ 

社会参加のための日本語教育Ⅰ 

社会参加のための日本語教育Ⅱ 

フィールドに学ぶＡ 

教育テスト論 

現代企業分析 

現代経済事情 

外国語プレゼンテーション 

水の科学 

医療倫理学Ⅰ 

医療倫理学Ⅱ 

バイオエシックス入門 

糸島の水と土と緑Ⅰ 

糸島の水と土と緑Ⅱ 

命のあり方・尊さと食の連関 

食肉加工の理論と実践 

先進的植物生産システム概論Ⅰ 

先進的植物生産システム概論Ⅱ 

体験的農業生産学入門 

農のための植物-環境系輸送現象論 

農のための最適環境制御 

食科学の新展開 

作物生産とフロンティア研究 

持続可能な農業生産・食料流通システム 

農業と微生物 

企業から見たサイバーセキュリティＡ 

企業から見たサイバーセキュリティＢ 

サイバーセキュリティ演習 

セキュリティエンジニアリング演習Ａ 

セキュリティエンジニアリング演習Ｂ 

セキュリティエンジニアリング演習Ｃ 

分子の科学 

「留学」考 

１ 

１ 

１ 
１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 
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Japan in Global Society 
アイデア・ラボⅠ 

アントレプレナーシップ入門 

伊都キャンパスを科学するⅠ（軌跡編） 

伊都キャンパスを科学するⅡ（現在編） 

伊都キャンパスを科学するⅢ（展望編） 
少人数セミナー 

九州大学基幹教育科目履修規則（平成２５年度

九大規則第１２０号）第３条第２項の規定によ

り定める授業科目 

１ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 
１ 

 

高 

年 

次 

基 

幹 

教 

育 

科 

目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科学の歴史Ａ 

科学の歴史Ｂ 

科学の基礎（哲学的考察） 

脳情報科学入門 

認知心理学 

Brain and Mind 
機械学習と人工知能 

現代社会Ⅰ 

現代社会Ⅱ 

現代社会Ⅲ 

現代社会Ⅳ 

現代史Ⅰ 

現代史Ⅱ 

現代史Ⅲ 

現代史Ⅳ 

ＥＵ論基礎―制度と経済― 

技術と産業・企業 

グローバル化とアジア経済 

金融と経済 

サイバー空間デザイン 

芸術学概論 

音楽・音響論 

デザインと観察 

環境問題と自然科学 

環境調和型社会の構築 

グリーンケミストリー 

自然災害と防災 

生態系の構造と機能Ⅰ 

生態系の構造と機能Ⅱ 

男女共同参画 

漢方医薬学 

臨床イメージング 

社会と健康 

国際保健と医療 

アクセシビリティマネジメント研究 

地球の進化と環境 

生物多様性と人間文化Ａ 

生物多様性と人間文化Ｂ 

遺伝子組換え生物の利用と制御 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

２ ２ 
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平和と安全の構築学 

文化と社会の理論 

東アジアと日本－その歴史と現在－ 

法文化学入門 

法史学入門 

ローマ法史 

アジア共同体入門 

プレゼンテーション基礎 

レトリック基礎 

共創発想法 

データマイニングと情報可視化 

技術と倫理 

研究と倫理 

インフォームドコンセント 

臨床倫理 

アントレプレナーシップ・会計/ファイナンス基

礎 

アントレプレナーシップ・戦略論基礎 

アントレプレナーシップ・組織論基礎 

事業創造デザイン特論Ⅰ 

事業創造デザイン特論Ⅱ 

九大生よ，ビジネスとイノベーションを学ぼう

Ａ 

九大生よ，ビジネスとイノベーションを学ぼう

Ｂ 

社会統計学Ａ 

社会統計学Ｂ 

社会調査法ⅠＡ 

社会調査法ⅠＢ 

社会調査法ⅡＡ 

社会調査法ⅡＢ 

教育学特論 

教育心理学特論（教育・学校心理学） 

日本国憲法 

九州大学基幹教育科目履修規則（平成２５年度

九大規則第１２０号）第３条第２項の規定によ

り定める授業科目 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

１ 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

 上記に掲げる最低修得単位のほか、備考３に定める授業科目の単位を修得しなければならな

い。 

（備考） 

 １ 「日本語Ⅰ」～「日本語Ⅶ」については、外国人留学生を対象とする授業科目として開設

し、第１外国語又は第２外国語として最低修得単位数に含めることができる。 

 ２ 各学科の学生は、理系ディシプリン科目として次の所定の単位を修得しなければならな

い。 

学科 授 業 科 目 単位数 
最低修得 

単位数 
合計最低 

修得単位数 
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電 

気 

情 

報 

工 

学 

科 

 

 

 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数学演習B 
力学基礎 

電磁気学基礎 

電磁気学基礎演習 
熱力学基礎 

現代物理学基礎 

無機物質化学Ⅰ 

有機物質化学Ⅰ 
図形科学Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 
２ 

１ 

０．５ 

１ 

２ 

１ 

１ 

 １ 

１ 

１ 

２０．５ 

 

 

 

 

 

２０．５ 

材 

料 

工 

学 

科 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 

有機物質化学Ⅰ 
基礎化学熱力学Ⅰ 
基礎化学熱力学Ⅱ 
細胞生物学 
図形科学Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
１ 
１ 

２ 

 １ 

１ 

１ 

２３ 

 

 

 

 

 

２３ 

応 

用 

化 

学 

科 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 

有機物質化学Ⅰ 
基礎化学熱力学Ⅰ 
基礎化学熱力学Ⅱ 
細胞生物学 
図形科学Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
１ 
１ 

２ 

 １ 

１ 

１ 

２３ 

 

 

 

 

 

２３ 
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化 

学 

工 

学 

科 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 

有機物質化学Ⅰ 
基礎化学熱力学Ⅰ 
基礎化学熱力学Ⅱ 
細胞生物学 
図形科学Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
１ 
１ 

２ 

 １ 

１ 

１ 

２３ 

 

 

 

 

 

２３ 

融 

合 

基 

礎 

工 

学 

科 

）  

物 

質 

材 

料 

コ 

ー  

ス 

（  

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 

有機物質化学Ⅰ 
基礎化学熱力学Ⅰ 
基礎化学熱力学Ⅱ 
細胞生物学 
図形科学Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
１ 
１ 

２ 

 １ 

１ 

１ 

２３ 

 

 

 

 

 

２３ 

融 

合 

基 

礎 

工 

学 

科 

）  

機 

械 

電 

気 

コ 

ー  

ス 

（  

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 
無機物質化学Ⅱ 

有機物質化学Ⅰ 
図形科学Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
 １ 

１ 

１ 
１ 

２０ 

 

 

 

 

 

２０ 
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機 

械 

工 

学 

科 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 
無機物質化学Ⅱ 

有機物質化学Ⅰ 
図形科学Ⅰ 
図形科学Ⅱ 
空間表現実習Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
 １ 

１ 
１ 
２ 
１ 

１ 

２３ 

 

 

 

 

 

２３ 

航 

空 

宇 

宙 

工 

学 

科 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 
無機物質化学Ⅱ 

有機物質化学Ⅰ 
図形科学Ⅰ 
図形科学Ⅱ 
空間表現実習Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
 １ 

１ 
１ 
２ 
１ 

１ 

２３ 

 

 

 

 

 

２３ 

量 

子 

物 

理 

工 

学 

科 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 
無機物質化学Ⅱ 

有機物質化学Ⅰ 
図形科学Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
 １ 

１ 

１ 
１ 

２０ 

 

 

 

 

 

２０ 
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船 

舶 

海 

洋 

工 

学 

科 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 
力学基礎演習 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 
有機物質化学Ⅰ 
図形科学Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
 １ 

１ 

１ 
１ 

２０ 

 

 

 

 

 

２４ 

選 

択 

必 

修 

科 

目 

電磁気学基礎演習 

熱力学基礎演習 

無機物質化学Ⅱ 

基礎化学結合論Ⅰ 

基礎化学結合論Ⅱ 

生物学概論 

地球科学 

最先端地球科学 

０．５ 

０．５ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

４ 

地 

球 

資 

源 

シ 

ス 

テ 

ム 

工 

学 

科 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 
力学基礎演習 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 
有機物質化学Ⅰ 
図形科学Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
 １ 

１ 

１ 
１ 

２０ 

 

 

 

 

 

２４ 

選 

択 

必 

修 

科 

目 

電磁気学基礎演習 

熱力学基礎演習 

無機物質化学Ⅱ 

基礎化学結合論Ⅰ 

基礎化学結合論Ⅱ 

生物学概論 

地球科学 

最先端地球科学 

０．５ 

０．５ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

４ 



 

18 
 

土 

木 

工 

学 

科 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 
力学基礎演習 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 
有機物質化学Ⅰ 
図形科学Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
 １ 

１ 

１ 
１ 

２０ 

 

 

 

 

 

２４ 

選 

択 

必 

修 

科 

目 

電磁気学基礎演習 

熱力学基礎演習 

無機物質化学Ⅱ 

基礎化学結合論Ⅰ 

基礎化学結合論Ⅱ 

生物学概論 

地球科学 

最先端地球科学 

０．５ 

０．５ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

４ 

建 

築 

学 

科 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

力学基礎 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 
無機物質化学Ⅱ 

有機物質化学Ⅰ 
図形科学Ⅰ 
図形科学Ⅱ 
空間表現実習Ⅰ 
世界建築史概論 
日本建築史概論 
近・現代建築史 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
 １ 

１ 
１ 

２ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 

２３ 

 

 

 

 

 

２３ 

 

別表第２（専攻教育科目に関する授業科目及び単位数） 

電気情報工学科 

授     業     科     目 

名     称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 
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工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 

学  科  群  共  通  科  目 

電気情報工学入門 １ 必修 

電気情報数学Ⅰ １ 必修 

電気情報数学Ⅱ １ 必修 

回路理論Ⅰ ２ 必修 

回路理論Ⅱ ２ 必修 

論理回路 ２ 必修 

プログラミング論 ２ 必修 

プログラミング演習Ⅰ １ 必修 

コンピュータアーキテクチャⅠ ２ 必修 

データ構造とアルゴリズムⅠ １ ※１ 

データ構造とアルゴリズムⅡ １ ※１ 

工学概論 ２ 必修 

学  科 ・ 専  攻  科  目 

（学  科  共  通  科  目） 

ディジタル電子回路Ⅰ １ ※２ 

ディジタル電子回路Ⅱ １ ※２ 

常微分方程式とラプラス変換 ２ 必修 

電気情報工学基礎実験 ２ 必修 

電気情報工学セミナーＡ ０．５ 必修 

電気情報工学セミナーＢ ０．５  

アナログ電子回路Ⅰ １ ※２、※３ 
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アナログ電子回路Ⅱ １ ※２、※３ 

アナログ電子回路Ⅲ １  

アナログ電子回路Ⅳ １  

情報理論I １ ※１、※２ 

情報理論Ⅱ １ ※１、※２ 

ディジタル信号処理Ⅰ １  

ディジタル信号処理Ⅱ １  

複素関数論 ２ ※２、※３ 

電気情報工学実験Ⅰ ２ 必修 

電気情報工学実習 １  

電気情報工学実験Ⅱ ２ 必修 

離散数学I １ ※１ 

離散数学Ⅱ １ ※１ 

電気エネルギー工学通論Ⅰ １ ※１、※２ 

電気エネルギー工学通論Ⅱ １ ※１、※２ 

電磁気学Ⅰ ２ ※２、※３ 

電磁気学Ⅱ ２ ※２、※３ 

電磁気学Ⅲ １ ※２、※３ 

電磁気学Ⅳ １ ※２、※３ 

信号とシステムⅠ １ ※２ 

信号とシステムⅡ １ ※２ 

計測工学ＢⅠ １  

計測工学ＢⅡ １  

通信方式Ⅰ １ ※２ 
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通信方式Ⅱ １ ※２ 

通信ネットワークI １  

通信ネットワークⅡ １  

数理計画法I １  

数理計画法Ⅱ １  

制御工学ＡⅠ １ ※３ 

制御工学ＡⅡ １ ※３ 

回路理論Ⅲ １ ※２、※３ 

回路理論Ⅳ １ ※２、※３ 

電子物性Ⅰ １ ※２、※３ 

電子物性Ⅱ １ ※２、※３ 

プログラミング演習Ⅱ １ ※２、※３ 

プログラミング演習Ⅲ １ ※２、※３ 

半導体の性質 １ ※２ 

トランジスタ基礎論 １ ※２ 

電磁波工学Ⅰ １  

電磁波工学Ⅱ １  

集積回路工学Ⅰ １  

集積回路工学Ⅱ １  

プラズマ工学Ⅰ １  

プラズマ工学Ⅱ １  

光エレクトロニクスⅠ １  

光エレクトロニクスⅡ １  

コンピュータシステム通論Ⅰ １ ※２、※３ 
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コンピュータシステム通論Ⅱ １ ※２、※３ 

電気電子工学設計Ⅰ １  

電気電子工学設計Ⅱ １  

（計  算  機  工  学  科  目） 

情報論理学Ⅰ 

 

１ ※１ 

情報論理学Ⅱ １ ※１ 

基礎ＰＢＬⅠ １ ※１ 

データ構造とアルゴリズム演習 １ ※１ 

形式言語とオートマトンⅠ １ ※１ 

オペレーティングシステムⅠ １ ※１ 

形式言語とオートマトンⅡ １ ※１ 

オペレーティングシステムⅡ １ ※１ 

確率統計Ⅰ １ ※１ 

データベースⅠ １ ※１ 

基礎ＰＢＬⅡ １ ※１ 

集積回路工学通論Ⅰ １ ※１ 

確率統計Ⅱ １ ※１ 

データベースⅡ １ ※１ 

集積回路工学通論Ⅱ １ ※１ 

コンパイラⅠ １ ※１ 

電気情報工学実験Ⅲ ２ ※１ 

コンパイラⅡ １ ※１ 

コンピュータアーキテクチャⅡ １  

コンピュータアーキテクチャⅢ １  
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コンピュータシステムⅠ １  

データ構造とアルゴリズムⅢ １  

ソフトウエア工学Ⅰ １  

プログラミング言語論Ⅰ １  

コンピュータシステムⅡ １  

データ構造とアルゴリズムⅣ １  

ソフトウエア工学Ⅱ １  

プログラミング言語論Ⅱ １  

アルゴリズム論Ⅰ １  

データ解析と実験計画法Ⅰ １  

コンピュータシステムⅢ １  

サイバーセキュリティⅠ １  

分散システムⅠ １  

技術表現法Ⅰ １  

人工知能Ⅰ １  

パターン認識Ⅰ １  

アルゴリズム論Ⅱ １  

データ解析と実験計画法Ⅱ １  

コンピュータシステムⅣ １  

サイバーセキュリティⅡ １  

分散システムⅡ １  

技術表現法Ⅱ １  

人工知能Ⅱ １  

パターン認識Ⅱ １  
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（電  子  通  信  工  学  科  目） 

量子力学応用Ⅰ １  

量子力学応用Ⅱ １  

電子デバイスⅠ １  

電子デバイスⅡ １  

制御工学ＢⅠ １ ※２ 

制御工学ＢⅡ １ ※２ 

応用確率論 ２  

（電  気  電  子  工  学  科  目） 

エネルギー基礎論Ⅰ １ ※３ 

エネルギー基礎論Ⅱ １ ※３ 

制御工学ＡⅢ １  

制御工学ＡⅣ １  

基礎エネルギー変換機器学Ⅰ １ ※３ 

基礎エネルギー変換機器学Ⅱ １ ※３ 

計測工学ＡⅠ １ ※３ 

計測工学ＡⅡ １ ※３ 

電力輸送工学Ⅰ １  

電力輸送工学Ⅱ １  

電気電子材料Ⅰ １  

電気電子材料Ⅱ １  

計測工学ＡⅢ １  

計測工学ＡⅣ １  

エネルギー変換機器工学Ⅰ １  
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エネルギー変換機器工学Ⅱ １  

通信工学通論Ⅰ １ ※３ 

通信工学通論Ⅱ １ ※３ 

パワーエレクトロニクスⅠ １  

パワーエレクトロニクスⅡ １  

システム工学Ⅰ １  

システム工学Ⅱ １  

超伝導基礎論Ⅰ １  

超伝導基礎論Ⅱ １  

高電圧・パルスパワー工学Ⅰ １  

高電圧・パルスパワー工学Ⅱ １  

電気法規および施設管理Ⅰ １  

電気法規および施設管理Ⅱ １  

卒    業    研    究 

電気情報工学卒業研究 ８ 必修 

※１ 計算機工学コースにおける必修科目 

※２ 電子通信工学コースにおける必修科目 

※３ 電気電子工学コースにおける必修科目 

 

必修科目を含む、以下の要件を満たす８７．５単位以上を修得しなければならない。 

（計算機工学コース） 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１８単位 

 （３）学科・専攻科目から３３．５単位 

     学科共通科目から１４．５単位 

     計算機工学科目から１９単位 

 （４）卒業研究から８単位 

 （５）その他 

  （２）及び（３）に基づき修得するもののほかに、学科群共通科目及び学科・専攻

科目から２５単位以上修得する。 
 

（電子通信工学コース） 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１６単位 
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 （３）学科・専攻科目から４０．５単位 

     学科共通科目から３８．５単位 

     電子通信工学科目から２単位 

 （４）卒業研究から８単位 

 （５）その他 

（２）及び（３）に基づき修得するもののほかに、学科群共通科目及び学科・専攻科

目から２０単位以上修得する。 

 

（電気電子工学コース） 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１６単位 

 （３）学科・専攻科目から３６．５単位 

     学科共通科目から２８．５単位 

     計算機工学科目から８単位 

 （４）卒業研究から８単位 

 （５）その他 

（２）及び（３）に基づき修得するもののほかに、学科群共通科目及び学科・専攻

科目から２４単位以上修得する。 

 

材料工学科 

授    業    科    目 

名       称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 

学  科  群  共  通  科  目 

物理化学第一 ２ 必修 

量子力学第一 ２ 必修 

無機化学第一 ２ 必修 

有機化学第一 ２ 必修 

金属材料大意 ２ 必修 

機械工学大意第一 ２ 必修 

電気工学基礎Ⅰ １ 必修 

電気工学基礎Ⅱ １ 必修 
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電子情報工学基礎Ⅰ １  

電子情報工学基礎Ⅱ １  

安全学 ２ 必修 

テクノロジー・マーケティング ２  

工学概論 ２ 必修 

学  科 ・ 専  攻  科  目 

平衡組織学 ２ 必修 

冶金物理化学Ⅰ ２ 必修 

冶金物理化学Ⅱ ２ 必修 

材料工学実験第一 ２ 必修 

複素関数論 ２ 必修 

材料力学入門 １ 必修 

材料設計製図Ⅰ １ 必修 

材料設計製図Ⅱ １ 必修 

移動現象論 ２ 必修 

固体物理学 ２ 必修 

弾性・塑性変形工学 １ 必修 

結晶化学 ２ 必修 

電子物性論 ２ 必修 

材料電気化学 ２ 必修 

超伝導材料工学 ２  

鉄鋼製錬学 ２  

材料工学実験第二 ２ 必修 

数理解析概論 ２ 必修 
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凝固及び結晶成長 ２ 必修 

機械工作実習 １ 必修 

産業科学技術特別講義 ２  

材料工学特別演習 １  

薄膜物理 ２  

材料強度物性 ２ 必修 

金属組織制御学 ２ 必修 

エネルギー材料工学 ２  

バイオマテリアル ２  

データサイエンス ２ 必修 

材料工学実験第三 ２ 必修 

材料表面科学 ２  

無機材料解析学 ２  

鉄鋼材料工学 ２  

高温材料強度学 １ 必修 

非鉄金属製錬学 ２  

材料反応工学 ２ 必修 

半導体工学 ２ 必修 

接合・複合工学 ２  

電解工学 ２  

非鉄金属材料工学 １  

セラミックス材料学 ２  

卒    業    研    究 

材料工学卒業研究 ８ 必修 
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以下の要件を満たす８６単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１８単位 

 （３）学科・専攻科目から４４単位 

 （４）卒業研究から８単位 

 （５）その他 

     （２）及び（３）に基づき修得するもののほかに、学科群共通科目及び学科・専攻

科目から１３単位以上修得する。 

 

応用化学科 

授    業    科    目 

名       称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 

学  科  群  共  通  科  目 

物理化学第一 ２ 必修 

量子力学第一 ２ 必修 

無機化学第一 ２ 必修 

有機化学第一 ２ 必修 

金属材料大意 ２ 必修 

機械工学大意第一 ２ 必修 

電気工学基礎Ⅰ １ 必修 

電気工学基礎Ⅱ １ 必修 

電子情報工学基礎Ⅰ １  

電子情報工学基礎Ⅱ １  

安全学 ２ 必修 

テクノロジー・マーケティング ２  

工学概論 ２ 必修 
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学  科 ・ 専  攻  科  目 

複素関数論 ２  

応用化学実験第一 ２ 必修 

生化学第一 ２ 必修 

高分子化学第一 ２ 必修 

分析化学第一 ２ 必修 

有機化学第二 ２ 必修 

物理化学第二 ２  

必修 

応用物理学第一 ２  

データサイエンス ２ 必修 

化学工学第一 ２ 必修 

無機化学第二 ２ 必修 

量子化学第二 ２ 必修 

数理解析概論 ２  

応用化学実験第二 ２ 必修 

化学工学第二 ２ 必修 

分析化学第二 ２ 必修 

高分子化学第二 ２ 必修 

有機化学第三 ２ 必修 

生化学第二 ２  

無機化学第三 ２ 必修 

物理化学第三 ２  

表面化学 ２  

応用化学実験第三 ２ 必修 
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物理化学演習 １ 必修 

触媒化学 ２ 必修 

高分子化学第三 ２  

生体機能化学 ２  

有機化学第四 ２  

量子化学演習 １  

必修 

分析化学第三および演習 ２  

必修 

無機化学第四 ２  

分子組織化学 ２  

応用化学特別講義第一 １  

応用化学特別講義第二 １  

応用化学特別講義第三 １  

応用化学特別演習第一 １  

応用化学特別講義第四 １  

応用化学特別講義第五 １  

応用化学特別演習第二 １  

卒    業    研    究 

応用化学卒業研究 ８ 
必修 

以下の要件を満たす８６単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１８単位 

 （３）学科・専攻科目から４０単位 

     「複素関数論」及び「数理解析概論」のいずれか１科目を選択必修とする。 

 （４）卒業研究から８単位 

 （５）その他 

     （２）及び（３）に基づき修得するもののほかに、学科群共通科目及び学科・専攻

科目から１７単位以上修得する。このうち、学科・専攻科目の「複素関数論」及び「

数理解析概論」のいずれか１科目を選択必修とする。 
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化学工学科 

授    業    科    目 

名       称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 

学  科  群  共  通  科  目 

物理化学第一 ２ 必修 

量子力学第一 ２ 必修 

無機化学第一 ２ 必修 

有機化学第一 ２ 必修 

金属材料大意 ２ 必修 

機械工学大意第一 ２ 必修 

電気工学基礎Ⅰ １ 必修 

電気工学基礎Ⅱ １ 必修 

電子情報工学基礎Ⅰ １  

電子情報工学基礎Ⅱ １  

安全学 ２ 必修 

テクノロジー・マーケティング ２  

工学概論 ２ 必修 

学  科 ・ 専  攻  科  目 

物理化学第二 ２ 必修 

化学工学量論 ２ 必修 

基礎生命工学 ２ 必修 

化工数学 ２ 必修 
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化学工学実験第一 ２ 必修 

応用物理学第一 ２  

数理解析概論 ２ 必修 

物質移動工学 ２ 必修 

基礎流体工学 ２ 必修 

エネルギー材料工学 ２  

プロセス物理化学 ２ 必修 

化工流体工学 ２ 必修 

生物プロセス工学第一 ２ 必修 

機械工学大意第二 ２  

接合・複合工学 ２  

データサイエンス ２ 必修 

化学工学実験第二 ２ 必修 

化学工学特別講義 １  

応用物理学第二 ２  

基礎熱工学 ２ 必修 

プロセス制御 ２ 必修 

反応工学第一 ２ 必修 

プロセス計装 １  

生物プロセス工学第二 ２ 必修 

高分子化学第三 ２  

化工情報処理演習 １ 必修 

化学工学実験第三 ２ 必修 

生命工学特別講義 １  
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化工熱工学 ２ 必修 

分離工学 ２ 必修 

プロセスシステム工学 ２ 必修 

生物化学工学 ２ 必修 

反応工学第二 ２ 必修 

卒    業    研    究 

化学工学卒業研究 ８ 必修 

以下の要件を満たす８５単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１８単位 

 （３）学科・専攻科目から４７単位 

 （４）卒業研究から８単位 

 （５）その他 

     （２）及び（３）に基づき修得するもののほかに、学科群共通科目及び学科・専攻

科目の中から９単位以上修得する。 

 

融合基礎工学科 

授     業     科     目 

名     称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ ※１、※２ 

データサイエンス序論 ２ ※１、※２ 

学  科  群  共  通  科  目 

無機化学第一 ２ ※１ 

有機化学第一 ２ ※１ 

金属材料大意 ２ ※１ 

物理化学第一 ２ ※１ 

量子力学第一 ２ ※１ 

機械工学大意第一 ２ ※１ 
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電気工学基礎Ⅰ １ ※１ 

電気工学基礎Ⅱ １ ※１ 

電子情報工学基礎Ⅰ １  

電子情報工学基礎Ⅱ １  

安全学 ２ ※１ 

テクノロジー・マーケティング ２  

工学概論 ２ ※１、※２ 

ベクトル解析と微分方程式 ２ ※２ 

工業力学 ２ ※２ 

材料力学Ⅰ １ ※２ 

材料力学Ⅱ ２ ※２ 

熱力学Ⅰ ２ ※２ 

流れ学Ⅰ ２ ※２ 

現代物理学入門 ２ ※２ 

原子力工学概論 ２  

応用量子物理学入門 ２  

学  科 ・ 専  攻  科  目 

（学  科  共  通  科  目） 

複素関数論 ２ ※１、※２ 

常微分方程式とラプラス変換 ２  

フーリエ解析と偏微分方程式 ２  

データ解析の数学 ２  

エネルギー変換工学 ２  

光・量子物理計測 ２  
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材料強度学 ２  

化学反応論Ⅰ １  

化学反応論Ⅱ １  

プロセス化学工学 ２  

光エレクトロニクス ２  

構造材料学 １  

材料加工学 １  

先端計測科学 １  

エネルギー・環境学Ａ １  

エネルギー・環境学Ｂ １  

半導体・デバイス工学Ａ １  

半導体・デバイス工学Ｂ １  

プラズマ応用工学 １  

融合基礎情報学Ⅰ ２ ※１、※２ 

融合基礎情報学Ⅱ ２ ※１、※２ 

融合基礎情報学Ⅲ ２ ※１、※２ 

融合応用情報学Ａ １  

融合応用情報学Ｂ １  

融合応用情報学Ｃ １  

融合応用情報学Ｄ １  

知的財産論 １  

マネージメント論 １  

マーケティング論 １  

インターンシップⅠ（長期） ３ ※３ 
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インターンシップⅡ（短期） １  

融合基礎工学展望 ２ ※１、※２ 

融合工学概論Ⅰ ２ 必修 

融合工学概論Ⅱ ２ ※３ 

研究プロジェクト ４ ※３ 

グローバル科目Ⅰ（論文） １ 必修 

グローバル科目Ⅱ（討論） １ 必修 

融合基礎工学特別講義Ａ １  

融合基礎工学特別講義Ｂ １  

（物  質  材  料  コ  ー  ス  科  目） 

材料力学入門 １ ※１ 

物理化学第二 ２ ※１ 

分析化学第一 ２ ※１ 

無機化学第二 ２ ※１ 

弾性・塑性変形工学 １ ※１ 

相平衡論 ２  

固体物理Ⅰ ２ ※１ 

結晶学基礎 １ ※１ 

分光学基礎 １ ※１ 

機器分析学 ２ ※１ 

材料速度論 １  

無機化学第三 ２  

固体物理Ⅱ １ ※１ 

電気化学Ⅰ １  
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電気化学Ⅱ １  

触媒化学Ⅰ １  

触媒化学Ⅱ １  

材料組織制御学 １  

相転移論 １  

材料表面工学 １  

磁性材料学 １  

構造解析学 １  

セラミックス材料学Ⅰ １  

セラミックス材料学Ⅱ １  

物質材料科学実験Ⅰ ２ ※１ 

物質材料科学実験Ⅱ ２ ※１ 

物質材料科学実験Ⅲ ２ ※１ 

物質材料科学実験Ⅳ ２ ※１ 

（機  械  電  気  コ  ー  ス  科  目） 

力学 １ ※２ 

流体力学Ⅰ ２ ※２ 

熱エネルギー変換基礎 ２ ※２ 

振動力学 ２  

熱・流体計測学 １  

自動制御 ２  

統計力学 ２  

量子力学 ２  

電磁気学Ⅰ ２ ※２ 
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電磁気学Ⅱ ２  

電気回路Ⅰ ２ ※２ 

電気回路Ⅱ ２  

流体力学Ⅱ ２ ※２ 

伝熱学 ２ ※２ 

航空力学 １  

流体機械 １  

熱機関工学 １  

流体力学演習 １  

熱工学演習 １  

電気エネルギー工学 １  

高電圧・パルスパワー工学 ２  

プラズマ理工学Ⅰ １  

プラズマ理工学Ⅱ １  

機械電気科学実験Ⅰ １ ※２ 

機械電気科学実験Ⅱ １ ※２ 

機械電気科学実験Ⅲ １ ※２ 

機械電気科学実験Ⅳ １ ※２ 

機械電気科学設計演習 １ ※２ 

卒    業    研    究 

卒業研究 ６ 必修 

※１ 物質材料コースにおける必修科目 

※２ 機械電気コースにおける必修科目 

※３ 高専連携教育プログラムにおける必修科目 

 

（物質材料コース） 

 以下の要件を満たす８６単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 
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 （２）学科群共通科目から１８単位 

 （３）学科・専攻科目から５９単位 

     学科共通科目から１６単位。なお、「常微分方程式とラプラス変換」、「化学反応論

Ⅰ」及び「化学反応論Ⅱ」から２単位を選択必修とする。 

     物質材料コース科目から２３単位以上 

 （４）卒業研究から６単位 

 （５）その他 

     （１）から（３）に基づき修得するもののほか、学科共通科目と物質材料コース科目

から２０単位以上 

 

（機械電気コース） 

 以下の要件を満たす８９単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１５単位 

 （３）学科・専攻科目から６５単位 

     学科共通科目から１６単位。なお、「フーリエ解析と偏微分方程式」及び「エネルギ

ー変換工学」から２単位を選択必修とする。 

     機械電気コース科目から１８単位以上 

 （４）卒業研究 ６単位 

 （５）その他 

     （１）から（３）に基づき修得するもののほか、学科共通科目及び機械電気コース科

目から３１単位以上 

 

（高専連携教育プログラム） 

 以下の要件を満たす８９単位以上を修得しなければならない。ただし、編入学前に高等専門学

校で学修した専門科目（高等専門学校設置基準（昭和３６年文部省令第２３号）第１６条に定め

るものをいう。）について、３２単位を上限に単位認定することができるものとする。 

 （１）学科・専攻科目の学科共通科目から２４単位      

 （２）卒業研究から６単位 

 （３）その他 

高等専門学校専攻科において開講される科目から２７単位 

 

機械工学科 

授    業    科    目 

名       称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 

学  科  群  共  通  科  目 

材料力学Ⅰ １ 必修 

材料力学Ⅱ ２ 必修 
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工業力学 ２ 必修 

熱力学Ⅰ ２ 必修 

流れ学Ⅰ ２ 必修 

現代物理学入門 ２ 必修 

ベクトル解析と微分方程式 ２ 必修 

工学概論 ２ 必修 

応用量子物理学入門 ２  

原子力工学概論 ２  

学  科 ・ 専  攻  科  目 

材料力学Ⅲ １．５ 必修 

複素関数論 ２ 必修 

フーリエ・ラプラス変換と偏微分方程式 ２ 必修 

機械工作実習Ⅰ １ 必修 

電気工学基礎Ⅰ １ 必修 

電気工学基礎Ⅱ １ 必修 

電子情報工学基礎Ⅰ １ 必修 

電子情報工学基礎Ⅱ １ 必修 

熱力学Ⅱ １．５ 必修 

機械力学Ａ １．５ 必修 

流れ学Ⅱ １．５ 必修 

機械材料Ⅰ １ 必修 

材料力学Ⅳ １ 必修 

機械工作実習Ⅱ １ 必修 

機械設計Ⅰ １．５ 必修 



 

42 
 

機械力学Ｂ １．５ 必修 

流体力学Ⅰ １．５ 必修 

弾性力学Ａ １ 必修 

機械工学実験第一 １ 必修 

数値解析基礎 ２ 必修 

システム制御Ａ １ 必修 

機械製作法Ⅰ ２ 必修 

機械要素Ⅰ １  

機械設計Ⅱ １．５ 必修 

機械要素設計製図Ⅰ ０．５ 必修 

伝熱学Ⅰ １．５ 必修 

機械力学Ｃ １．５ 必修 

流体力学Ⅱ １．５ 必修 

弾性力学Ｂ １ 必修 

システム制御Ｂ １ 必修 

機械製作法Ⅱ ２ 必修 

機械要素Ⅱ １  

機械要素設計製図Ⅱ ０．５ 必修 

テクノロジー・マーケティング ２  

伝熱学Ⅱ １．５ 必修 

内燃機関Ⅰ １  

連続体の振動学 １  

応用流体工学 ２  

機械材料Ⅱ １  
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機械工学実験第二 １ 必修 

データサイエンス応用 ２ 必修 

ロボティックスⅠ １  

システム制御Ｃ １ 必修 

機械工学設計製図 １ 必修 

熱エネルギー変換Ⅰ １  

内燃機関Ⅱ １  

燃焼学Ⅰ １ 必修 

機構学・振動制御 １  

水素工学基礎 ２  

システム工学 ２  

ロボティックスⅡ １  

システム制御Ｄ １ 必修 

加工機器・精密測定法 ２  

生体工学基礎 ２  

熱エネルギー変換Ⅱ １  

燃焼学Ⅱ １ 必修 

機械工学特別講義Ⅰ ０．５  

機械工学特別講義Ⅱ ０．５  

機械工学特別講義Ⅲ ０．５  

機械工学特別講義Ⅳ ０．５  

機械工学特別講義Ⅴ ０．５  

機械工学特別講義Ⅵ ０．５  

機械工学特別講義Ⅶ ０．５  
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機械工学特別講義Ⅷ ０．５  

卒    業    研    究 

機械工学卒業研究 
６ 

必修 

必修科目を含む、以下の要件を満たす８６単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１５単位 

 （３）学科・専攻科目から５２単位 

     「機械工学特別講義Ⅰ」から「機械工学特別講義Ⅷ」までの８科目から２単位を選択

必修とする。 

 （４）卒業研究から６単位 

 （５）その他 

     （１）～（４）に基づき修得するもののほかに、１０単位以上修得する。 

 

航空宇宙工学科 

授    業    科    目 

名       称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 

学  科  群  共  通  科  目 

材料力学Ⅰ １ 必修 

材料力学Ⅱ ２ 必修 

工業力学 ２ 必修 

熱力学Ⅰ ２ 必修 

流れ学Ⅰ ２ 必修 

現代物理学入門 ２ 必修 

ベクトル解析と微分方程式 ２ 必修 

応用量子物理学入門 ２  

原子力工学概論 ２  

工学概論 ２ 必修 
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学  科 ・ 専  攻  科  目 

複素関数論 ２ 必修 

フーリエ・ラプラス変換と偏微分方程式 ２ 必修 

応用確率論 ２  

情報処理概論 ２ 必修 

材料力学Ⅲ １．５ 必修 

材料力学Ⅳ １ 必修 

弾性力学 ２ 必修 

航空宇宙伝熱学 ２ 必修 

エネルギー変換基礎論 ２ 必修 

ジェットエンジン工学 ２  

航空流体力学 ２ 必修 

気体力学 ２ 必修 

飛行力学Ⅰ ２ 必修 

飛行力学Ⅱ ２  

応用飛行制御論 ２  

軌道力学 ２ 必修 

誘導・制御基礎論Ⅰ ２ 必修 

誘導・制御基礎論Ⅱ ２  

航空宇宙基礎物理学 ２  

宇宙利用学 ２  

基礎設計製図 ２ 必修 

航空宇宙工学設計実習 ２ 必修 

基礎振動学 ２ 必修 
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基礎構造力学 ２  

応用構造力学 ２  

航空宇宙機振動学 ２  

航空宇宙機材料学 ２  

人工衛星工学 ２  

ロケット工学 ２  

航空宇宙機設計論 ２  

航空宇宙工学実験 ２ 必修 

電気工学基礎Ⅰ １ 必修 

電気工学基礎Ⅱ １ 必修 

電子情報工学基礎Ⅰ １ 必修 

電子情報工学基礎Ⅱ １ 必修 

テクノロジー・マーケティング ２  

工業マネジメント  ２  

航空工学特別講義  １  

宇宙工学特別講義  １  

航空宇宙機設計生産システム  １  

ジェットエンジン構造設計 １  

航空機運用・整備 １  

宇宙環境制御システム  １  

産業活動実習Ⅰ ２  

産業活動実習Ⅱ ２  

卒    業    研    究 

航空宇宙工学卒業研究 ６ 必修 
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以下の要件を満たす８６．５単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１５単位 

 （３）学科・専攻科目から３６．５単位 

 （４）卒業研究から６単位 

 （５）その他 

    （１）から（４）に基づき修得するもののほかに、２６単位以上修得する。 

 

量子物理工学科 

授    業    科    目 

名       称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 

学  科  群  共  通  科  目 

材料力学Ⅰ １ 必修 

材料力学Ⅱ ２ 必修 

工業力学 ２ 必修 

熱力学Ⅰ ２ 必修 

流れ学Ⅰ ２ 必修 

現代物理学入門 ２ 必修 

ベクトル解析と微分方程式 ２ 必修 

工学概論 ２ 必修 

応用量子物理学入門 ２  

原子力工学概論 ２  

学  科 ・ 専  攻  科  目 

複素関数論 ２ 必修 

力学 ２ 必修 

振動・波動論基礎 ２ 必修 
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物理化学 ２ 必修 

電磁気学 ２ 必修 

情報処理概論 ２ 必修 

量子物理工学演習Ⅰ １ 必修 

量子物理工学演習Ⅱ １ 必修 

量子物理工学演習Ⅲ １ 必修 

創造科学工学基礎実験 １  

原子核物理学入門  ２  

原子核物理学 ２  

連続体力学 ２  

量子線物理計測 ２  

電気・電子回路 ２  

フーリエ・ラプラス変換と偏微分方程式 ２ 必修 

量子力学Ⅰ １ 必修 

量子力学Ⅱ １ 必修 

量子力学Ⅲ １  

統計力学Ⅰ ２ 必修 

統計力学Ⅱ ２  

輸送現象論 ２ 必修 

データ解析概論 ２ 必修 

量子物理工学実験 ２ 必修 

固体物理学Ⅰ ２ 必修 

固体物理学Ⅱ ２  

放射化学 ２  
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ビーム工学 ２  

材料科学概論 ２  

応用光学 ２  

応用確率論 ２  

現代科学技術論 １ 必修 

量子物理工学概論 １ 必修 

原子炉物理学Ⅰ １  

原子炉物理学Ⅱ １  

プラズマ理工学  １  

核融合概論 １  

原子炉熱流動工学 ２  

ソフトマター物理学 ２  

材料分析学 ２  

産業活動実習 １  

量子物理工学特別講義Ⅰ １  

量子物理工学特別講義Ⅱ １  

量子物理工学特別講義Ⅲ １  

量子物理工学特別講義Ⅳ １  

卒    業    研    究 

量子物理工学卒業研究 ８ 必修 

以下の要件を満たす８７単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１５単位 

 （３）学科・専攻科目から３１単位 

 （４）卒業研究から８単位 

 （５）その他 

     （１）から（４）に基づき修得するもののほかに、３０単位以上修得する。 
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船舶海洋工学科 

授    業    科    目 

名       称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 

学  科  群  共  通  科  目 

常微分方程式とラプラス変換 ２ 必修 

複素関数論 ２ 必修 

固体力学 ２ 必修 

地球環境総合工学 ２ 必修 

フーリエ変換と偏微分方程式 ２ 必修 

工学概論 ２ 必修 

学  科 ・ 専  攻  科  目 

電子情報工学基礎Ⅰ １ 必修 

電子情報工学基礎Ⅱ １ 必修 

電気工学基礎Ⅰ １ 必修 

電気工学基礎Ⅱ １ 必修 

機械工学大意第一 ２ 必修 

空間表現実習 １ 必修 

流体力学第一および同演習 １．５ 必修 

船舶設計 ２ 必修 

船舶算法および同演習 １．５ 必修 

材料力学および同演習 １．５ 必修 

船舶復原性および同演習 １．５ 必修 
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流体力学第二および同演習 １．５ 必修 

自動制御工学 ２ 必修 

材料加工学 ２ 必修 

弾性力学 ２ 必修 

船舶海洋製図第一 １ 必修 

船舶海洋流体力学第一 ２ 必修 

機能設計工学 ２ 必修 

構造力学第一および同演習 １．５ 必修 

計算工学演習第一 １ 必修 

船舶運動論 ２ 必修 

構造力学第二および同演習 １．５ 必修 

船舶海洋製図第二 ２ 必修 

情報処理概論 ２ 必修 

船舶海洋構造力学 ２ 必修 

船舶海洋流体力学第二 ２ 必修 

船舶海洋振動学第一 ２ 必修 

材料強度学 ２ 必修 

運動制御工学 ２ 必修 

環境設計工学 ２ 必修 

システム設計工学 ２ 必修 

船舶海洋工学実験 １ 必修 

舶用機関 ２ 必修 

工学力学 ２  

工学力学演習 １  
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海洋環境情報学 ２  

海洋機器工学 ２  

船舶海洋振動学第二 ２  

工業マネージメント ２  

計算工学演習第二 １  

構造解析演習 １  

船舶海洋工学特別講義第一 １  

船舶海洋工学特別講義第二 １  

船舶海洋工学特別講義第三 １  

卒    業    研    究 

船舶海洋工学卒業研究 ６ 必修 

以下の要件を満たす８５．５単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１２単位 

 （３）学科・専攻科目から６４．５単位 

（４）卒業研究から６単位 

 

地球資源システム工学科 

授    業    科    目 

名       称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 

学  科  群  共  通  科  目 

常微分方程式とラプラス変換 ２ 必修 

複素関数論 ２ 必修 

固体力学 ２ 必修 

地球環境総合工学 ２ 必修 
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フーリエ変換と偏微分方程式 ２ 必修 

工学概論 ２ 必修 

学  科 ・ 専  攻  科  目 

電気工学基礎Ⅰ １ 必修 

電気工学基礎Ⅱ １ 必修 

電子情報工学基礎Ⅰ １ 必修 

電子情報工学基礎Ⅱ １ 必修 

機械工学大意第一 ２ 必修 

情報処理概論 ２ 必修 

地球システム学概論 ２ 必修 

地球環境のイメージング ２ 必修 

地球熱学 ２ 必修 

資源流体工学 ２ 必修 

岩盤工学 ２ 必修 

資源処理工学 ２ 必修 

エネルギー資源工学 ２ 必修 

資源環境科学 ２ 必修 

フィールド地球科学演習 １ 必修 

物理探査学 ２ 必修 

地熱工学 ２ 必修 

地球工学実験第一 １ 必修 

地球工学実験第二 １ 必修 

石油工学 ２ 必修 

地下空洞設計法 ２ 必修 
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水圏環境化学平衡論 ２ 必修 

工業爆薬学 ２ 必修 

資源システム工学実験第一 １ 必修 

資源システム工学実験第二 １ 必修 

地層内物質移動工学 ２ 必修 

地球資源システム工学実習 ０．５ 必修 

資源地球科学 ２  

環境地球物理学 ２  

地熱貯留層工学 ２  

石油開発生産工学 ２  

固体資源開発工学 ２  

資源微生物工学 ２  

新エネルギー工学 １  

地熱発電工学 １  

石灰石資源 １  

石油・天然ガス資源開発 １  

海外資源・資源経済学 １  

廃棄物資源循環工学 １  

地球資源システム工学インターンシップ ４  

地球資源システム工学国際インターンシップ ４  

機械工学大意第二 ２  

無機化学第三 ２  

金属材料大意 ２  

テクノロジー・マーケティング ２  
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卒    業    研    究 

地球資源システム工学卒業研究 ６ 必修 

必修科目を含む、以下の要件を満たす８５．５単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１２単位 

 （３）学科・専攻科目から６４．５単位（４）卒業研究から６単位 

 

土木工学科 

授    業    科    目 

名       称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 

学  科  群  共  通  科  目 

常微分方程式とラプラス変換 ２ 必修 

複素関数論 ２ 必修 

固体力学 ２ 必修 

地球環境総合工学 ２ 必修 

フーリエ変換と偏微分方程式 ２ 必修 

工学概論 ２ 必修 

学  科 ・ 専  攻  科  目 

構造力学Ⅰ ２ 必修 

構造力学Ⅱ ２ 必修 

地震工学 ２  

構造解析学 ２  

土木材料学 ２ 必修 

コンクリート構造工学Ⅰ １  
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コンクリート構造工学Ⅱ １  

鋼構造工学 ２  

維持管理工学 ２  

地盤力学Ⅰ ２ 必修 

地盤力学Ⅱ ２ 必修 

応用地盤工学 ２ 必修 

社会基盤計画学Ⅰ １ 必修 

社会基盤計画学Ⅱ １ 必修 

まちづくり・地域づくり概論Ⅰ １  

まちづくり・地域づくり概論Ⅱ １  

計画数理 ２ 必修 

都市計画 ２  

交通計画学 ２  

交通施設工学 ２  

環境システム学 ２ 必修 

環境基礎学 ２ 必修 

環境保全と開発 ２  

流体力学基礎 ２ 必修 

水理学Ⅰ ２ 必修 

水理学Ⅱ ２ 必修 

水文学 ２  

河川工学 ２  

上下水道及び水資源工学 ２  

海岸水理学 ２  
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沿岸域管理工学 ２  

土木と社会セミナーＡ １ 必修 

土木と社会セミナーＢ １ 必修 

土木と社会セミナーＣ １ 必修 

土木地理学 ２ 必修 

土木エンジニア史 ２ 必修 

環境と防災Ａ １ 必修 

環境と防災Ｂ １ 必修 

データサイエンス ２ 必修 

景観学 ２  

生態工学 ２  

合意形成論 ２  

土木実践教室Ａ ２ 必修 

土木実践教室Ｂ ２ 必修 

測量学・実習 ３  

基礎土木工学演習 １ 必修 

プロジェクト・ものづくり ２  

プロジェクト・まちづくり ２  

土木工学総合演習 ２ 必修 

電子情報工学基礎Ⅰ １  

電子情報工学基礎Ⅱ １  

機械工学大意第一 ２  

電気工学基礎Ⅰ １  

電気工学基礎Ⅱ １  
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工業爆薬学 ２  

卒    業    研    究 

土木工学卒業研究 ６ 必修 

必修科目を含む、以下の要件を満たす８５単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１２単位 

 （３）学科・専攻科目から６４単位     「プロジェクト・ものづくり」及び「プロジェク

ト・まちづくり」のいずれか１科目を選択必修とする。 

（５）卒業研究から６単位 

 

建築学科 

授     業     科     目 

名     称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 

学  科 ・ 専  攻  科  目 

（総  合  科  目） 

建築概論 ２ 必修 

特別プログラム ２  

 

情報処理概論 ２ 必修 

建築学研究序説 ２ 必修 

（ 法   規   科   目 ） 

建築法規 ２ 必修 

（ 設  計 ・ 実  験  演  習  科  目 ） 

建築設計基礎演習Ａ ３ 必修 

建築設計基礎演習Ｂ ３ 必修 

建築設計基礎演習Ｃ ３ 必修 
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建築設計基礎演習Ｄ ３ 必修 

建築設計基礎演習Ｅ ３ 必修 

都市・建築設計演習Ａ ３  

都市・建築設計演習Ｂ ３  

都市・建築設計演習Ｃ ３  

都市・建築設計演習Ｄ ３  

建築環境設備実験演習 ３  

建築環境設備設計演習 ３  

建築構造材料実験演習 ３  

建築構造設計演習Ａ １．５  

建築構造設計演習Ｂ １．５  

（ 建  築  計  画  科  目 ） 

建築設計計画Ａ １ 必修 

建築設計計画Ｂ １ 必修 

建築設計計画Ｃ １ 必修 

建築設計計画Ｄ １ 必修 

建築設計計画Ｅ １ 必修 

住環境計画論 １  

居住文化論 １  

（ 都  市  計  画  科  目 ） 

都市計画概論 １ 必修 

都市設計概論 １ 必修 

ハウジング論 １ 必修 

まちづくり概論 １ 必修 



 

60 
 

景観設計 １  

都市再生 １  

都市解析 １  

空間メディア １  

（ 歴  史 ・ 意  匠  科  目 ） 

世界建築史詳論 １  

日本建築史詳論 １  

現代建築デザイン １  

都市史 １  

（ 環    境    科   目 ） 

建築環境設備基礎Ａ １ 必修 

建築環境設備基礎Ｂ １ 必修 

建築環境設備応用Ａ １ 必修 

建築環境設備応用Ｂ １ 必修 

建築環境デザイン ２ 必修 

（ 構    造    科   目 ） 

建築構造力学基礎 ２ 必修 

静定建築構造力学 ２ 必修 

建築材料 ２ 必修 

建築構法 ２ 必修 

木質構造 １ 必修 

鉄骨構造 １ 必修 

鉄筋コンクリート構造 １ 必修 

建築施工 ２ 必修 
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不静定建築構造力学 ２  

建築振動学 ２  

建築構造設計技法Ａ １  

建築構造設計技法Ｂ １  

建築荷重論 ２  

建築防災 ２  

合成構造 １  

建築土質力学 １  

空間構造計画 ２  

基礎構造 １  

建築応用力学 ２  

建築耐震設計 ２  

（ 工  学  一  般  科  目 ） 

測量学・実習 ３  

テクノロジー・マーケティング ２  

数理解析概論 ２  

複素関数論 ２  

卒    業    研    究 

建築学卒業研究 ６ 必修 

必修科目を含む、以下の要件を満たす８２単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科・専攻科目から７３単位 

 （３）卒業研究から６単位 

 

 

別表第３ （国際コースの基幹教育科目に関する授業科目、単位数及び最低修得単位数） 

区 分 授 業 科 目 単位数 最低習得 

単位数 
KIKAN E
ducation 

KIKAN Education 
Seminar 

KIKAN Education Seminar １    １ 
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Courses Interdisciplinary 
Collaborative Learning 
of Social Issues 

Interdisciplinary Collaborative Learning of 
Social Issues 

２．５ ２．５ 

Subjects in Humanities 
and Social Science 

Introduction to Law 

Introduction to Economics 
Introduction to Philosophy 
Intercultural Encounters 
Introduction to Psychology 
Global Issues 
Introduction to Japanese History 
Language and Communication in Society 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

８ 

General Subjects Engagement with Volunteer I 
Engagement with Volunteer II 
Engagement with Internship I 
Engagement with Internship II 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

Subjects for Languages 
and Culture 

Intensive English Japanese Issue I 

Intensive English Japanese Issue II 

Intensive English C Theme-Based 

Intensive English C Skill-Based 

１ 

１ 

１ 

１ 

４ 

Integrated Courses：Beginners A 
Integrated Courses：Beginners B 
Integrated Courses：Elementary 1A 
Integrated Courses：Elementary 1B 
Integrated Courses：Elementary 2A 
Integrated Courses：Elementary 2B 
Integrated Courses：Pre-Intermediate A 
Integrated Courses：Pre-Intermediate B 
Integrated Courses：Intermediate 1A 
Integrated Courses：Intermediate 1B 
Integrated Courses：Intermediate 2A 
Integrated Courses：Intermediate 2B

１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 

１ 
１ 
１ 
１

６ 

Integrated Courses：Pre-Advanced A 
Integrated Courses：Pre-Advanced B 
Integrated Courses：Advanced A 
Integrated Courses：Advanced B 

１ 
１ 
１ 
１ 

 

Kanji Courses：Elementary 1A 
Kanji Courses：Elementary 1B 
Kanji Courses：Elementary 2A 
Kanji Courses：Elementary 2B 
Kanji Courses：Pre-Intermediate A 
Kanji Courses：Pre-Intermediate B 
Kanji Courses：Intermediate 1A 
Kanji Courses：Intermediate 1B 
Kanji Courses：Intermediate 2A 
Kanji Courses：Intermediate 2B 

Kanji Courses：Pre-Advanced A 

Kanji Courses：Pre-Advanced B 

Kanji Courses：Advanced A 

Kanji Courses：Advanced B 

１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

４ 
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Cybersecurity Primary Course of Cyber Security - How 
to Survive the Cyber 

１ １ 

Subjects on Health and 
Sports  

Laboratory of Health and Sports Science １ １ 

Subjects in Science Computer Programming Exercise 
Calculus I 
Calculus II 
Calculus III 
Calculus IV 

Linear Algebra I 
Linear Algebra II 
Linear Algebra III 
Linear Algebra IV 

Fundamental Physics I 
Fundamental Physics II 
Fundamental Physics III 
Fundamental Physics IV 

Fundamental Physics V 

Fundamental Physics VI 
Fundamental Physics VII 
Fundamental Physics VIII 
Basic Chemistry I 
Basic Chemistry II 
Fundamental Inorganic Chemistry I 
Fundamental Inorganic Chemistry II 
Fundamental Organic Chemistry I 
Fundamental Organic Chemistry II 
Fundamental Cell Biology I 
Fundamental Cell Biology II 
Introductory Biology I 
Introductory Biology II 
Basic Laboratory Experiments in Natural 
Science I 
Basic Laboratory Experiments in Natural 
Science II 
Drawings on Technical Design I 
Drawings on Technical Design II 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

  
（備考） 

   各国際コースの学生は、Subjects in Science の必修科目として、次の所定の単位を修得しなけれ

ばならない。 

国際コース 区分 授 業 科 目 及 び 単 位 数 
最低修得 

単位数 

電気情報工

学科（電気情

報工学コー

ス）国際コー

ス 

Subjects in 
Science 

Computer Programming Exercise（１） 

Calculus I（１） 

Calculus II（１） 

Calculus III（１） 

Calculus IV（１） 

２１ 
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Linear Algebra I（１） 

Linear Algebra II（１） 

Linear Algebra III（１） 

Linear Algebra IV（１） 

Fundamental Physics I（１） 

Fundamental Physics II（１） 

Fundamental Physics III（１） 

Fundamental Physics IV（１） 

Fundamental Physics V（１） 

Fundamental Physics VI（１） 

Fundamental Physics VII（１） 

Fundamental Physics VIII（１） 

Basic Chemistry I（１） 

Basic Chemistry II（１） 

Basic Laboratory Experiments in Natural Science I
（１） 

Basic Laboratory Experiments in Natural Science II
（１） 

応用化学科（

応用化学コ

ース）国際コ

ース 

Subjects in 
Science 

Computer Programming Exercise（１） 

Calculus I（１） 

Calculus II（１） 

Calculus III（１） 

Calculus IV（１） 

Linear Algebra I（１） 

Linear Algebra II（１） 

Linear Algebra III（１） 

Linear Algebra IV（１） 

Fundamental Physics I（１） 

Fundamental Physics II（１） 

Fundamental Physics VII（１） 

Fundamental Physics VIII（１） 

Basic Chemistry I（１） 

Basic Chemistry II（１） 

Fundamental Inorganic Chemistry I（１） 

Fundamental Inorganic Chemistry II（１） 

Fundamental Organic Chemistry I（１） 

Fundamental Organic Chemistry II（１） 

Basic Laboratory Experiments in Natural Science I
（１） 

Basic Laboratory Experiments in Natural Science II
（１） 

２１ 

機械工学科

及び航空宇

宙工学科（機

械航空工学

コース）国際

コース 

 

Subjects in 
Science 

Computer Programming Exercise（１） 

Calculus I（１） 

Calculus II（１） 

Calculus III（１） 

Calculus IV（１） 

Linear Algebra I（１） 

Linear Algebra II（１） 

Linear Algebra III（１） 

Linear Algebra IV（１） 

２３ 
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Fundamental Physics I（１） 

Fundamental Physics II（１） 

Fundamental Physics III（１） 

Fundamental Physics IV（１） 

Fundamental Physics V（１） 

Fundamental Physics VI（１） 

Fundamental Physics VII（１） 

Fundamental Physics VIII（１） 

Basic Chemistry I（１） 

Basic Chemistry II（１） 

Basic Laboratory Experiments in Natural Science I
（１） 

Basic Laboratory Experiments in Natural Science II
（１） 

Drawings on Technical Design I（１） 

Drawings on Technical Design II（１） 
土木工学科（

土木工学コ

ース）国際コ

ース 

 

Subjects in 
Science 

Computer Programming Exercise（１） 

Calculus I（１） 

Calculus II（１） 

Calculus III（１） 

Calculus IV（１） 

Linear Algebra I（１） 

Linear Algebra II（１） 

Linear Algebra III（１） 

Linear Algebra IV（１） 

Fundamental Physics I（１） 

Fundamental Physics II（１） 

Fundamental Physics III（１） 

Fundamental Physics IV（１） 

Fundamental Physics V（１） 

Fundamental Physics VI（１） 

Fundamental Physics VII（１） 

Fundamental Physics VIII（１） 

Basic Chemistry I（１） 

Basic Chemistry II（１） 

Basic Laboratory Experiments in Natural Science I
（１） 

Basic Laboratory Experiments in Natural Science II
（１） 

２１ 

 

別表第４（国際コースの専攻教育科目に関する授業科目及び単位数） 

電気情報工学科 

 （電気情報工学コース）国際コース 

授    業    科    目 

名      称 単  位 

共  通  科  目 （必  修） 
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Technical Communication I １ 

Technical Communication II １ 

Ordinary Differential Equation I １ 

Ordinary Differential Equation II １ 

Complex Function Theory I １ 

Complex Function Theory II １ 

Fourier Analysis I １ 

Fourier Analysis II １ 

Japanese Industries I １ 

Japanese Industries II １ 

Graduation Research １２ 

計 ２２ 

共  通  科  目 （選  択） 

Introduction to Metallic Materials I １ 

Introduction to Metallic Materials II １ 

Advanced Engineering I １ 

Advanced Engineering II １ 

Engineering Mathematics I １ 

Engineering Mathematics II １ 

Solid Mechanics I １ 

Solid Mechanics II １ 

Fluid Mechanics IA １ 

Fluid Mechanics IB １ 

Introduction to Engineering  Analysis 
and Measurement I 

１ 
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Introduction to Engineering  Analysis 
and Measurement II 

１ 

Engineering Ethics I １ 

Engineering Ethics II １ 

Business Japanese A １ 

Business Japanese B １ 

Business Japanese C １ 

Active Japansese I １ 

Active Japanese II １ 

Progresseive Japanese I １ 

Progresseive Japanese II １ 

（電気情報工学コース）国際コース（必修） 

Mathematics for Electrical Engineering 
and Computer Science 

２ 

Linear Circuits I ２ 

Linear Circuits II ２ 

Logic Circuits ２ 

Programming Methodology I ２ 

Programming Practice I １ 

Computer Architecture I  ２ 

Fundamentals of Integrated Circuits A １ 

Fundamentals of Integrated Circuits B １ 

Electric Energy A １ 

Electric Energy B １ 

Fundamentals of Communication 
Engineering A 

１ 
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Fundamentals of Communication 
Engineering B 

１ 

Fundamentals of Computer Systems A １ 

Fundamentals of Computer Systems B １ 

Fundamentals of Electrical Engineering 
and Computer Science I 

２ 

Fundamentals of Electrical Engineering 
and Computer Science II 

２ 

Electromagnetic Theory I ２ 

System Control A １ 

System Control B １ 

Applied Mathematical Logic ２ 

Analog Electronic Circuits I ２ 

Data Structure and Algorithms IA １ 

Data Structure and Algorithms IB １ 

Electronic Measurements A １ 

Electronic Measurements B １ 

Laboratory of Electrical Engineering  
and Computer Science-Basic 

２ 

Laboratory of Electrical Engineering 
and Computer Science I 

２ 

Laboratory of Electrical Engineering and 
Computer Science II 

２ 

計 ４３ 

（電気情報工学コース）国際コース （選 択） 

Practice in Logic Design ２ 

System Programming Laboratory ２ 
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上記を除く電気情報工学科専攻教育科目の全て 
 

共通科目より２２単位、電気情報工学コース科目より４３単位

、選択科目（共通科目又は（電気情報工学コース）国際コース

科目）から７単位の計７２単位を修得しなければならない。 

 

応用化学科 

 （応用化学コース）国際コース 

授    業    科    目 

名       称 単   位 

共  通  科  目 （必  修） 

Technical Communication I １ 

Technical Communication II              １ 

Ordinary Differential Equation I １ 

Ordinary Differential Equation II １ 

Introduction to Information Processing 
I 

１ 

Introduction to Information Processing 
II 

１ 

Japanese Industries I １ 

Japanese Industries II １ 

Introduction to Metallic Materials I １ 

Introduction to Metallic Materials II １ 

Advanced Engineering I １ 

Advanced Engineering II  １ 

Engineering Ethics I              １ 

Engineering Ethics II １ 

Inorganic Chemistry I １ 

Inorganic Chemistry II １ 
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Graduation Research １２ 

計 ２８ 

共  通  科  目 （選  択） 

Fundamentals of Electrical Engineering 
I 

１ 

Fundamentals of Electrical Engineering 
II 

１ 

Engineering Mathematics I １ 

Engineering Mathematics II              １ 

Complex Function Theory I １ 

Complex Function Theory II              １ 

Business Japanese A １ 

Business Japanese B １ 

Business Japanese C １ 

Active Japansese I １ 

Active Japanese II １ 

Progresseive Japanese I １ 

Progresseive Japanese II １ 

（応用化学コース）国際コース （必  修） 

Organic Chemistry I １ 

Organic Chemistry II １ 

Organic Chemistry III １ 

Organic Chemistry Ⅳ １ 

Inorganic Chemistry III １ 

Inorganic Chemistry Ⅳ １ 

Analytical Chemistry I １ 
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Analytical Chemistry II １ 

Analytical Chemistry III １ 

Analytical Chemistry Ⅳ １ 

Physical Chemistry I １ 

Physical Chemistry II              １ 

Physical Chemistry III １ 

Physical Chemistry Ⅳ １ 

Polymer Chemistry I １ 

Polymer Chemistry II              １ 

Chemical Reaction Engineering I １ 

Chemical Reaction Engineering II              １ 

Biochemistry I １ 

Biochemistry II              １ 

Coordination Chemistry I １ 

Coordination Chemistry II              １ 

Polymer Chemistry III １ 

Polymer Chemistry Ⅳ              １ 

Task-Based Exercise in Applied 
Chemistry I 

２ 

Task-Based Exercise in Applied 
Chemistry II 

             ２ 

Task-Based Exercise in Applied 
Chemistry III 

２ 

Task-Based Exercise in Applied 
Chemistry Ⅳ 

             ２ 

Task-Based Exercise in Applied 
Chemistry Ⅴ 

２ 
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Task-Based Exercise in Applied 
Chemistry Ⅵ 

             ２ 

Experiment in Applied Chemistry IA ２ 

Experiment in Applied Chemistry IB              ２ 

Experiment in Applied Chemistry IIA ２ 

Experiment in Applied Chemistry IIB ２ 

Experiment in Applied Chemistry IIIA ２ 

Experiment in Applied Chemistry IIIB              ２ 

計 ４８ 

 

共通科目２８単位及び（応用化学コース）国際コース科目から４８単位の合

計７６単位を修得しなければならない。 

 

機械工学科及び航空宇宙工学科 

 （機械航空工学コース）国際コース 

授    業    科    目 

名       称 単   位 

共  通  科  目（必  修） 

Technical Communication I １ 

Technical Communication II １ 

Ordinary Differential Equation I １ 

Ordinary Differential Equation II              １ 

Complex Function Theory I              １ 

Complex Function Theory II １ 

Fourier Analysis I １ 

Fourier Analysis II １ 

Fundamentals of Electrical Engineering I １ 
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Fundamentals of Electrical Engineering II              １ 

Fundamentals of Electronics and 
Information Engineering I 

１ 

Fundamentals of Electronics and 
Information Engineering II 

             １ 

Introduction to Information Processing I １ 

Introduction to Information Processing II              １ 

Japanese Industries I １ 

Japanese Industries II １ 

Introduction to Metallic Materials I １ 

Introduction to Metallic Materials II              １ 

Advanced Engineering I １ 

Advanced Engineering II              １ 

Solid Mechanics I １ 

Solid Mechanics II              １ 

Fluid Mechanics IA １ 

Fluid Mechanics IB              １ 

Introduction to Engineering  Analysis 
and Measurement I 

１ 

Introduction to Engineering  Analysis 
and Measurement II 

１ 

Engineering Ethics I              １ 

Engineering Ethics II              １ 

Engineering Mathematics I １ 

Engineering Mathematics II              １ 

Graduation Research             １２ 
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計 ４２ 

            共  通  科  目 （選 択） 

Business Japanese A １ 

Business Japanese B              １ 

Business Japanese C              １ 

Active Japansese I １ 

Active Japanese II １ 

Progresseive Japanese I １ 

Progresseive Japanese II １ 

（機械航空工学コース）国際コース（必修） 

Introduction to Mechanical and Aerospace 
Engineering 

２ 

Strength of Materials IA １ 

Strength of Materials IB              １ 

Strength of Materials IIA １ 

Strength of Materials IIB              １ 

Fluid Mechanics IIA １ 

Fluid Mechanics IIB              １ 

Thermodynamics Ⅰ ２ 

Thermodynamics Ⅱ ２ 

Mechanics I １ 

Mechanics II              １ 

Dynamics of Machinery I １ 

Dynamics of Machinery II              １ 

Systems Control IA １ 
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Systems Control IB              １ 

Systems Control IIA １ 

Systems Control IIB              １ 

Heat Transfer I １ 

Heat Transfer II              １ 

Mechanical and Aerospace Engineering 
ExperimentsⅠ 

１ 

Mechanical and Aerospace Engineering 
ExperimentsⅡ 

１ 

Mechanical and Aerospace Engineering 
Drawing and Design 

２ 

Aerospace Engineering IA １ 

Aerospace Engineering IB              １ 

Aerospace Engineering IIA １ 

Aerospace Engineering IIB              １ 

Machine Design I １ 

Machine Design II              １ 

Manufacturing Processes I １ 

Manufacturing Processes II              １ 

Internal Combustion Engine I １ 

Internal Combustion Engine II              １ 

Computational Methods I １ 

Computational Methods II １ 

                    計 ３８ 

 

共通科目４２単位及び（機械航空工学コース）国際コース科目３８単位の合

計８０単位を修得しなければならない。 
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土木工学科 

 （土木工学コース）国際コース 

授  業  科  目 

名       称 単   位 

共  通  科  目 （必  修） 

Technical Communication I １ 

Technical Communication II              １ 

Ordinary Differential Equation I １ 

Ordinary Differential Equation II １ 

Complex Function Theory I １ 

Complex Function Theory II １ 

Fourier Analysis I １ 

Fourier Analysis II １ 

Advanced Engineering I              １ 

Advanced Engineering II              １ 

Solid Mechanics I １ 

Solid Mechanics II １ 

Fluid Mechanics IA １ 

Fluid Mechanics IB １ 

Introduction to Engineering Analysis and 
Measurement I 

１ 

Introduction to Engineering Analysis and 
Measurement II 

１ 

Engineering Ethics I １ 

Engineering Ethics II １ 

Engineering Mathematics I １ 
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Engineering Mathematics II １ 

Graduation Research １２ 

計 ３２ 

共  通  科  目 （選  択） 

Japanese Industries I １ 

Japanese Industries II              １ 

Introduction to Metallic Materials I １ 

Introduction to Metallic Materials II              １ 

Inorganic Chemistry I １ 

Inorganic Chemistry II １ 

Fundamentals of Electrical Engineering 
I 

１ 

Fundamentals of Electrical Engineering 
II 

１ 

Fundamental of Electronics and 
Information Engineering I 

１ 

Fundamentals of Electronics and 
Information Engineering II 

１ 

Introduction to Information Processing I １ 

Introduction to Information Processing II              １ 

Business Japanese A              １ 

Business Japanese B １ 

Business Japanese C １ 

Active Japansese I １ 

Active Japanese II １ 

Progresseive Japanese I １ 

Progresseive Japanese II １ 



 

78 
 

社会基盤・構造系 （必  修） 

Structural Mechanics IA １ 

Structural Mechanics IB              １ 

Construction Materials I １ 

Construction Materials II １ 

Structural Mechanics IIA              １ 

Structural Mechanics IIB             １ 

Bridge Engineering I              １ 

Bridge Engineering II              １ 

計 ８ 

社会基盤・構造系 （選  択） 

Maintenance Engineering ２ 

防災・地盤系 （必  修） 

Soil Mechanics IA １ 

Soil Mechanics IB              １ 

Soil Mechanics IIA １ 

Soil Mechanics IIB              １ 

Applied Geotechnical Engineering I １ 

Applied Geotechnical Engineering II １ 

                    計              ６ 

環境・水工系 （必  修） 

Hydraulics IA １ 

Hydraulics IB              １ 

Hydraulics IIA              １ 
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Hydraulics IIB              １ 

Environmental Systems Engineering I １ 

Environmental Systems Engineering II              １ 

Basics of Environmental Engineering I              １ 

Basics of Environmental Engineering II              １ 

Hydrosphere Engineering I              １ 

Hydrosphere Engineering II １ 

計 １０ 

交通・都市計画系 （必  修） 

Mathematics for Planning I １ 

Mathematics for Planning II １ 

Transportation Planning I １ 

Transportation Planning II １ 

計 ４ 

交通・都市計画系 （選  択） 

Introduction to Architecture of 
Infrastructure and Environment I 

１ 

Introduction to Architecture of 
Infrastructure and Environment II 

１ 

Environmental Economics I １ 

Environmental Economics II              １ 

実 験 ・ 概 論 （必  修） 

Civil and Environmental Engineering 
Laboratory Work A 

２ 

Civil and Environmental Engineering 
Laboratory Work B 

２ 
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Civil and Environmental Engineering 
Laboratory Work C 

２ 

Civil and Environmental Engineering 
Practice 

２ 

計 ８ 

実  習  系 （選  択） 

Surveying and Mapping ３ 

 

必修科目６８単位及び選択科目４単位以上の合計７２単位を

修得しなければならない。ただし、交通・都市計画系選択科目

から２単位を最低限修得するものとする。 
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九州大学工学部規則の一部を改正する規則（案） 
令 和２年度 九大規則 第   号 
制  定：令和 ３年  月  日 

 工学部を改組することに伴い、九州大学工学部規則（平成１６年度九大規則第１１５号）の

一部を次のように改正する。 

（新） （旧） 

（略） 
第２条 工学部の次の表の左欄に掲げる学科

に、それぞれ右欄に掲げるコースを置く。 

学 科 コース 

  
電気情報工学科 計算機工学コース 

電子通信工学コー

ス 
電気電子工学コー

ス 
  

  

  
  

材料工学科  

応用化学科 機能物質化学コー

ス 
分子生命工学コー

ス 

化学工学科  

融合基礎工学科 物質材料コース 
機械電気コース 

機械工学科  

航空宇宙工学科  

量子物理工学科  

船舶海洋工学科  

地球資源システム工

学科 
 

土木工学科  

建築学科  

 

（略） 
第２条 （同左） 
 

学 科 コース 

建築学科  

電気情報工学科  
 
 
 
 

物質科学工学科 

 
化学プロセス・生

命工学コース 

応用化学コース 

材料科学工学コー

ス 

地球環境工学科 

 
建設都市工学コー

ス 

船舶海洋システム

工学コース 

地球システム工学

コース 
エネルギー科学科  
機械航空工学科 

 
機械工学コース 

航空宇宙工学コー

ス 
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２ 工学部の次の表の左欄に掲げる学科に、

国際コース（英語による授業等により学位

取得可能な教育課程をいう。以下同じ。）と

して、それぞれ右欄に掲げる国際コースを

置く。 

学 科 国際コース 

電気情報工学科 （電気情報工学コ

ース）国際コース 
  

  

  

応用化学科 （応用化学コー

ス）国際コース 

機械工学科及び航

空宇宙工学科 
（機械航空工学コ

ース）国際コース 

土木工学科 （土木工学コー

ス）国際コース 

（略） 
第６条 工学部における教育課程は、基幹教

育科目及び専攻教育科目により編成するも

のとする。 
２ 基幹教育科目に関する授業科目、単位数

及び最低修得単位数は、別表第１のとおり

とする。 
３ 専攻教育科目に関する授業科目及び単位

数は、別表第２のとおりとする。 
 
４ 専攻教育科目を工学部共通科目、学科群

共通科目、学科・専攻科目及び卒業研究に

分ける。 
５ 単位計算の基準は、講義及び演習につい

ては１５時間又は３０時間をもって１単

位、実験及び実習については３０時間又は

４５時間をもって１単位とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ （同左） 
 
 
 
 

学 科 国際コース 

電気情報工学科 （電気情報工学コ

ース）国際コース 

物質科学工学科 （応用化学コー

ス）国際コース 

地球環境工学科 （建設都市工学コ

ース）国際コース 

機械航空工学科 （機械航空工学コ

ース）国際コース 
  

  

  

（略） 
第６条 （同左） 
 
 
２ （同左） 
 
 
３ 専攻教育科目に関する授業科目及び単位

数は、別表第２及び別表第３のとおりとす

る。 
４ 専攻教育科目を必修科目、選択科目及び

参考科目に分ける。 
 

５ 必修科目は、その単位を修得しなければ

ならない。 
 
 

６ 選択科目は、学科において指定された単

位数以上となるように選択してその単位を

修得しなければならない。 

７ 参考科目は、学修の参考のため、履修す

ることを要望する科目である。 

８ 学科において教育上有益と認めるとき

は、別表第２の授業科目のうち、選択科目に

ついては、あらかじめ指定した他学部の授

業科目をもって替えることができる。 

９ 別表第３の授業科目は、外国人留学生に

共通の授業科目とする。 

１０ 単位計算の基準は、講義及び演習につ
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第７条 前条の規定にかかわらず、第２条第

２項に掲げる国際コースの授業科目、単位

数及び最低修得単位数は、別表第３及び別

表第４とおりとする。 
２ 第２条第２項に掲げる国際コースの学生

は、学科において教育上有益と認めるとき

は、別表第３及び別表第４の授業科目以外

の授業科目を、自由科目（修得した単位を

第１５条の２第１項に規定する卒業の要件

となる単位数に算入しない科目をいう。）

として履修することができる。 
（略） 

第９条 ３年次以降に開講される専攻教育科

目を履修するには、２年次終了までに、基

幹教育科目のうち学科又はコースごとに定

める授業科目の単位数を修得しておかなけ

ればならない。 
（略） 

第１１条 授業科目の成績評価は、通則第１

７条の３の規定に基づき行うものとする。 
 

（略） 
第１５条 工学部の卒業の要件は、工学部に

４年以上在学し、別表第１及び別表第２の

授業科目について、次の各号に定める単位

数以上を修得しなければならない。 
 (1) 電気情報工学科 基幹教育科目から４

６単位、専攻教育科目から８７．５単位、

合計１３３．５単位 
 (2) 材料工学科 基幹教育科目から４８．

５単位、専攻教育科目から８６単位、合計

１３４．５単位 
 (3) 応用化学科 基幹教育科目から４８．

５単位、専攻教育科目から８６単位、合計

１３４．５単位 
 (4) 化学工学科 基幹教育科目から４８．

５単位、専攻教育科目から８５単位、合計

１３３．５単位 
 (5) 融合基礎工学科（物質材料コース） 

基幹教育科目から４８．５単位、専攻教育

科目から８６単位、合計１３４．５単位 
 (6) 融合基礎工学科（機械電気コース） 

基幹教育科目から４５．５単位、専攻教育

科目から８９単位、合計１３４．５単位 

いては１５時間又は３０時間をもって１単

位、実験及び実習については３０時間又は

４５時間をもって１単位とする。 

第７条 前条の規定にかかわらず、第２条第

２項に掲げる国際コースの授業科目、単位

数及び最低修得単位数は、別表第４及び別

表第５のとおりとする。 
２ 第２条第２項に掲げる国際コースの学生

は、学科において教育上有益と認めるとき

は、別表第４及び別表第５の授業科目以外

の授業科目を、自由科目（修得した単位を

第１５条の２第１項に規定する卒業の要件

となる単位数に算入しない科目をいう。）

として履修することができる。 
（略） 

第９条 ３年次以降に開講される専攻教育科

目を履修するには、２年次終了までに、基

幹教育科目のうち学科ごとに定める授業科

目の単位数を修得しておかなければならな

い。 
（略） 

第１１条 授業科目の成績評価は、学部通則

第１７条の３の規定に基づき行うものとす

る。 
（略） 

第１５条 （同左） 
 
 
 
 (1) 建築学科 基幹教育科目から５０単

位、専攻教育科目から８１単位、合計１３

１単位 
 (2) 電気情報工学科 基幹教育科目から４

６．５単位、専攻教育科目から８３単位、

合計１２９．５単位 
 (3) 物質科学工学科 基幹教育科目から４

８．５単位、専攻教育科目から８６単位、

合計１３４．５単位 
 (4) 地球環境工学科 基幹教育科目から４

８．５単位、専攻教育科目から８５単位、

合計１３３．５単位 
 (5) エネルギー科学科 基幹教育科目から

４９．５単位、専攻教育科目から８２単

位、合計１３１．５単位 
 (6) 機械航空工学科 基幹教育科目から４

８．５単位、専攻教育科目から８２単位、

合計１３０．５単位 
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 (7) 機械工学科 基幹教育科目から４８．

５単位、専攻教育科目から８６単位、合計

１３４．５単位 
 (8) 航空宇宙工学科 基幹教育科目から４

８．５単位、専攻教育科目から８６．５単

位、合計１３５単位 
 (9) 量子物理工学科 基幹教育科目から４

５．５単位、専攻教育科目から８７単位、

合計１３２．５単位 
 (10) 船舶海洋工学科 基幹教育科目から４

９．５単位、専攻教育科目から８５．５単

位、合計１３５単位 
 (11) 地球資源システム工学科 基幹教育科

目から４９．５単位、専攻教育科目から８

５．５単位、合計１３５単位 
 (12) 土木工学科 基幹教育科目から４９．

５単位、専攻教育科目から８５単位、合計

１３４．５単位 
 (13) 建築学科 基幹教育科目から４８．５

単位、専攻教育科目から８２単位、合計１

３０．５単位 
２ （略） 
第１５条の２ 前条の規定にかかわらず、第

２条第２項に掲げる国際コースの卒業の要

件は、工学部に４年以上在学し、別表第３

及び別表第４の授業科目について、次の各

号に定める単位数以上を修得しなければな

らない。 
(1) （略）  
(2) 応用化学科（応用化学コース）国際コー

ス 基幹教育科目から５２．５単位、専攻

教育科目から７６単位、合計１２８．５単

位 
(3) 機械工学科及び航空宇宙工学科（機械航

空工学コース）国際コース 基幹教育科目

から５２．５単位、専攻教育科目から８０

単位、合計１３２．５単位 
(4) 土木工学科（土木工学コース）国際コー

ス 基幹教育科目から５２．５単位、専攻

教育科目から７２単位、合計１２４．５単

位 
 
 
 
 
２ （略） 
第１５条の３ 工学部融合基礎工学科に、 
環境・エネルギー問題に代表される多様で

複雑な問題に対応し、解決する能力を備え

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ （略） 
第１５条の２ 前条の規定にかかわらず、第

２条第２項に掲げる国際コースの卒業の要

件は、工学部に４年以上在学し、別表第４

及び別表第５の授業科目について、次の各

号に定める単位数以上を修得しなければな

らない。 
(1) （略）  
(2) 物質科学工学科（応用化学コース）国際

コース 基幹教育科目から５２．５単位、

専攻教育科目から７６単位、合計１２８．

５単位 
 
 
 
 
(3) 地球環境工学科（建設都市工学コース）

国際コース 基幹教育科目から５２．５単

位、専攻教育科目から７２単位、合計１２

４．５単位 
(4) 機械航空工学科（機械航空工学コース）

国際コース 基幹教育科目から５２．５単

位、専攻教育科目から８０単位、合計１３

２．５単位 
２ （略） 
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た工学系人材の育成を行うため、高専連携

教育プログラムを置く。 
２ 高専連携教育プログラムの修了要件は、

工学部融合基礎工学科に２年以上在学し、

別表第１及び別表第２に定める授業科目に

ついて、基幹教育科目から４５．５単位以

上、専攻教育科目から８９単位以上を修得

し、合計１３４．５単位以上を修得するこ

ととする。 
３ 高専連携教育プログラムにかかる単位認

定その他必要な事項については、別に定め

る。 
（略） 

別表第１ （別紙のとおり） 
別表第２ （別紙のとおり） 
 
別表第３ （別紙のとおり） 
別表第４ （別紙のとおり） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（略） 
別表第１ （別紙のとおり） 

別表第２ （別紙のとおり） 
別表第３ （別紙のとおり） 
別表第４ （別紙のとおり） 
別表第５ （別紙のとおり） 
 

   附 則（令和２年度九大規則第  号） 
１ この規則は、令和３年４月１日から施行する。 
２ この規則による改正後の九州大学工学部規則（以下「新規則」という。）は、令和３年４

月１日に本学部に入学する者から適用し、令和３年３月３１日に本学部に在学し、同年４月

１日以降も引き続き在学する者については、なお従前の例による。 
３ 前２項の規定にかかわらず、新規則第１５条の３の規定は、令和５年４月１日に本学部融

合基礎工学科に編入学する者から適用する。 
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（別紙） 
※改正部分の下線省略 

 新 

 
別表第１（基幹教育科目に関する授業科目、単位数及び最低修得単位数） 

区 分 授 業 科 目 単位数 
 最低修得 

 単位数 
合計最低 

修得単位数 

基幹教育

セミナー 
基幹教育セミナー １ １ １ 

課題協学

科目 
課題協学科目 ２．５ ２．５ ２．５ 

言 

語 

文 

化 

科 

目 

 

 

言

語 

文 

化 

基 

礎 

科 

目 

 

  
 

 

学術英語・アカデミックイシューズ 

学術英語・グローバルイシューズ 

学術英語・CALL １ 

学術英語・プロダクション１ 

学術英語・プロダクション２ 

学術英語・CALL ２ 

学術英語・テーマベース 
学術英語・スキルベース 

学術英語・集中演習 
専門英語 
ドイツ語ⅠＡ 

ドイツ語ⅠＢ 

ドイツ語ⅡＡ 

ドイツ語ⅡＢ 

ドイツ語Ⅲ 
ドイツ語Ⅳ 
ドイツ語プラクティクムⅠ 
ドイツ語プラクティクムⅡ 
ドイツ語プラクティクムⅢ 
フランス語ⅠＡ 

フランス語ⅠＢ 

フランス語ⅡＡ 

フランス語ⅡＢ 

フランス語Ⅲ 
フランス語Ⅳ 
フランス語プラティクⅠ 
フランス語プラティクⅡ 
フランス語プラティクⅢ 
中国語ⅠＡ 

中国語ⅠＢ 
中国語ⅡＡ 
中国語ⅡＢ 

中国語Ⅲ 
中国語Ⅳ 

中国語実践Ⅰ 

中国語実践Ⅱ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 
１ 

１ 

１ 

１ 

１ 
１ 
１ 
１ 
１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 

１ 
１ 

１ 

１ 
１ 

１ 

第１外国語 

英語 ６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２外国語 

    ４ 

 

 

１２ 
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中国語実践Ⅲ 
中国語集中演習 
ロシア語ⅠＡ 
ロシア語ⅠＢ 

ロシア語ⅡＡ 
ロシア語ⅡＢ 

ロシア語Ⅲ 
ロシア語Ⅳ 

韓国語ⅠＡ 
韓国語ⅠＢ 
韓国語ⅡＡ 

韓国語ⅡＢ 
韓国語Ⅲ 

韓国語Ⅳ 
韓国語表現演習Ⅰ 

韓国語表現演習Ⅱ 
スペイン語ⅠＡ 

スペイン語ⅠＢ 
スペイン語ⅡＡ 

スペイン語ⅡＢ 
スペイン語Ⅲ 
スペイン語Ⅳ 
スペイン語表現演習Ⅰ 

スペイン語表現演習Ⅱ 
日本語Ⅰ 

日本語Ⅱ 

日本語Ⅲ 

日本語Ⅳ 

日本語Ⅴ 

日本語Ⅵ 

日本語Ⅶ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

  

文 

系 

デ 

ィ 

シ 

プ 

リ 

ン 

科 

目 

哲学・思想入門 

先史学入門 

歴史学入門 

文学・言語学入門 

芸術学入門 

地理学入門 

社会学入門 

心理学入門 

現代教育学入門 

教育基礎学入門 

法学入門 

政治学入門 

経済学入門 

経済史入門 

The Law and Politics of International Society 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

４ ４ 
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理 

系 

デ 

ィ 

シ 

プ 

リ 

ン 

科 

目 

社会と数理科学 

入門微分積分Ⅰ 
入門微分積分Ⅰ 
微分積分学Ⅰ 
微分積分学Ⅱ 

入門線形代数Ⅰ 
入門線形代数Ⅱ 
線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数学演習ＡⅠ 

数学演習ＡⅡ 

数学演習Ｂ 

数理統計学 

身の回りの物理学Ａ 

身の回りの物理学Ｂ 

力学概論 

力学概論演習 

電磁気学概論 
電磁気学概論演習 
熱力学概論 
熱力学概論演習 
力学基礎 
力学基礎演習 
電磁気学基礎 
電磁気学基礎演習 
熱力学基礎 
熱力学基礎演習 

物理学の進展Ａ 
物理学の進展Ｂ 

現代物理学基礎 

原子核物理学 

身の回りの化学 

無機物質化学Ⅰ 
無機物質化学Ⅱ 

有機物質化学Ⅰ 
有機物質化学Ⅱ 

基礎化学結合論Ⅰ 

基礎化学結合論Ⅱ 
基礎化学熱力学Ⅰ 

基礎化学熱力学Ⅱ 
現代化学 

基礎生物有機化学Ⅰ 
基礎生物有機化学Ⅱ 

基礎生化学Ⅰ 
基礎生化学Ⅱ 

機器分析学 

生命の科学Ａ 

生命の科学Ｂ 

生物学概論 

１ 
１ 
１ 

２ 
２ 

１ 
１ 
２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

２ 
１ 

１ 

２ 

１ 

１ 
０．５ 

１ 
０．５ 

２ 
１ 
１ 

０．５ 
１ 

０．５ 

１ 
１ 

２ 

２ 

１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

２ 
１ 
１ 

１ 
１ 

２ 

１ 

１ 

２ 

※備考２参照 
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細胞生物学 

集団生物学 

分子生物学 

生態系の科学 

地球と宇宙の科学 

地球科学 

最先端地球科学 

宇宙科学概論 

デザイン思考 

図形科学Ⅰ 
図形科学Ⅱ 

空間表現実習Ⅰ 

空間表現実習Ⅱ 

世界建築史概論 

日本建築史概論 

近・現代建築史 

デザイン史 

情報科学 

プログラミング演習 

コンピュータープログラミング入門 

自然科学総合実験 

基礎科学実習 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 
１ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

サイバー

セキュリ

ティ科目 

 サイバーセキュリティ基礎論 １ １ １ 

健康・ 

スポーツ

科目 

健康・スポーツ科学演習 １ １ １ 

身体運動科学実習ⅠＡ 
身体運動科学実習ⅠＢ 

身体運動科学実習ⅡＡ 
身体運動科学実習ⅡＢ 

身体運動科学実習ⅢＡ 

身体運動科学実習ⅢＢ 
身体運動科学実習ⅣＡ 

身体運動科学実習ⅣＢ 
身体運動科学実習Ⅴ 
健康・スポーツ科学講義Ａ 

健康・スポーツ科学講義Ｂ 

０．５ 
０．５ 

０．５ 
０．５ 

０．５ 
０．５ 

０．５ 
０．５ 

１ 

１ 

１ 

  

総 

合 

科 

目 

先端技術入門Ａ 
先端技術入門Ｂ 

１ 
１ 

２ ２ 

アカデミック・フロンティアⅠ 

アカデミック・フロンティアⅡ 

大学とは何かⅠ 

大学とは何かⅡ 

九州大学の歴史Ⅰ 

九州大学の歴史Ⅱ 

女性学・男性学Ⅰ 

女性学・男性学Ⅱ 

社会連携活動論：ボランティア 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 
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社会連携活動論：インターンシップ １ 

１ 

１ 

１ 
１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

Law in Everyday Life A 

Law in Everyday Life B 
バリアフリー支援入門 
ユニバーサルデザイン研究 

アクセシビリティ入門 

アクセシビリティ支援入門 

アクセシビリティ基礎 

人と人をつなぐ技法 

コミュニケーション入門 

体験してわかる自然科学 

健康疫学・内科学から見たキャンパスライフ 

心理学・精神医学から見たキャンパスライフ 

アジア埋蔵文化財学Ａ 

アジア埋蔵文化財学Ｂ 

韓国・朝鮮研究の最前線Ⅰ 

韓国・朝鮮研究の最前線Ⅱ 

グローバル社会を生きるⅠ 

グローバル社会を生きるⅡ 

社会参加のための日本語教育Ⅰ 

社会参加のための日本語教育Ⅱ 

フィールドに学ぶＡ 

教育テスト論 

現代企業分析 

現代経済事情 

外国語プレゼンテーション 

水の科学 

医療倫理学Ⅰ 

医療倫理学Ⅱ 

バイオエシックス入門 

糸島の水と土と緑Ⅰ 

糸島の水と土と緑Ⅱ 

命のあり方・尊さと食の連関 

食肉加工の理論と実践 

先進的植物生産システム概論Ⅰ 

先進的植物生産システム概論Ⅱ 

体験的農業生産学入門 

農のための植物-環境系輸送現象論 

農のための最適環境制御 

食科学の新展開 
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作物生産とフロンティア研究 

持続可能な農業生産・食料流通システム 

農業と微生物 

企業から見たサイバーセキュリティＡ 

企業から見たサイバーセキュリティＢ 

サイバーセキュリティ演習 

セキュリティエンジニアリング演習Ａ 

セキュリティエンジニアリング演習Ｂ 

セキュリティエンジニアリング演習Ｃ 

分子の科学 

「留学」考 

Japan in Global Society 
アイデア・ラボⅠ 

アントレプレナーシップ入門 

伊都キャンパスを科学するⅠ（軌跡編） 

伊都キャンパスを科学するⅡ（現在編） 

伊都キャンパスを科学するⅢ（展望編） 
少人数セミナー 

九州大学基幹教育科目履修規則（平成２５年度

九大規則第１２０号）第３条第２項の規定によ

り定める授業科目 

２ 

１ 

１ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 
１ 

 

高 

年 

次 

基 

幹 

教 

育 

科 

目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科学の歴史Ａ 

科学の歴史Ｂ 

科学の基礎（哲学的考察） 

脳情報科学入門 

認知心理学 

Brain and Mind 
機械学習と人工知能 

現代社会Ⅰ 

現代社会Ⅱ 

現代社会Ⅲ 

現代社会Ⅳ 

現代史Ⅰ 

現代史Ⅱ 

現代史Ⅲ 

現代史Ⅳ 

ＥＵ論基礎―制度と経済― 

技術と産業・企業 

グローバル化とアジア経済 

金融と経済 

サイバー空間デザイン 

芸術学概論 

音楽・音響論 

デザインと観察 

環境問題と自然科学 

環境調和型社会の構築 

グリーンケミストリー 

自然災害と防災 

生態系の構造と機能Ⅰ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ ２ 
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生態系の構造と機能Ⅱ 

男女共同参画 

漢方医薬学 

臨床イメージング 

社会と健康 

国際保健と医療 

アクセシビリティマネジメント研究 

地球の進化と環境 

生物多様性と人間文化Ａ 

生物多様性と人間文化Ｂ 

遺伝子組換え生物の利用と制御 

平和と安全の構築学 

文化と社会の理論 

東アジアと日本－その歴史と現在－ 

法文化学入門 

法史学入門 

ローマ法史 

アジア共同体入門 

プレゼンテーション基礎 

レトリック基礎 

共創発想法 

データマイニングと情報可視化 

技術と倫理 

研究と倫理 

インフォームドコンセント 

臨床倫理 

アントレプレナーシップ・会計/ファイナンス基

礎 

アントレプレナーシップ・戦略論基礎 

アントレプレナーシップ・組織論基礎 

事業創造デザイン特論Ⅰ 

事業創造デザイン特論Ⅱ 

九大生よ，ビジネスとイノベーションを学ぼう

Ａ 

九大生よ，ビジネスとイノベーションを学ぼう

Ｂ 

社会統計学Ａ 

社会統計学Ｂ 

社会調査法ⅠＡ 

社会調査法ⅠＢ 

社会調査法ⅡＡ 

社会調査法ⅡＢ 

教育学特論 

教育心理学特論（教育・学校心理学） 

日本国憲法 

九州大学基幹教育科目履修規則（平成２５年度

九大規則第１２０号）第３条第２項の規定によ

り定める授業科目 

１ 

２ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

１ 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 
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 上記に掲げる最低修得単位のほか、備考３に定める授業科目の単位を修得しなければならな

い。 

（備考） 

 １ 「日本語Ⅰ」～「日本語Ⅶ」については、外国人留学生を対象とする授業科目として開

設し、第１外国語又は第２外国語として最低修得単位数に含めることができる。 

 ２ 各学科の学生は、理系ディシプリン科目として次の所定の単位を修得しなければならな

い。 

学科 授 業 科 目 単位数 
最低修得 

単位数 
合計最低 

修得単位数 

電 

気 

情 

報 

工 

学 

科 

 

 

 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数学演習B 
力学基礎 

電磁気学基礎 

電磁気学基礎演習 
熱力学基礎 

現代物理学基礎 

無機物質化学Ⅰ 

有機物質化学Ⅰ 
図形科学Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 
２ 

１ 

０．５ 

１ 

２ 

１ 

１ 

 １ 

１ 

１ 

２０．５ 

 

 

 

 

 

２０．５ 

材 

料 

工 

学 

科 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 

有機物質化学Ⅰ 
基礎化学熱力学Ⅰ 
基礎化学熱力学Ⅱ 
細胞生物学 
図形科学Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
１ 
１ 

２ 

 １ 

１ 

１ 

２３ 

 

 

 

 

 

２３ 
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応 

用 

化 

学 

科 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 

有機物質化学Ⅰ 
基礎化学熱力学Ⅰ 
基礎化学熱力学Ⅱ 
細胞生物学 
図形科学Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
１ 
１ 

２ 

 １ 

１ 

１ 

２３ 

 

 

 

 

 

２３ 

化 

学 

工 

学 

科 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 

有機物質化学Ⅰ 
基礎化学熱力学Ⅰ 
基礎化学熱力学Ⅱ 
細胞生物学 
図形科学Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
１ 
１ 

２ 

 １ 

１ 

１ 

２３ 

 

 

 

 

 

２３ 

融 

合 

基 

礎 

工 

学 

科 

）  

物 

質 

材 

料 

コ 

ー  

ス 

（  

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 

有機物質化学Ⅰ 
基礎化学熱力学Ⅰ 
基礎化学熱力学Ⅱ 
細胞生物学 
図形科学Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
１ 
１ 

２ 

 １ 

１ 

１ 

２３ 

 

 

 

 

 

２３ 
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融 

合 

基 

礎 

工 

学 

科 

）  

機 

械 

電 

気 

コ 

ー  

ス 

（  

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 
無機物質化学Ⅱ 

有機物質化学Ⅰ 
図形科学Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
 １ 

１ 

１ 
１ 

２０ 

 

 

 

 

 

２０ 

機 

械 

工 

学 

科 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 
無機物質化学Ⅱ 

有機物質化学Ⅰ 
図形科学Ⅰ 
図形科学Ⅱ 
空間表現実習Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
 １ 

１ 
１ 
２ 
１ 

１ 

２３ 

 

 

 

 

 

２３ 

航 

空 

宇 

宙 

工 

学 

科 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 
無機物質化学Ⅱ 

有機物質化学Ⅰ 
図形科学Ⅰ 
図形科学Ⅱ 
空間表現実習Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
 １ 

１ 
１ 
２ 
１ 

１ 

２３ 

 

 

 

 

 

２３ 
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量 

子 

物 

理 

工 

学 

科 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 
無機物質化学Ⅱ 

有機物質化学Ⅰ 
図形科学Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
 １ 

１ 

１ 
１ 

２０ 

 

 

 

 

 

２０ 

船 

舶 

海 

洋 

工 

学 

科 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 
力学基礎演習 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 
有機物質化学Ⅰ 
図形科学Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
 １ 

１ 

１ 
１ 

２０ 

 

 

 

 

 

２４ 

選 

択 

必 

修 

科 

目 

電磁気学基礎演習 

熱力学基礎演習 

無機物質化学Ⅱ 

基礎化学結合論Ⅰ 

基礎化学結合論Ⅱ 

生物学概論 

地球科学 

最先端地球科学 

０．５ 

０．５ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

４ 
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地 

球 

資 

源 

シ 

ス 

テ 

ム 

工 

学 

科 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 
力学基礎演習 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 
有機物質化学Ⅰ 
図形科学Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
 １ 

１ 

１ 
１ 

２０ 

 

 

 

 

 

２４ 

選 

択 

必 

修 

科 

目 

電磁気学基礎演習 

熱力学基礎演習 

無機物質化学Ⅱ 

基礎化学結合論Ⅰ 

基礎化学結合論Ⅱ 

生物学概論 

地球科学 

最先端地球科学 

０．５ 

０．５ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

４ 

土 

木 

工 

学 

科 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 
力学基礎演習 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 
有機物質化学Ⅰ 
図形科学Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
 １ 

１ 

１ 
１ 

２０ 

 

 

 

 

 

２４ 

選 

択 

必 

修 

科 

目 

電磁気学基礎演習 

熱力学基礎演習 

無機物質化学Ⅱ 

基礎化学結合論Ⅰ 

基礎化学結合論Ⅱ 

生物学概論 

地球科学 

最先端地球科学 

０．５ 

０．５ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

４ 
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建 

築 

学 

科 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

力学基礎 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 
無機物質化学Ⅱ 

有機物質化学Ⅰ 
図形科学Ⅰ 
図形科学Ⅱ 
空間表現実習Ⅰ 
世界建築史概論 
日本建築史概論 
近・現代建築史 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
 １ 

１ 
１ 

２ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 

２３ 

 

 

 

 

 

２３ 

 

別表第２（専攻教育科目に関する授業科目及び単位数） 

電気情報工学科 

授     業     科     目 

名     称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 

学  科  群  共  通  科  目 

電気情報工学入門 １ 必修 

電気情報数学Ⅰ １ 必修 

電気情報数学Ⅱ １ 必修 

回路理論Ⅰ ２ 必修 

回路理論Ⅱ ２ 必修 

論理回路 ２ 必修 

プログラミング論 ２ 必修 

プログラミング演習Ⅰ １ 必修 
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コンピュータアーキテクチャⅠ ２ 必修 

データ構造とアルゴリズムⅠ １ ※１ 

データ構造とアルゴリズムⅡ １ ※１ 

工学概論 ２ 必修 

学  科 ・ 専  攻  科  目 

（学  科  共  通  科  目） 

ディジタル電子回路Ⅰ １ ※２ 

ディジタル電子回路Ⅱ １ ※２ 

常微分方程式とラプラス変換 ２ 必修 

電気情報工学基礎実験 ２ 必修 

電気情報工学セミナーＡ ０．５ 必修 

電気情報工学セミナーＢ ０．５  

アナログ電子回路Ⅰ １ ※２、※３ 

アナログ電子回路Ⅱ １ ※２、※３ 

アナログ電子回路Ⅲ １  

アナログ電子回路Ⅳ １  

情報理論I １ ※１、※２ 

情報理論Ⅱ １ ※１、※２ 

ディジタル信号処理Ⅰ １  

ディジタル信号処理Ⅱ １  

複素関数論 ２ ※２、※３ 

電気情報工学実験Ⅰ ２ 必修 

電気情報工学実習 １  

電気情報工学実験Ⅱ ２ 必修 

離散数学I １ ※１ 
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離散数学Ⅱ １ ※１ 

電気エネルギー工学通論Ⅰ １ ※１、※２ 

電気エネルギー工学通論Ⅱ １ ※１、※２ 

電磁気学Ⅰ ２ ※２、※３ 

電磁気学Ⅱ ２ ※２、※３ 

電磁気学Ⅲ １ ※２、※３ 

電磁気学Ⅳ １ ※２、※３ 

信号とシステムⅠ １ ※２ 

信号とシステムⅡ １ ※２ 

計測工学ＢⅠ １  

計測工学ＢⅡ １  

通信方式Ⅰ １ ※２ 

通信方式Ⅱ １ ※２ 

通信ネットワークI １  

通信ネットワークⅡ １  

数理計画法I １  

数理計画法Ⅱ １  

制御工学ＡⅠ １ ※３ 

制御工学ＡⅡ １ ※３ 

回路理論Ⅲ １ ※２、※３ 

回路理論Ⅳ １ ※２、※３ 

電子物性Ⅰ １ ※２、※３ 

電子物性Ⅱ １ ※２、※３ 

プログラミング演習Ⅱ １ ※２、※３ 

プログラミング演習Ⅲ １ ※２、※３ 
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半導体の性質 １ ※２ 

トランジスタ基礎論 １ ※２ 

電磁波工学Ⅰ １  

電磁波工学Ⅱ １  

集積回路工学Ⅰ １  

集積回路工学Ⅱ １  

プラズマ工学Ⅰ １  

プラズマ工学Ⅱ １  

光エレクトロニクスⅠ １  

光エレクトロニクスⅡ １  

コンピュータシステム通論Ⅰ １ ※２、※３ 

コンピュータシステム通論Ⅱ １ ※２、※３ 

電気電子工学設計Ⅰ １  

電気電子工学設計Ⅱ １  

（計  算  機  工  学  科  目） 

情報論理学Ⅰ 

 

１ ※１ 

情報論理学Ⅱ １ ※１ 

基礎ＰＢＬⅠ １ ※１ 

データ構造とアルゴリズム演習 １ ※１ 

形式言語とオートマトンⅠ １ ※１ 

オペレーティングシステムⅠ １ ※１ 

形式言語とオートマトンⅡ １ ※１ 

オペレーティングシステムⅡ １ ※１ 

確率統計Ⅰ １ ※１ 

データベースⅠ １ ※１ 
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基礎ＰＢＬⅡ １ ※１ 

集積回路工学通論Ⅰ １ ※１ 

確率統計Ⅱ １ ※１ 

データベースⅡ １ ※１ 

集積回路工学通論Ⅱ １ ※１ 

コンパイラⅠ １ ※１ 

電気情報工学実験Ⅲ ２ ※１ 

コンパイラⅡ １ ※１ 

コンピュータアーキテクチャⅡ １  

コンピュータアーキテクチャⅢ １  

コンピュータシステムⅠ １  

データ構造とアルゴリズムⅢ １  

ソフトウエア工学Ⅰ １  

プログラミング言語論Ⅰ １  

コンピュータシステムⅡ １  

データ構造とアルゴリズムⅣ １  

ソフトウエア工学Ⅱ １  

プログラミング言語論Ⅱ １  

アルゴリズム論Ⅰ １  

データ解析と実験計画法Ⅰ １  

コンピュータシステムⅢ １  

サイバーセキュリティⅠ １  

分散システムⅠ １  

技術表現法Ⅰ １  

人工知能Ⅰ １  
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パターン認識Ⅰ １  

アルゴリズム論Ⅱ １  

データ解析と実験計画法Ⅱ １  

コンピュータシステムⅣ １  

サイバーセキュリティⅡ １  

分散システムⅡ １  

技術表現法Ⅱ １  

人工知能Ⅱ １  

パターン認識Ⅱ １  

（電  子  通  信  工  学  科  目） 

量子力学応用Ⅰ １  

量子力学応用Ⅱ １  

電子デバイスⅠ １  

電子デバイスⅡ １  

制御工学ＢⅠ １ ※２ 

制御工学ＢⅡ １ ※２ 

応用確率論 ２  

（電  気  電  子  工  学  科  目） 

エネルギー基礎論Ⅰ １ ※３ 

エネルギー基礎論Ⅱ １ ※３ 

制御工学ＡⅢ １  

制御工学ＡⅣ １  

基礎エネルギー変換機器学Ⅰ １ ※３ 

基礎エネルギー変換機器学Ⅱ １ ※３ 

計測工学ＡⅠ １ ※３ 
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計測工学ＡⅡ １ ※３ 

電力輸送工学Ⅰ １  

電力輸送工学Ⅱ １  

電気電子材料Ⅰ １  

電気電子材料Ⅱ １  

計測工学ＡⅢ １  

計測工学ＡⅣ １  

エネルギー変換機器工学Ⅰ １  

エネルギー変換機器工学Ⅱ １  

通信工学通論Ⅰ １ ※３ 

通信工学通論Ⅱ １ ※３ 

パワーエレクトロニクスⅠ １  

パワーエレクトロニクスⅡ １  

システム工学Ⅰ １  

システム工学Ⅱ １  

超伝導基礎論Ⅰ １  

超伝導基礎論Ⅱ １  

高電圧・パルスパワー工学Ⅰ １  

高電圧・パルスパワー工学Ⅱ １  

電気法規および施設管理Ⅰ １  

電気法規および施設管理Ⅱ １  

卒    業    研    究 

電気情報工学卒業研究 ８ 必修 
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※１ 計算機工学コースにおける必修科目 

※２ 電子通信工学コースにおける必修科目 

※３ 電気電子工学コースにおける必修科目 

 

必修科目を含む、以下の要件を満たす８７．５単位以上を修得しなければならない。 

（計算機工学コース） 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１８単位 

 （３）学科・専攻科目から３３．５単位 

     学科共通科目から１４．５単位 

     計算機工学科目から１９単位 

 （４）卒業研究から８単位 

 （５）その他 

  （２）及び（３）に基づき修得するもののほかに、学科群共通科目及び学科・専攻

科目から２５単位以上修得する。 
 

（電子通信工学コース） 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１６単位 

 （３）学科・専攻科目から４０．５単位 

     学科共通科目から３８．５単位 

     電子通信工学科目から２単位 

 （４）卒業研究から８単位 

 （５）その他 

（２）及び（３）に基づき修得するもののほかに、学科群共通科目及び学科・専攻科

目から２０単位以上修得する。 

 

（電気電子工学コース） 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１６単位 

 （３）学科・専攻科目から３６．５単位 

     学科共通科目から２８．５単位 

     計算機工学科目から８単位 

 （４）卒業研究から８単位 

 （５）その他 

（２）及び（３）に基づき修得するもののほかに、学科群共通科目及び学科・専攻

科目から２４単位以上修得する。 

 

材料工学科 

授    業    科    目 

名       称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 
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学  科  群  共  通  科  目 

物理化学第一 ２ 必修 

量子力学第一 ２ 必修 

無機化学第一 ２ 必修 

有機化学第一 ２ 必修 

金属材料大意 ２ 必修 

機械工学大意第一 ２ 必修 

電気工学基礎Ⅰ １ 必修 

電気工学基礎Ⅱ １ 必修 

電子情報工学基礎Ⅰ １  

電子情報工学基礎Ⅱ １  

安全学 ２ 必修 

テクノロジー・マーケティング ２  

工学概論 ２ 必修 

学  科 ・ 専  攻  科  目 

平衡組織学 ２ 必修 

冶金物理化学Ⅰ ２ 必修 

冶金物理化学Ⅱ ２ 必修 

材料工学実験第一 ２ 必修 

複素関数論 ２ 必修 

材料力学入門 １ 必修 

材料設計製図Ⅰ １ 必修 

材料設計製図Ⅱ １ 必修 

移動現象論 ２ 必修 

固体物理学 ２ 必修 
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弾性・塑性変形工学 １ 必修 

結晶化学 ２ 必修 

電子物性論 ２ 必修 

材料電気化学 ２ 必修 

超伝導材料工学 ２  

鉄鋼製錬学 ２  

材料工学実験第二 ２ 必修 

数理解析概論 ２ 必修 

凝固及び結晶成長 ２ 必修 

機械工作実習 １ 必修 

産業科学技術特別講義 ２  

材料工学特別演習 １  

薄膜物理 ２  

材料強度物性 ２ 必修 

金属組織制御学 ２ 必修 

エネルギー材料工学 ２  

バイオマテリアル ２  

データサイエンス ２ 必修 

材料工学実験第三 ２ 必修 

材料表面科学 ２  

無機材料解析学 ２  

鉄鋼材料工学 ２  

高温材料強度学 １ 必修 

非鉄金属製錬学 ２  

材料反応工学 ２ 必修 
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半導体工学 ２ 必修 

接合・複合工学 ２  

電解工学 ２  

非鉄金属材料工学 １  

セラミックス材料学 ２  

卒    業    研    究 

材料工学卒業研究 ８ 必修 

以下の要件を満たす８６単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１８単位 

 （３）学科・専攻科目から４４単位 

 （４）卒業研究から８単位 

 （５）その他 

     （２）及び（３）に基づき修得するもののほかに、学科群共通科目及び学科・専攻

科目から１３単位以上修得する。 

 

応用化学科 

授    業    科    目 

名       称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 

学  科  群  共  通  科  目 

物理化学第一 ２ 必修 

量子力学第一 ２ 必修 

無機化学第一 ２ 必修 

有機化学第一 ２ 必修 

金属材料大意 ２ 必修 

機械工学大意第一 ２ 必修 
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電気工学基礎Ⅰ １ 必修 

電気工学基礎Ⅱ １ 必修 

電子情報工学基礎Ⅰ １  

電子情報工学基礎Ⅱ １  

安全学 ２ 必修 

テクノロジー・マーケティング ２  

工学概論 ２ 必修 

学  科 ・ 専  攻  科  目 

複素関数論 ２  

応用化学実験第一 ２ 必修 

生化学第一 ２ 必修 

高分子化学第一 ２ 必修 

分析化学第一 ２ 必修 

有機化学第二 ２ 必修 

物理化学第二 ２  

必修 

応用物理学第一 ２  

データサイエンス ２ 必修 

化学工学第一 ２ 必修 

無機化学第二 ２ 必修 

量子化学第二 ２ 必修 

数理解析概論 ２  

応用化学実験第二 ２ 必修 

化学工学第二 ２ 必修 

分析化学第二 ２ 必修 
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高分子化学第二 ２ 必修 

有機化学第三 ２ 必修 

生化学第二 ２  

無機化学第三 ２ 必修 

物理化学第三 ２  

表面化学 ２  

応用化学実験第三 ２ 必修 

物理化学演習 １ 必修 

触媒化学 ２ 必修 

高分子化学第三 ２  

生体機能化学 ２  

有機化学第四 ２  

量子化学演習 １  

必修 

分析化学第三および演習 ２  

必修 

無機化学第四 ２  

分子組織化学 ２  

応用化学特別講義第一 １  

応用化学特別講義第二 １  

応用化学特別講義第三 １  

応用化学特別演習第一 １  

応用化学特別講義第四 １  

応用化学特別講義第五 １  

応用化学特別演習第二 １  

卒    業    研    究 

応用化学卒業研究 ８ 
必修 
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以下の要件を満たす８６単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１８単位 

 （３）学科・専攻科目から４０単位 

     「複素関数論」及び「数理解析概論」のいずれか１科目を選択必修とする。 

 （４）卒業研究から８単位 

 （５）その他 

     （２）及び（３）に基づき修得するもののほかに、学科群共通科目及び学科・専攻

科目から１７単位以上修得する。このうち、学科・専攻科目の「複素関数論」及び「

数理解析概論」のいずれか１科目を選択必修とする。 

 

 

 

化学工学科 

授    業    科    目 

名       称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 

学  科  群  共  通  科  目 

物理化学第一 ２ 必修 

量子力学第一 ２ 必修 

無機化学第一 ２ 必修 

有機化学第一 ２ 必修 

金属材料大意 ２ 必修 

機械工学大意第一 ２ 必修 

電気工学基礎Ⅰ １ 必修 

電気工学基礎Ⅱ １ 必修 

電子情報工学基礎Ⅰ １  

電子情報工学基礎Ⅱ １  

安全学 ２ 必修 
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テクノロジー・マーケティング ２  

工学概論 ２ 必修 

学  科 ・ 専  攻  科  目 

物理化学第二 ２ 必修 

化学工学量論 ２ 必修 

基礎生命工学 ２ 必修 

化工数学 ２ 必修 

化学工学実験第一 ２ 必修 

応用物理学第一 ２  

数理解析概論 ２ 必修 

物質移動工学 ２ 必修 

基礎流体工学 ２ 必修 

エネルギー材料工学 ２  

プロセス物理化学 ２ 必修 

化工流体工学 ２ 必修 

生物プロセス工学第一 ２ 必修 

機械工学大意第二 ２  

接合・複合工学 ２  

データサイエンス ２ 必修 

化学工学実験第二 ２ 必修 

化学工学特別講義 １  

応用物理学第二 ２  

基礎熱工学 ２ 必修 

プロセス制御 ２ 必修 
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反応工学第一 ２ 必修 

プロセス計装 １  

生物プロセス工学第二 ２ 必修 

高分子化学第三 ２  

化工情報処理演習 １ 必修 

化学工学実験第三 ２ 必修 

生命工学特別講義 １  

化工熱工学 ２ 必修 

分離工学 ２ 必修 

プロセスシステム工学 ２ 必修 

生物化学工学 ２ 必修 

反応工学第二 ２ 必修 

卒    業    研    究 

化学工学卒業研究 ８ 必修 

以下の要件を満たす８５単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１８単位 

 （３）学科・専攻科目から４７単位 

 （４）卒業研究から８単位 

 （５）その他 

     （２）及び（３）に基づき修得するもののほかに、学科群共通科目及び学科・専攻

科目の中から９単位以上修得する。 

 

融合基礎工学科 

授     業     科     目 

名     称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ ※１、※２ 

データサイエンス序論 ２ ※１、※２ 
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学  科  群  共  通  科  目 

無機化学第一 ２ ※１ 

有機化学第一 ２ ※１ 

金属材料大意 ２ ※１ 

物理化学第一 ２ ※１ 

量子力学第一 ２ ※１ 

機械工学大意第一 ２ ※１ 

電気工学基礎Ⅰ １ ※１ 

電気工学基礎Ⅱ １ ※１ 

電子情報工学基礎Ⅰ １  

電子情報工学基礎Ⅱ １  

安全学 ２ ※１ 

テクノロジー・マーケティング ２  

工学概論 ２ ※１、※２ 

ベクトル解析と微分方程式 ２ ※２ 

工業力学 ２ ※２ 

材料力学Ⅰ １ ※２ 

材料力学Ⅱ ２ ※２ 

熱力学Ⅰ ２ ※２ 

流れ学Ⅰ ２ ※２ 

現代物理学入門 ２ ※２ 

原子力工学概論 ２  

応用量子物理学入門 ２  

学  科 ・ 専  攻  科  目 

（学  科  共  通  科  目） 
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複素関数論 ２ ※１、※２ 

常微分方程式とラプラス変換 ２  

フーリエ解析と偏微分方程式 ２  

データ解析の数学 ２  

エネルギー変換工学 ２  

光・量子物理計測 ２  

材料強度学 ２  

化学反応論Ⅰ １  

化学反応論Ⅱ １  

プロセス化学工学 ２  

光エレクトロニクス ２  

構造材料学 １  

材料加工学 １  

先端計測科学 １  

エネルギー・環境学Ａ １  

エネルギー・環境学Ｂ １  

半導体・デバイス工学Ａ １  

半導体・デバイス工学Ｂ １  

プラズマ応用工学 １  

融合基礎情報学Ⅰ ２ ※１、※２ 

融合基礎情報学Ⅱ ２ ※１、※２ 

融合基礎情報学Ⅲ ２ ※１、※２ 

融合応用情報学Ａ １  

融合応用情報学Ｂ １  

融合応用情報学Ｃ １  
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融合応用情報学Ｄ １  

知的財産論 １  

マネージメント論 １  

マーケティング論 １  

インターンシップⅠ（長期） ３ ※３ 

インターンシップⅡ（短期） １  

融合基礎工学展望 ２ ※１、※２ 

融合工学概論Ⅰ ２ 必修 

融合工学概論Ⅱ ２ ※３ 

研究プロジェクト ４ ※３ 

グローバル科目Ⅰ（論文） １ 必修 

グローバル科目Ⅱ（討論） １ 必修 

融合基礎工学特別講義Ａ １  

融合基礎工学特別講義Ｂ １  

（物  質  材  料  コ  ー  ス  科  目） 

材料力学入門 １ ※１ 

物理化学第二 ２ ※１ 

分析化学第一 ２ ※１ 

無機化学第二 ２ ※１ 

弾性・塑性変形工学 １ ※１ 

相平衡論 ２  

固体物理Ⅰ ２ ※１ 

結晶学基礎 １ ※１ 

分光学基礎 １ ※１ 

機器分析学 ２ ※１ 
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材料速度論 １  

無機化学第三 ２  

固体物理Ⅱ １ ※１ 

電気化学Ⅰ １  

電気化学Ⅱ １  

触媒化学Ⅰ １  

触媒化学Ⅱ １  

材料組織制御学 １  

相転移論 １  

材料表面工学 １  

磁性材料学 １  

構造解析学 １  

セラミックス材料学Ⅰ １  

セラミックス材料学Ⅱ １  

物質材料科学実験Ⅰ ２ ※１ 

物質材料科学実験Ⅱ ２ ※１ 

物質材料科学実験Ⅲ ２ ※１ 

物質材料科学実験Ⅳ ２ ※１ 

（機  械  電  気  コ  ー  ス  科  目） 

力学 １ ※２ 

流体力学Ⅰ ２ ※２ 

熱エネルギー変換基礎 ２ ※２ 

振動力学 ２  

熱・流体計測学 １  

自動制御 ２  
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統計力学 ２  

量子力学 ２  

電磁気学Ⅰ ２ ※２ 

電磁気学Ⅱ ２  

電気回路Ⅰ ２ ※２ 

電気回路Ⅱ ２  

流体力学Ⅱ ２ ※２ 

伝熱学 ２ ※２ 

航空力学 １  

流体機械 １  

熱機関工学 １  

流体力学演習 １  

熱工学演習 １  

電気エネルギー工学 １  

高電圧・パルスパワー工学 ２  

プラズマ理工学Ⅰ １  

プラズマ理工学Ⅱ １  

機械電気科学実験Ⅰ １ ※２ 

機械電気科学実験Ⅱ １ ※２ 

機械電気科学実験Ⅲ １ ※２ 

機械電気科学実験Ⅳ １ ※２ 

機械電気科学設計演習 １ ※２ 

卒    業    研    究 

卒業研究 ６ 必修 

※１ 物質材料コースにおける必修科目 

※２ 機械電気コースにおける必修科目 
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※３ 高専連携教育プログラムにおける必修科目 

 

（物質材料コース） 

 以下の要件を満たす８６単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１８単位 

 （３）学科・専攻科目から５９単位 

     学科共通科目から１６単位。なお、「常微分方程式とラプラス変換」、「化学反応

論Ⅰ」及び「化学反応論Ⅱ」から２単位を選択必修とする。 

     物質材料コース科目から２３単位以上 

 （４）卒業研究から６単位 

 （５）その他 

     （１）から（３）に基づき修得するもののほか、学科共通科目と物質材料コース科

目から２０単位以上 

 

（機械電気コース） 

 以下の要件を満たす８９単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１５単位 

 （３）学科・専攻科目から６５単位 

     学科共通科目から１６単位。なお、「フーリエ解析と偏微分方程式」及び「エネル

ギー変換工学」から２単位を選択必修とする。 

     機械電気コース科目から１８単位以上 

 （４）卒業研究 ６単位 

 （５）その他 

     （１）から（３）に基づき修得するもののほか、学科共通科目及び機械電気コース

科目から３１単位以上 

 

（高専連携教育プログラム） 

 以下の要件を満たす８９単位以上を修得しなければならない。ただし、編入学前に高等専門

学校で学修した専門科目（高等専門学校設置基準（昭和３６年文部省令第２３号）第１６条に

定めるものをいう。）について、３２単位を上限に単位認定することができるものとする。 

 （１）学科・専攻科目の学科共通科目から２４単位      

 （２）卒業研究から６単位 

 （３）その他 

高等専門学校専攻科において開講される科目から２７単位 

 

機械工学科 

授    業    科    目 

名       称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 
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学  科  群  共  通  科  目 

材料力学Ⅰ １ 必修 

材料力学Ⅱ ２ 必修 

工業力学 ２ 必修 

熱力学Ⅰ ２ 必修 

流れ学Ⅰ ２ 必修 

現代物理学入門 ２ 必修 

ベクトル解析と微分方程式 ２ 必修 

工学概論 ２ 必修 

応用量子物理学入門 ２  

原子力工学概論 ２  

学  科 ・ 専  攻  科  目 

材料力学Ⅲ １．５ 必修 

複素関数論 ２ 必修 

フーリエ・ラプラス変換と偏微分方程式 ２ 必修 

機械工作実習Ⅰ １ 必修 

電気工学基礎Ⅰ １ 必修 

電気工学基礎Ⅱ １ 必修 

電子情報工学基礎Ⅰ １ 必修 

電子情報工学基礎Ⅱ １ 必修 

熱力学Ⅱ １．５ 必修 

機械力学Ａ １．５ 必修 

流れ学Ⅱ １．５ 必修 

機械材料Ⅰ １ 必修 
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材料力学Ⅳ １ 必修 

機械工作実習Ⅱ １ 必修 

機械設計Ⅰ １．５ 必修 

機械力学Ｂ １．５ 必修 

流体力学Ⅰ １．５ 必修 

弾性力学Ａ １ 必修 

機械工学実験第一 １ 必修 

数値解析基礎 ２ 必修 

システム制御Ａ １ 必修 

機械製作法Ⅰ ２ 必修 

機械要素Ⅰ １  

機械設計Ⅱ １．５ 必修 

機械要素設計製図Ⅰ ０．５ 必修 

伝熱学Ⅰ １．５ 必修 

機械力学Ｃ １．５ 必修 

流体力学Ⅱ １．５ 必修 

弾性力学Ｂ １ 必修 

システム制御Ｂ １ 必修 

機械製作法Ⅱ ２ 必修 

機械要素Ⅱ １  

機械要素設計製図Ⅱ ０．５ 必修 

テクノロジー・マーケティング ２  

伝熱学Ⅱ １．５ 必修 

内燃機関Ⅰ １  

連続体の振動学 １  
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応用流体工学 ２  

機械材料Ⅱ １  

機械工学実験第二 １ 必修 

データサイエンス応用 ２ 必修 

ロボティックスⅠ １  

システム制御Ｃ １ 必修 

機械工学設計製図 １ 必修 

熱エネルギー変換Ⅰ １  

内燃機関Ⅱ １  

燃焼学Ⅰ １ 必修 

機構学・振動制御 １  

水素工学基礎 ２  

システム工学 ２  

ロボティックスⅡ １  

システム制御Ｄ １ 必修 

加工機器・精密測定法 ２  

生体工学基礎 ２  

熱エネルギー変換Ⅱ １  

燃焼学Ⅱ １ 必修 

機械工学特別講義Ⅰ ０．５  

機械工学特別講義Ⅱ ０．５  

機械工学特別講義Ⅲ ０．５  

機械工学特別講義Ⅳ ０．５  

機械工学特別講義Ⅴ ０．５  

機械工学特別講義Ⅵ ０．５  
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機械工学特別講義Ⅶ ０．５  

機械工学特別講義Ⅷ ０．５  

卒    業    研    究 

機械工学卒業研究 
６ 

必修 

必修科目を含む、以下の要件を満たす８６単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１５単位 

 （３）学科・専攻科目から５２単位 

     「機械工学特別講義Ⅰ」から「機械工学特別講義Ⅷ」までの８科目から２単位を選

択必修とする。 

 （４）卒業研究から６単位 

 （５）その他 

     （１）～（４）に基づき修得するもののほかに、１０単位以上修得する。 

 

航空宇宙工学科 

授    業    科    目 

名       称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 

学  科  群  共  通  科  目 

材料力学Ⅰ １ 必修 

材料力学Ⅱ ２ 必修 

工業力学 ２ 必修 

熱力学Ⅰ ２ 必修 

流れ学Ⅰ ２ 必修 

現代物理学入門 ２ 必修 

ベクトル解析と微分方程式 ２ 必修 

応用量子物理学入門 ２  

原子力工学概論 ２  



- 44 - 
 

工学概論 ２ 必修 

学  科 ・ 専  攻  科  目 

複素関数論 ２ 必修 

フーリエ・ラプラス変換と偏微分方程式 ２ 必修 

応用確率論 ２  

情報処理概論 ２ 必修 

材料力学Ⅲ １．５ 必修 

材料力学Ⅳ １ 必修 

弾性力学 ２ 必修 

航空宇宙伝熱学 ２ 必修 

エネルギー変換基礎論 ２ 必修 

ジェットエンジン工学 ２  

航空流体力学 ２ 必修 

気体力学 ２ 必修 

飛行力学Ⅰ ２ 必修 

飛行力学Ⅱ ２  

応用飛行制御論 ２  

軌道力学 ２ 必修 

誘導・制御基礎論Ⅰ ２ 必修 

誘導・制御基礎論Ⅱ ２  

航空宇宙基礎物理学 ２  

宇宙利用学 ２  

基礎設計製図 ２ 必修 

航空宇宙工学設計実習 ２ 必修 
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基礎振動学 ２ 必修 

基礎構造力学 ２  

応用構造力学 ２  

航空宇宙機振動学 ２  

航空宇宙機材料学 ２  

人工衛星工学 ２  

ロケット工学 ２  

航空宇宙機設計論 ２  

航空宇宙工学実験 ２ 必修 

電気工学基礎Ⅰ １ 必修 

電気工学基礎Ⅱ １ 必修 

電子情報工学基礎Ⅰ １ 必修 

電子情報工学基礎Ⅱ １ 必修 

テクノロジー・マーケティング ２  

工業マネジメント  ２  

航空工学特別講義  １  

宇宙工学特別講義  １  

航空宇宙機設計生産システム  １  

ジェットエンジン構造設計 １  

航空機運用・整備 １  

宇宙環境制御システム  １  

産業活動実習Ⅰ ２  

産業活動実習Ⅱ ２  

卒    業    研    究 

航空宇宙工学卒業研究 ６ 必修 
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以下の要件を満たす８６．５単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１５単位 

 （３）学科・専攻科目から３６．５単位 

 （４）卒業研究から６単位 

 （５）その他 

    （１）から（４）に基づき修得するもののほかに、２６単位以上修得する。 

 

量子物理工学科 

授    業    科    目 

名       称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 

学  科  群  共  通  科  目 

材料力学Ⅰ １ 必修 

材料力学Ⅱ ２ 必修 

工業力学 ２ 必修 

熱力学Ⅰ ２ 必修 

流れ学Ⅰ ２ 必修 

現代物理学入門 ２ 必修 

ベクトル解析と微分方程式 ２ 必修 

工学概論 ２ 必修 

応用量子物理学入門 ２  

原子力工学概論 ２  

学  科 ・ 専  攻  科  目 

複素関数論 ２ 必修 

力学 ２ 必修 

振動・波動論基礎 ２ 必修 
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物理化学 ２ 必修 

電磁気学 ２ 必修 

情報処理概論 ２ 必修 

量子物理工学演習Ⅰ １ 必修 

量子物理工学演習Ⅱ １ 必修 

量子物理工学演習Ⅲ １ 必修 

創造科学工学基礎実験 １  

原子核物理学入門  ２  

原子核物理学 ２  

連続体力学 ２  

量子線物理計測 ２  

電気・電子回路 ２  

フーリエ・ラプラス変換と偏微分方程式 ２ 必修 

量子力学Ⅰ １ 必修 

量子力学Ⅱ １ 必修 

量子力学Ⅲ １  

統計力学Ⅰ ２ 必修 

統計力学Ⅱ ２  

輸送現象論 ２ 必修 

データ解析概論 ２ 必修 

量子物理工学実験 ２ 必修 

固体物理学Ⅰ ２ 必修 

固体物理学Ⅱ ２  

放射化学 ２  

ビーム工学 ２  
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材料科学概論 ２  

応用光学 ２  

応用確率論 ２  

現代科学技術論 １ 必修 

量子物理工学概論 １ 必修 

原子炉物理学Ⅰ １  

原子炉物理学Ⅱ １  

プラズマ理工学  １  

核融合概論 １  

原子炉熱流動工学 ２  

ソフトマター物理学 ２  

材料分析学 ２  

産業活動実習 １  

量子物理工学特別講義Ⅰ １  

量子物理工学特別講義Ⅱ １  

量子物理工学特別講義Ⅲ １  

量子物理工学特別講義Ⅳ １  

卒    業    研    究 

量子物理工学卒業研究 ８ 必修 

以下の要件を満たす８７単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１５単位 

 （３）学科・専攻科目から３１単位 

 （４）卒業研究から８単位 

 （５）その他 

     （１）から（４）に基づき修得するもののほかに、３０単位以上修得する。 

 

 

船舶海洋工学科 



- 49 - 
 

授    業    科    目 

名       称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 

学  科  群  共  通  科  目 

常微分方程式とラプラス変換 ２ 必修 

複素関数論 ２ 必修 

固体力学 ２ 必修 

地球環境総合工学 ２ 必修 

フーリエ変換と偏微分方程式 ２ 必修 

工学概論 ２ 必修 

学  科 ・ 専  攻  科  目 

電子情報工学基礎Ⅰ １ 必修 

電子情報工学基礎Ⅱ １ 必修 

電気工学基礎Ⅰ １ 必修 

電気工学基礎Ⅱ １ 必修 

機械工学大意第一 ２ 必修 

空間表現実習 １ 必修 

流体力学第一および同演習 １．５ 必修 

船舶設計 ２ 必修 

船舶算法および同演習 １．５ 必修 

材料力学および同演習 １．５ 必修 

船舶復原性および同演習 １．５ 必修 

流体力学第二および同演習 １．５ 必修 
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自動制御工学 ２ 必修 

材料加工学 ２ 必修 

弾性力学 ２ 必修 

船舶海洋製図第一 １ 必修 

船舶海洋流体力学第一 ２ 必修 

機能設計工学 ２ 必修 

構造力学第一および同演習 １．５ 必修 

計算工学演習第一 １ 必修 

船舶運動論 ２ 必修 

構造力学第二および同演習 １．５ 必修 

船舶海洋製図第二 ２ 必修 

情報処理概論 ２ 必修 

船舶海洋構造力学 ２ 必修 

船舶海洋流体力学第二 ２ 必修 

船舶海洋振動学第一 ２ 必修 

材料強度学 ２ 必修 

運動制御工学 ２ 必修 

環境設計工学 ２ 必修 

システム設計工学 ２ 必修 

船舶海洋工学実験 １ 必修 

舶用機関 ２ 必修 

工学力学 ２  

工学力学演習 １  

海洋環境情報学 ２  

海洋機器工学 ２  
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船舶海洋振動学第二 ２  

工業マネージメント ２  

計算工学演習第二 １  

構造解析演習 １  

船舶海洋工学特別講義第一 １  

船舶海洋工学特別講義第二 １  

船舶海洋工学特別講義第三 １  

卒    業    研    究 

船舶海洋工学卒業研究 ６ 必修 

以下の要件を満たす８５．５単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１２単位 

 （３）学科・専攻科目から６４．５単位 

（４）卒業研究から６単位 

 

地球資源システム工学科 

授    業    科    目 

名       称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 

学  科  群  共  通  科  目 

常微分方程式とラプラス変換 ２ 必修 

複素関数論 ２ 必修 

固体力学 ２ 必修 

地球環境総合工学 ２ 必修 

フーリエ変換と偏微分方程式 ２ 必修 

工学概論 ２ 必修 
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学  科 ・ 専  攻  科  目 

電気工学基礎Ⅰ １ 必修 

電気工学基礎Ⅱ １ 必修 

電子情報工学基礎Ⅰ １ 必修 

電子情報工学基礎Ⅱ １ 必修 

機械工学大意第一 ２ 必修 

情報処理概論 ２ 必修 

地球システム学概論 ２ 必修 

地球環境のイメージング ２ 必修 

地球熱学 ２ 必修 

資源流体工学 ２ 必修 

岩盤工学 ２ 必修 

資源処理工学 ２ 必修 

エネルギー資源工学 ２ 必修 

資源環境科学 ２ 必修 

フィールド地球科学演習 １ 必修 

物理探査学 ２ 必修 

地熱工学 ２ 必修 

地球工学実験第一 １ 必修 

地球工学実験第二 １ 必修 

石油工学 ２ 必修 

地下空洞設計法 ２ 必修 

水圏環境化学平衡論 ２ 必修 

工業爆薬学 ２ 必修 
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資源システム工学実験第一 １ 必修 

資源システム工学実験第二 １ 必修 

地層内物質移動工学 ２ 必修 

地球資源システム工学実習 ０．５ 必修 

資源地球科学 ２  

環境地球物理学 ２  

地熱貯留層工学 ２  

石油開発生産工学 ２  

固体資源開発工学 ２  

資源微生物工学 ２  

新エネルギー工学 １  

地熱発電工学 １  

石灰石資源 １  

石油・天然ガス資源開発 １  

海外資源・資源経済学 １  

廃棄物資源循環工学 １  

地球資源システム工学インターンシップ ４  

地球資源システム工学国際インターンシップ ４  

機械工学大意第二 ２  

無機化学第三 ２  

金属材料大意 ２  

テクノロジー・マーケティング ２  

卒    業    研    究 

地球資源システム工学卒業研究 ６ 必修 

必修科目を含む、以下の要件を満たす８５．５単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 
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 （２）学科群共通科目から１２単位 

 （３）学科・専攻科目から６４．５単位（４）卒業研究から６単位 

 

土木工学科 

授    業    科    目 

名       称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 

学  科  群  共  通  科  目 

常微分方程式とラプラス変換 ２ 必修 

複素関数論 ２ 必修 

固体力学 ２ 必修 

地球環境総合工学 ２ 必修 

フーリエ変換と偏微分方程式 ２ 必修 

工学概論 ２ 必修 

学  科 ・ 専  攻  科  目 

構造力学Ⅰ ２ 必修 

構造力学Ⅱ ２ 必修 

地震工学 ２  

構造解析学 ２  

土木材料学 ２ 必修 

コンクリート構造工学Ⅰ １  

コンクリート構造工学Ⅱ １  

鋼構造工学 ２  

維持管理工学 ２  
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地盤力学Ⅰ ２ 必修 

地盤力学Ⅱ ２ 必修 

応用地盤工学 ２ 必修 

社会基盤計画学Ⅰ １ 必修 

社会基盤計画学Ⅱ １ 必修 

まちづくり・地域づくり概論Ⅰ １  

まちづくり・地域づくり概論Ⅱ １  

計画数理 ２ 必修 

都市計画 ２  

交通計画学 ２  

交通施設工学 ２  

環境システム学 ２ 必修 

環境基礎学 ２ 必修 

環境保全と開発 ２  

流体力学基礎 ２ 必修 

水理学Ⅰ ２ 必修 

水理学Ⅱ ２ 必修 

水文学 ２  

河川工学 ２  

上下水道及び水資源工学 ２  

海岸水理学 ２  

沿岸域管理工学 ２  

土木と社会セミナーＡ １ 必修 

土木と社会セミナーＢ １ 必修 

土木と社会セミナーＣ １ 必修 
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土木地理学 ２ 必修 

土木エンジニア史 ２ 必修 

環境と防災Ａ １ 必修 

環境と防災Ｂ １ 必修 

データサイエンス ２ 必修 

景観学 ２  

生態工学 ２  

合意形成論 ２  

土木実践教室Ａ ２ 必修 

土木実践教室Ｂ ２ 必修 

測量学・実習 ３  

基礎土木工学演習 １ 必修 

プロジェクト・ものづくり ２  

プロジェクト・まちづくり ２  

土木工学総合演習 ２ 必修 

電子情報工学基礎Ⅰ １  

電子情報工学基礎Ⅱ １  

機械工学大意第一 ２  

電気工学基礎Ⅰ １  

電気工学基礎Ⅱ １  

工業爆薬学 ２  

卒    業    研    究 

土木工学卒業研究 ６ 必修 

必修科目を含む、以下の要件を満たす８５単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１２単位 
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 （３）学科・専攻科目から６４単位     「プロジェクト・ものづくり」及び「プロジェ

クト・まちづくり」のいずれか１科目を選択必修とする。 

（５）卒業研究から６単位 

 

建築学科 

授     業     科     目 

名     称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 

学  科 ・ 専  攻  科  目 

（総  合  科  目） 

建築概論 ２ 必修 

特別プログラム ２  

 

情報処理概論 ２ 必修 

建築学研究序説 ２ 必修 

（ 法   規   科   目 ） 

建築法規 ２ 必修 

（ 設  計 ・ 実  験  演  習  科  目 ） 

建築設計基礎演習Ａ ３ 必修 

建築設計基礎演習Ｂ ３ 必修 

建築設計基礎演習Ｃ ３ 必修 

建築設計基礎演習Ｄ ３ 必修 

建築設計基礎演習Ｅ ３ 必修 

都市・建築設計演習Ａ ３  

都市・建築設計演習Ｂ ３  

都市・建築設計演習Ｃ ３  
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都市・建築設計演習Ｄ ３  

建築環境設備実験演習 ３  

建築環境設備設計演習 ３  

建築構造材料実験演習 ３  

建築構造設計演習Ａ １．５  

建築構造設計演習Ｂ １．５  

（ 建  築  計  画  科  目 ） 

建築設計計画Ａ １ 必修 

建築設計計画Ｂ １ 必修 

建築設計計画Ｃ １ 必修 

建築設計計画Ｄ １ 必修 

建築設計計画Ｅ １ 必修 

住環境計画論 １  

居住文化論 １  

（ 都  市  計  画  科  目 ） 

都市計画概論 １ 必修 

都市設計概論 １ 必修 

ハウジング論 １ 必修 

まちづくり概論 １ 必修 

景観設計 １  

都市再生 １  

都市解析 １  

空間メディア １  

（ 歴  史 ・ 意  匠  科  目 ） 

世界建築史詳論 １  
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日本建築史詳論 １  

現代建築デザイン １  

都市史 １  

（ 環    境    科   目 ） 

建築環境設備基礎Ａ １ 必修 

建築環境設備基礎Ｂ １ 必修 

建築環境設備応用Ａ １ 必修 

建築環境設備応用Ｂ １ 必修 

建築環境デザイン ２ 必修 

（ 構    造    科   目 ） 

建築構造力学基礎 ２ 必修 

静定建築構造力学 ２ 必修 

建築材料 ２ 必修 

建築構法 ２ 必修 

木質構造 １ 必修 

鉄骨構造 １ 必修 

鉄筋コンクリート構造 １ 必修 

建築施工 ２ 必修 

不静定建築構造力学 ２  

建築振動学 ２  

建築構造設計技法Ａ １  

建築構造設計技法Ｂ １  

建築荷重論 ２  

建築防災 ２  

合成構造 １  
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建築土質力学 １  

空間構造計画 ２  

基礎構造 １  

建築応用力学 ２  

建築耐震設計 ２  

（ 工  学  一  般  科  目 ） 

測量学・実習 ３  

テクノロジー・マーケティング ２  

数理解析概論 ２  

複素関数論 ２  

卒    業    研    究 

建築学卒業研究 ６ 必修 

必修科目を含む、以下の要件を満たす８２単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科・専攻科目から７３単位 

 （３）卒業研究から６単位 

 

 

別表第３ （国際コースの基幹教育科目に関する授業科目、単位数及び最低修得単位数） 

区 分 授 業 科 目 単位数 最低習得 

単位数 
KIKAN E
ducation 
Courses 

KIKAN Education 
Seminar 

KIKAN Education Seminar １    １ 

Interdisciplinary 
Collaborative Learning 
of Social Issues 

Interdisciplinary Collaborative Learning of 
Social Issues 

２．５ ２．５ 

Subjects in Humanities 
and Social Science 

Introduction to Law 

Introduction to Economics 
Introduction to Philosophy 
Intercultural Encounters 
Introduction to Psychology 
Global Issues 
Introduction to Japanese History 
Language and Communication in Society 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

８ 
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General Subjects Engagement with Volunteer I 
Engagement with Volunteer II 
Engagement with Internship I 
Engagement with Internship II 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

Subjects for 
Languages and Culture 

Intensive English Japanese Issue I 

Intensive English Japanese Issue II 

Intensive English C Theme-Based 

Intensive English C Skill-Based 

１ 

１ 

１ 

１ 

４ 

Integrated Courses：Beginners A 
Integrated Courses：Beginners B 
Integrated Courses：Elementary 1A 
Integrated Courses：Elementary 1B 
Integrated Courses：Elementary 2A 
Integrated Courses：Elementary 2B 
Integrated Courses：Pre-Intermediate A 
Integrated Courses：Pre-Intermediate B 
Integrated Courses：Intermediate 1A 
Integrated Courses：Intermediate 1B 
Integrated Courses：Intermediate 2A 
Integrated Courses：Intermediate 2B

１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 

１ 
１ 
１ 
１

６ 

Integrated Courses：Pre-Advanced A 
Integrated Courses：Pre-Advanced B 
Integrated Courses：Advanced A 
Integrated Courses：Advanced B 

１ 
１ 
１ 
１ 

 

Kanji Courses：Elementary 1A 
Kanji Courses：Elementary 1B 
Kanji Courses：Elementary 2A 
Kanji Courses：Elementary 2B 
Kanji Courses：Pre-Intermediate A 
Kanji Courses：Pre-Intermediate B 
Kanji Courses：Intermediate 1A 
Kanji Courses：Intermediate 1B 
Kanji Courses：Intermediate 2A 
Kanji Courses：Intermediate 2B 

Kanji Courses：Pre-Advanced A 

Kanji Courses：Pre-Advanced B 

Kanji Courses：Advanced A 

Kanji Courses：Advanced B 

１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

４ 

Cybersecurity Primary Course of Cyber Security - How 
to Survive the Cyber 

１ １ 

Subjects on Health and 
Sports  

Laboratory of Health and Sports Science １ １ 

Subjects in Science Computer Programming Exercise 
Calculus I 
Calculus II 
Calculus III 
Calculus IV 

Linear Algebra I 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 
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Linear Algebra II 
Linear Algebra III 
Linear Algebra IV 

Fundamental Physics I 
Fundamental Physics II 
Fundamental Physics III 
Fundamental Physics IV 

Fundamental Physics V 

Fundamental Physics VI 
Fundamental Physics VII 
Fundamental Physics VIII 
Basic Chemistry I 
Basic Chemistry II 
Fundamental Inorganic Chemistry I 
Fundamental Inorganic Chemistry II 
Fundamental Organic Chemistry I 
Fundamental Organic Chemistry II 
Fundamental Cell Biology I 
Fundamental Cell Biology II 
Introductory Biology I 
Introductory Biology II 
Basic Laboratory Experiments in Natural 
Science I 
Basic Laboratory Experiments in Natural 
Science II 
Drawings on Technical Design I 
Drawings on Technical Design II 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

  
（備考） 

   各国際コースの学生は、Subjects in Science の必修科目として、次の所定の単位を修得しな

ければならない。 

国際コース 区分 授 業 科 目 及 び 単 位 数 
最低修得 

単位数 

電気情報工

学科（電気

情報工学コ

ース）国際

コース 

Subjects in 
Science 

Computer Programming Exercise（１） 

Calculus I（１） 

Calculus II（１） 

Calculus III（１） 

Calculus IV（１） 

Linear Algebra I（１） 

Linear Algebra II（１） 

Linear Algebra III（１） 

Linear Algebra IV（１） 

Fundamental Physics I（１） 

Fundamental Physics II（１） 

Fundamental Physics III（１） 

Fundamental Physics IV（１） 

Fundamental Physics V（１） 

Fundamental Physics VI（１） 

２１ 



- 63 - 
 

Fundamental Physics VII（１） 

Fundamental Physics VIII（１） 

Basic Chemistry I（１） 

Basic Chemistry II（１） 

Basic Laboratory Experiments in Natural Science I
（１） 

Basic Laboratory Experiments in Natural Science 
II（１） 

応用化学科

（応用化学

コース）国

際コース 

Subjects in 
Science 

Computer Programming Exercise（１） 

Calculus I（１） 

Calculus II（１） 

Calculus III（１） 

Calculus IV（１） 

Linear Algebra I（１） 

Linear Algebra II（１） 

Linear Algebra III（１） 

Linear Algebra IV（１） 

Fundamental Physics I（１） 

Fundamental Physics II（１） 

Fundamental Physics VII（１） 

Fundamental Physics VIII（１） 

Basic Chemistry I（１） 

Basic Chemistry II（１） 

Fundamental Inorganic Chemistry I（１） 

Fundamental Inorganic Chemistry II（１） 

Fundamental Organic Chemistry I（１） 

Fundamental Organic Chemistry II（１） 

Basic Laboratory Experiments in Natural Science I
（１） 

Basic Laboratory Experiments in Natural Science 
II（１） 

２１ 

機械工学科

及び航空宇

宙工学科（

機械航空工

学コース）

国際コース 

 

Subjects in 
Science 

Computer Programming Exercise（１） 

Calculus I（１） 

Calculus II（１） 

Calculus III（１） 

Calculus IV（１） 

Linear Algebra I（１） 

Linear Algebra II（１） 

Linear Algebra III（１） 

Linear Algebra IV（１） 

Fundamental Physics I（１） 

Fundamental Physics II（１） 

Fundamental Physics III（１） 

Fundamental Physics IV（１） 

Fundamental Physics V（１） 

Fundamental Physics VI（１） 

Fundamental Physics VII（１） 

Fundamental Physics VIII（１） 

Basic Chemistry I（１） 

２３ 
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Basic Chemistry II（１） 

Basic Laboratory Experiments in Natural Science I
（１） 

Basic Laboratory Experiments in Natural Science 
II（１） 

Drawings on Technical Design I（１） 

Drawings on Technical Design II（１） 

土木工学科

（土木工学

コース）国

際コース 

 

Subjects in 
Science 

Computer Programming Exercise（１） 

Calculus I（１） 

Calculus II（１） 

Calculus III（１） 

Calculus IV（１） 

Linear Algebra I（１） 

Linear Algebra II（１） 

Linear Algebra III（１） 

Linear Algebra IV（１） 

Fundamental Physics I（１） 

Fundamental Physics II（１） 

Fundamental Physics III（１） 

Fundamental Physics IV（１） 

Fundamental Physics V（１） 

Fundamental Physics VI（１） 

Fundamental Physics VII（１） 

Fundamental Physics VIII（１） 

Basic Chemistry I（１） 

Basic Chemistry II（１） 

Basic Laboratory Experiments in Natural Science I
（１） 

Basic Laboratory Experiments in Natural Science 
II（１） 

２１ 

 

別表第４（国際コースの専攻教育科目に関する授業科目及び単位数） 

電気情報工学科 

 （電気情報工学コース）国際コース 

授    業    科    目 

名      称 単  位 

共  通  科  目 （必  修） 

Technical Communication I １ 

Technical Communication II １ 

Ordinary Differential Equation I １ 

Ordinary Differential Equation II １ 
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Complex Function Theory I １ 

Complex Function Theory II １ 

Fourier Analysis I １ 

Fourier Analysis II １ 

Japanese Industries I １ 

Japanese Industries II １ 

Graduation Research １２ 

計 ２２ 

共  通  科  目 （選  択） 

Introduction to Metallic Materials I １ 

Introduction to Metallic Materials II １ 

Advanced Engineering I １ 

Advanced Engineering II １ 

Engineering Mathematics I １ 

Engineering Mathematics II １ 

Solid Mechanics I １ 

Solid Mechanics II １ 

Fluid Mechanics IA １ 

Fluid Mechanics IB １ 

Introduction to Engineering Analysis 
and Measurement I 

１ 

Introduction to Engineering Analysis 
and Measurement II 

１ 

Engineering Ethics I １ 

Engineering Ethics II １ 

Business Japanese A １ 
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Business Japanese B １ 

Business Japanese C １ 

Active Japansese I １ 

Active Japanese II １ 

Progresseive Japanese I １ 

Progresseive Japanese II １ 

（電気情報工学コース）国際コース（必修） 

Mathematics for Electrical Engineering 
and Computer Science 

２ 

Linear Circuits I ２ 

Linear Circuits II ２ 

Logic Circuits ２ 

Programming Methodology I ２ 

Programming Practice I １ 

Computer Architecture I  ２ 

Fundamentals of Integrated Circuits A １ 

Fundamentals of Integrated Circuits B １ 

Electric Energy A １ 

Electric Energy B １ 

Fundamentals of Communication 
Engineering A 

１ 

Fundamentals of Communication 
Engineering B 

１ 

Fundamentals of Computer Systems A １ 

Fundamentals of Computer Systems B １ 

Fundamentals of Electrical Engineering 
and Computer Science I 

２ 
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Fundamentals of Electrical Engineering 
and Computer Science II 

２ 

Electromagnetic Theory I ２ 

System Control A １ 

System Control B １ 

Applied Mathematical Logic ２ 

Analog Electronic Circuits I ２ 

Data Structure and Algorithms IA １ 

Data Structure and Algorithms IB １ 

Electronic Measurements A １ 

Electronic Measurements B １ 

Laboratory of Electrical Engineering  
and Computer Science-Basic 

２ 

Laboratory of Electrical Engineering 
and Computer Science I 

２ 

Laboratory of Electrical Engineering and 
Computer Science II 

２ 

計 ４３ 

（電気情報工学コース）国際コース （選 択） 

Practice in Logic Design ２ 

System Programming Laboratory ２ 

 

上記を除く電気情報工学科専攻教育科目の全て 

 

共通科目より２２単位、電気情報工学コース科目より４３単位

、選択科目（共通科目又は（電気情報工学コース）国際コース

科目）から７単位の計７２単位を修得しなければならない。 

 

応用化学科 

 （応用化学コース）国際コース 

授    業    科    目 
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名       称 単   位 

共  通  科  目 （必  修） 

Technical Communication I １ 

Technical Communication II              １ 

Ordinary Differential Equation I １ 

Ordinary Differential Equation II １ 

Introduction to Information Processing 
I 

１ 

Introduction to Information Processing 
II 

１ 

Japanese Industries I １ 

Japanese Industries II １ 

Introduction to Metallic Materials I １ 

Introduction to Metallic Materials II １ 

Advanced Engineering I １ 

Advanced Engineering II  １ 

Engineering Ethics I              １ 

Engineering Ethics II １ 

Inorganic Chemistry I １ 

Inorganic Chemistry II １ 

Graduation Research １２ 

計 ２８ 

共  通  科  目 （選  択） 

Fundamentals of Electrical Engineering 
I 

１ 

Fundamentals of Electrical Engineering 
II 

１ 

Engineering Mathematics I １ 
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Engineering Mathematics II              １ 

Complex Function Theory I １ 

Complex Function Theory II              １ 

Business Japanese A １ 

Business Japanese B １ 

Business Japanese C １ 

Active Japansese I １ 

Active Japanese II １ 

Progresseive Japanese I １ 

Progresseive Japanese II １ 

（応用化学コース）国際コース （必  修） 

Organic Chemistry I １ 

Organic Chemistry II １ 

Organic Chemistry III １ 

Organic Chemistry Ⅳ １ 

Inorganic Chemistry III １ 

Inorganic Chemistry Ⅳ １ 

Analytical Chemistry I １ 

Analytical Chemistry II １ 

Analytical Chemistry III １ 

Analytical Chemistry Ⅳ １ 

Physical Chemistry I １ 

Physical Chemistry II              １ 

Physical Chemistry III １ 

Physical Chemistry Ⅳ １ 
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Polymer Chemistry I １ 

Polymer Chemistry II              １ 

Chemical Reaction Engineering I １ 

Chemical Reaction Engineering II              １ 

Biochemistry I １ 

Biochemistry II              １ 

Coordination Chemistry I １ 

Coordination Chemistry II              １ 

Polymer Chemistry III １ 

Polymer Chemistry Ⅳ              １ 

Task-Based Exercise in Applied 
Chemistry I 

２ 

Task-Based Exercise in Applied 
Chemistry II 

             ２ 

Task-Based Exercise in Applied 
Chemistry III 

２ 

Task-Based Exercise in Applied 
Chemistry Ⅳ 

             ２ 

Task-Based Exercise in Applied 
Chemistry Ⅴ 

２ 

Task-Based Exercise in Applied 
Chemistry Ⅵ 

             ２ 

Experiment in Applied Chemistry IA ２ 

Experiment in Applied Chemistry IB              ２ 

Experiment in Applied Chemistry IIA ２ 

Experiment in Applied Chemistry IIB ２ 

Experiment in Applied Chemistry IIIA ２ 

Experiment in Applied Chemistry IIIB              ２ 
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計 ４８ 

 

共通科目２８単位及び（応用化学コース）国際コース科目から４８単位の

合計７６単位を修得しなければならない。 

 

機械工学科及び航空宇宙工学科 

 （機械航空工学コース）国際コース 

授    業    科    目 

名       称 単   位 

共  通  科  目（必  修） 

Technical Communication I １ 

Technical Communication II １ 

Ordinary Differential Equation I １ 

Ordinary Differential Equation II              １ 

Complex Function Theory I              １ 

Complex Function Theory II １ 

Fourier Analysis I １ 

Fourier Analysis II １ 

Fundamentals of Electrical Engineering I １ 

Fundamentals of Electrical Engineering II              １ 

Fundamentals of Electronics and 
Information Engineering I 

１ 

Fundamentals of Electronics and 
Information Engineering II 

             １ 

Introduction to Information Processing I １ 

Introduction to Information Processing II              １ 

Japanese Industries I １ 

Japanese Industries II １ 
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Introduction to Metallic Materials I １ 

Introduction to Metallic Materials II              １ 

Advanced Engineering I １ 

Advanced Engineering II              １ 

Solid Mechanics I １ 

Solid Mechanics II              １ 

Fluid Mechanics IA １ 

Fluid Mechanics IB              １ 

Introduction to Engineering Analysis 
and Measurement I 

１ 

Introduction to Engineering Analysis 
and Measurement II 

１ 

Engineering Ethics I              １ 

Engineering Ethics II              １ 

Engineering Mathematics I １ 

Engineering Mathematics II              １ 

Graduation Research             １２ 

計 ４２ 

            共  通  科  目 （選 択） 

Business Japanese A １ 

Business Japanese B              １ 

Business Japanese C              １ 

Active Japansese I １ 

Active Japanese II １ 

Progresseive Japanese I １ 

Progresseive Japanese II １ 
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（機械航空工学コース）国際コース（必修） 

Introduction to Mechanical and 
Aerospace Engineering 

２ 

Strength of Materials IA １ 

Strength of Materials IB              １ 

Strength of Materials IIA １ 

Strength of Materials IIB              １ 

Fluid Mechanics IIA １ 

Fluid Mechanics IIB              １ 

Thermodynamics Ⅰ ２ 

Thermodynamics Ⅱ ２ 

Mechanics I １ 

Mechanics II              １ 

Dynamics of Machinery I １ 

Dynamics of Machinery II              １ 

Systems Control IA １ 

Systems Control IB              １ 

Systems Control IIA １ 

Systems Control IIB              １ 

Heat Transfer I １ 

Heat Transfer II              １ 

Mechanical and Aerospace Engineering 
ExperimentsⅠ 

１ 

Mechanical and Aerospace Engineering 
ExperimentsⅡ 

１ 

Mechanical and Aerospace Engineering 
Drawing and Design 

２ 



- 74 - 
 

Aerospace Engineering IA １ 

Aerospace Engineering IB              １ 

Aerospace Engineering IIA １ 

Aerospace Engineering IIB              １ 

Machine Design I １ 

Machine Design II              １ 

Manufacturing Processes I １ 

Manufacturing Processes II              １ 

Internal Combustion Engine I １ 

Internal Combustion Engine II              １ 

Computational Methods I １ 

Computational Methods II １ 

                    計 ３８ 

 

共通科目４２単位及び（機械航空工学コース）国際コース科目３８単位の

合計８０単位を修得しなければならない。 

 
土木工学科 

 （土木工学コース）国際コース 

授  業  科  目 

名       称 単   位 

共  通  科  目 （必  修） 

Technical Communication I １ 

Technical Communication II              １ 

Ordinary Differential Equation I １ 

Ordinary Differential Equation II １ 

Complex Function Theory I １ 
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Complex Function Theory II １ 

Fourier Analysis I １ 

Fourier Analysis II １ 

Advanced Engineering I              １ 

Advanced Engineering II              １ 

Solid Mechanics I １ 

Solid Mechanics II １ 

Fluid Mechanics IA １ 

Fluid Mechanics IB １ 

Introduction to Engineering Analysis and 
Measurement I 

１ 

Introduction to Engineering Analysis and 
Measurement II 

１ 

Engineering Ethics I １ 

Engineering Ethics II １ 

Engineering Mathematics I １ 

Engineering Mathematics II １ 

Graduation Research １２ 

計 ３２ 

共  通  科  目 （選  択） 

Japanese Industries I １ 

Japanese Industries II              １ 

Introduction to Metallic Materials I １ 

Introduction to Metallic Materials II              １ 

Inorganic Chemistry I １ 

Inorganic Chemistry II １ 
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Fundamentals of Electrical Engineering 
I 

１ 

Fundamentals of Electrical Engineering 
II 

１ 

Fundamental of Electronics and 
Information Engineering I 

１ 

Fundamentals of Electronics and 
Information Engineering II 

１ 

Introduction to Information Processing I １ 

Introduction to Information Processing II              １ 

Business Japanese A              １ 

Business Japanese B １ 

Business Japanese C １ 

Active Japansese I １ 

Active Japanese II １ 

Progresseive Japanese I １ 

Progresseive Japanese II １ 

社会基盤・構造系 （必  修） 

Structural Mechanics IA １ 

Structural Mechanics IB              １ 

Construction Materials I １ 

Construction Materials II １ 

Structural Mechanics IIA              １ 

Structural Mechanics IIB             １ 

Bridge Engineering I              １ 

Bridge Engineering II              １ 

計 ８ 

社会基盤・構造系 （選  択） 
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Maintenance Engineering ２ 

防災・地盤系 （必  修） 

Soil Mechanics IA １ 

Soil Mechanics IB              １ 

Soil Mechanics IIA １ 

Soil Mechanics IIB              １ 

Applied Geotechnical Engineering I １ 

Applied Geotechnical Engineering II １ 

                    計              ６ 

環境・水工系 （必  修） 

Hydraulics IA １ 

Hydraulics IB              １ 

Hydraulics IIA              １ 

Hydraulics IIB              １ 

Environmental Systems Engineering I １ 

Environmental Systems Engineering II              １ 

Basics of Environmental Engineering I              １ 

Basics of Environmental Engineering II              １ 

Hydrosphere Engineering I              １ 

Hydrosphere Engineering II １ 

計 １０ 

交通・都市計画系 （必  修） 

Mathematics for Planning I １ 

Mathematics for Planning II １ 

Transportation Planning I １ 
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Transportation Planning II １ 

計 ４ 

交通・都市計画系 （選  択） 

Introduction to Architecture of 
Infrastructure and Environment I 

１ 

Introduction to Architecture of 
Infrastructure and Environment II 

１ 

Environmental Economics I １ 

Environmental Economics II              １ 

実 験 ・ 概 論 （必  修） 

Civil and Environmental Engineering 
Laboratory Work A 

２ 

Civil and Environmental Engineering 
Laboratory Work B 

２ 

Civil and Environmental Engineering 
Laboratory Work C 

２ 

Civil and Environmental Engineering 
Practice 

２ 

計 ８ 

実  習  系 （選  択） 

Surveying and Mapping ３ 

 

必修科目６８単位及び選択科目４単位以上の合計７２単位を修

得しなければならない。ただし、交通・都市計画系選択科目か

ら２単位を最低限修得するものとする。 
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旧

別表第１（基幹教育科目に関する授業科目、単位数及び最低修得単位数）

区 分 授 業 科 目 単位数 最低修得 合計最低

単位数 修得単位数

基幹教育 基幹教育セミナー １ １ １

セミナー

課題協学 課題協学科目 ２．５ ２．５ ２．５

科目

言 言 学術英語 A・リセプション １ 第１外国語 １２

語 語 学術英語 A・プロダクション １ 英語 ８

文 文 学術英語 B・インテグレイト １

化 化 学術英語 AB・再履修 １

科 基 学術英語 A・CALL １

目 礎 学術英語 B・CALL １

科 学術英語 C・テーマベース １

目 学術英語 C・スキルベース １

専門英語 １

学術英語 C・集中演習 ２

ドイツ語Ⅰ １ 第２外国語

ドイツ語Ⅱ １ ４

ドイツ語Ⅲ １

ドイツ語プラクティクムⅠ １

ドイツ語プラクティクムⅡ １

フランス語Ⅰ １

フランス語Ⅱ １

フランス語Ⅲ １

フランス語プラティクⅠ １

フランス語プラティクⅡ １

中国語Ⅰ １

中国語Ⅱ １

中国語Ⅲ １

中国語実践Ⅰ １

中国語実践Ⅱ １

ロシア語Ⅰ １

ロシア語Ⅱ １

ロシア語Ⅲ １

ロシア語フォーラム １

韓国語Ⅰ １

韓国語Ⅱ １

韓国語Ⅲ １

韓国語フォーラム １
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スペイン語Ⅰ １

スペイン語Ⅱ １

スペイン語Ⅲ １

スペイン語フォーラム １

日本語Ⅰ １

日本語Ⅱ １

日本語Ⅲ １

日本語Ⅳ １

日本語Ⅴ １

日本語Ⅵ １

日本語Ⅶ １

文 哲学・思想入門 ２ ４ ４

系 先史学入門 ２

デ 歴史学入門 ２

ィ 文学・言語学入門 ２

シ 芸術学入門 ２

プ 文化人類学入門 ２

リ 地理学入門 ２

ン 社会学入門 ２

科 心理学入門 ２

目 現代教育学入門 １

教育基礎学入門 １

法学入門 ２

政治学入門 ２

経済学入門 ２

経済史入門 ２

The Law and Politics of International Society ２

理 社会と数理科学 １ ※備考２参照

系 微分積分学 １．５

デ 微分積分学・同演習Ａ １．５

ィ 微分積分学・同演習Ｂ １．５

シ 微分積分学・同演習Ⅰ １．５

プ 微分積分学・同演習Ⅱ １．５

リ 微分積分学・同演習Ⅲ １．５

ン 線形代数 １．５

科 線形代数学・同演習Ａ １．５

目 線形代数学・同演習Ｂ １．５

数学演習ⅠＡ １

数学演習ⅠＢ １

数学演習Ⅱ １

数理統計学 １．５

身の回りの物理学Ａ １

身の回りの物理学Ｂ １

物理学概論Ａ １．５

物理学概論Ｂ １．５

物理学概論Ａ演習 １



- 81 -

物理学概論Ｂ演習 １

基幹物理学ⅠＡ １．５

基幹物理学ⅠＢ １．５

基幹物理学ⅠＡ演習 １

基幹物理学ⅠＢ演習 １

力学演習 １

物理学の進展 １．５

基幹物理学Ⅱ １．５

電気電子工学入門 ２

原子核物理学 ２

身の回りの化学 １

基礎化学 １．５

無機物質化学 １．５

有機物質化学 １．５

基礎化学結合論 １．５

基礎化学熱力学 １．５

現代化学 １．５

基礎生物有機化学 １．５

基礎生化学 １．５

機器分析学 ２

生命の科学Ａ １

生命の科学Ｂ １

基礎生物学概要 １．５

細胞生物学 １．５

集団生物学 １．５

分子生物学 １．５

生態系の科学 １．５

地球と宇宙の科学 １

地球科学 １

最先端地球科学 １

宇宙科学概論 １．５

デザイン思考 １

図形科学 １．５

空間表現実習Ⅰ ２

空間表現実習Ⅱ ２

世界建築史 ２

日本建築史 ２

近・現代建築史 ２

デザイン史 ２

情報科学 １．５

プログラミング演習 １

コンピュータープログラミング入門 １

自然科学総合実験（基礎） １

自然科学総合実験（発展） １

サイバー サイバーセキュリティ基礎論 １ １ １

セキュリ

ティ科目



- 82 -

健康・ 健康・スポーツ科学演習 １ １ １

スポーツ

科目 身体運動科学実習Ⅰ １

身体運動科学実習Ⅱ １

身体運動科学実習Ⅲ １

身体運動科学実習Ⅳ １

健康・スポーツ科学講義ⅠＡ １

健康・スポーツ科学講義ⅠＢ １

健康・スポーツ科学講義Ⅱ ２

総 アカデミック・フロンティアⅠ １ 建築学科 建築学科

合 アカデミック・フロンティアⅡ １ 電気情報 電気情報

科 大学とは何かⅠ １ 工学科 工学科

目 大学とは何かⅡ １ 物質科学 物質科学

九州大学の歴史Ⅰ １ 工学科 工学科

九州大学の歴史Ⅱ １ 地球環境 地球環境

女性学・男性学Ⅰ １ 工学科 工学科

女性学・男性学Ⅱ １ エネルギー エネルギー

日本事情 ２ 科学科 科学科

社会連携活動論：ボランティア １ １．５ １．５

社会連携活動論：インターンシップ １

Law in Everyday Life A １

Law in Everyday Life B １

バリアフリー支援入門 １

ユニバーサルデザイン研究 １

アクセシビリティ入門 １

アクセシビリティ支援入門 １

アクセシビリティ基礎 １

人と人をつなぐ技法 １

コミュニケーション入門 １

体験してわかる自然科学 １

健康疫学・内科学から見たキャンパスライフ １

心理学・精神医学から見たキャンパスライフ １

アジア埋蔵文化財学Ａ １

アジア埋蔵文化財学Ｂ １

韓国・朝鮮研究の最前線Ⅰ １

韓国・朝鮮研究の最前線Ⅱ １

グローバル社会を生きるⅠ １

グローバル社会を生きるⅡ １

社会参加のための日本語教育Ⅰ １

社会参加のための日本語教育Ⅱ １

フィールドに学ぶＡ １

フィールドに学ぶＢ １

教育テスト論 ２

現代企業分析 １

現代経済事情 １

外国語プレゼンテーション １
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水の科学 ２

医療倫理学Ⅰ １

医療倫理学Ⅱ １

バイオエシックス入門 １

科学の進歩と女性科学者Ⅰ １

科学の進歩と女性科学者Ⅱ １

糸島の水と土と緑Ⅰ １

糸島の水と土と緑Ⅱ １

命のあり方・尊さと食の連関 ２

食肉加工の理論と実践 ２

先進的植物生産システム概論Ⅰ １

先進的植物生産システム概論Ⅱ １

体験的農業生産学入門 １

農のための植物-環境系輸送現象論 １

農のための最適環境制御 １

食科学の新展開 １

作物生産とフロンティア研究 １

持続可能な農業生産・食料流通システム １

農と微生物 １

企業から見たサイバーセキュリティＡ １

企業から見たサイバーセキュリティＢ １

サイバーセキュリティ演習 １

セキュリティエンジニアリング演習Ａ １

セキュリティエンジニアリング演習Ｂ １

セキュリティエンジニアリング演習Ｃ １

分子の科学 ２

「留学」考 １

Japan in Global Society １

アイデア・ラボⅠ ２

アントレプレナーシップ入門 ２

伊都キャンパスを科学するⅠ（軌跡編） １

伊都キャンパスを科学するⅡ（現在編） １

伊都キャンパスを科学するⅢ（展望編） １

少人数セミナー １

九州大学基幹教育科目履修規則（平成２５年

度九大規則第１２０号）第３条第２項の規定

により定める授業科目

高 科学の歴史Ａ １ ２ ２

年 科学の歴史Ｂ １

次 科学の基礎（哲学的考察） １

基 脳情報科学入門 １

幹 認知心理学 １

教 Brain and Mind １

育 機械学習と人工知能 １

科 現代社会Ⅰ ２

目 現代社会Ⅱ ２

現代社会Ⅲ ２
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現代社会Ⅳ ２

現代史Ⅰ ２

現代史Ⅱ ２

現代史Ⅲ ２

現代史Ⅳ ２

ＥＵ論基礎―制度と経済― ２

技術と産業・企業 ２

グローバル化とアジア経済 ２

金融と経済 ２

サイバー空間デザイン ２

芸術学概論 １

音楽・音響論 ２

デザインと観察 ２

環境問題と自然科学 ２

環境調和型社会の構築 ２

グリーンケミストリー ２

自然災害と防災 ２

生態系の構造と機能Ⅰ １

生態系の構造と機能Ⅱ １

男女共同参画 ２

ボランティア活動Ⅰ １

ボランティア活動Ⅱ １

インターンシップⅠ １

インターンシップⅡ １

漢方医薬学 １

チーム医療演習 １

バイオインフォマティックス ２

臨床イメージング １

社会と健康 ２

国際保健と医療 ２

アクセシビリティマネジメント研究 ２

地球の進化と環境 ２

生物多様性と人間文化Ａ １

生物多様性と人間文化Ｂ １

遺伝子組換え生物の利用と制御 ２

バイオテクノロジー詳論 ２

平和と安全の構築学 １

文化と社会の理論 ２

東アジアと日本－その歴史と現在－ ２

法文化学入門 ２

法史学入門 ２

ローマ法史 ２

アジア共同体入門 ２

プレゼンテーション基礎 １

レトリック基礎 １

共創発想法 ２

動的現象の科学 ２

誘導現象の科学 ２
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データマイニングと情報可視化 １

技術と倫理 １

医療における倫理 ２

研究と倫理 １

インフォームドコンセント １

薬害 １

臨床倫理 １

アントレプレナーシップ・会計/ファイナンス １

基礎

アントレプレナーシップ・戦略論基礎 １

アントレプレナーシップ・組織論基礎 １

アントレプレナーシップ・マーケティング基礎 １

事業創造デザイン特論Ⅰ １

事業創造デザイン特論Ⅱ １

リスクマネジメント ２

九大生よ，ビジネスとイノベーションを学ぼう １

Ａ

九大生よ，ビジネスとイノベーションを学ぼう １

Ｂ

社会統計学Ａ １

社会統計学Ｂ １

社会調査法ⅠＡ １

社会調査法ⅠＢ １

社会調査法ⅡＡ １

社会調査法ⅡＢ １

教育学特論 ２

教育心理学特論（教育・学校心理学） ２

日本国憲法 ２

九州大学基幹教育科目履修規則（平成２５年度

九大規則第１２０号）第３条第２項の規定によ

り定める授業科目

上記に掲げる最低修得単位のほか、備考３に定める授業科目の単位を修得しなければならな

い。

（備考）

１ 「日本語Ⅰ」～「日本語Ⅶ」については、外国人留学生を対象とする授業科目として開設

し、第１外国語又は第２外国語として最低修得単位数に含めることができる。

２ 各学科の学生は、理系ディシプリン科目として次の所定の単位を修得しなければならない。

学科 授 業 科 目 単位数 最低修得 合計最低

単位数 修得単位数

建 必 微分積分学・同演習Ａ １．５ ２３ ２３

築 修 微分積分学・同演習Ｂ １．５

学 科 線形代数学・同演習Ａ １．５

科 目 線形代数学・同演習Ｂ １．５

基幹物理学ⅠＡ １．５
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基幹物理学ⅠＡ演習 １

図形科学 １．５

空間表現実習Ⅰ ２

空間表現実習Ⅱ ２

世界建築史 ２

日本建築史 ２

近・現代建築史 ２

プログラミング演習 １

自然科学総合実験（基礎） １

自然科学総合実験（発展） １

電 必 微分積分学・同演習Ａ １．５ １９．５ １９．５

気 修 微分積分学・同演習Ｂ １．５

情 科 線形代数学・同演習Ａ １．５

報 目 線形代数学・同演習Ｂ １．５

工 数学演習Ⅱ １

学 基幹物理学ⅠＡ １．５

科 基幹物理学ⅠＢ １．５

基幹物理学ⅠＡ演習 １

基幹物理学ⅠＢ演習 １

基幹物理学Ⅱ １．５

基礎化学結合論 １．５

基礎化学熱力学 １．５

プログラミング演習 １

自然科学総合実験（基礎） １

自然科学総合実験（発展） １

物 必 微分積分学・同演習Ａ １．５ ２１．５ ２１．５

質 修 微分積分学・同演習Ｂ １．５

科 科 線形代数学・同演習Ａ １．５

学 目 線形代数学・同演習Ｂ １．５

工 基幹物理学ⅠＡ １．５

学 基幹物理学ⅠＢ １．５

科 無機物質化学 １．５

有機物質化学 １．５

基礎化学結合論 １．５

基礎化学熱力学 １．５

細胞生物学 １．５

分子生物学 １．５

情報科学 １．５

自然科学総合実験（基礎） １

自然科学総合実験（発展） １

地 必 微分積分学・同演習Ⅰ １．５ １６ ２１．５

球 修 微分積分学・同演習Ⅱ １．５

環 科 微分積分学・同演習Ⅲ １．５

境 目 線形代数学・同演習Ａ １．５

工 線形代数学・同演習Ｂ １．５
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学 基幹物理学ⅠＡ １．５

科 基幹物理学ⅠＢ １．５

基幹物理学ⅠＡ演習 １

図形科学 １．５

プログラミング演習 １

自然科学総合実験（基礎） １

自然科学総合実験（発展） １

選 基幹物理学ⅠＢ演習 １ ３

択 無機物質化学 １．５

必 基礎生物学概要 １．５

修 地球と宇宙の科学 １

科 情報科学 １．５

目

数理統計学 １．５ ２．５

基礎化学熱力学 １．５

細胞生物学 １．５

地球科学 １

最先端地球科学 １

空間表現実習Ⅰ ２

エ 必 微分積分学・同演習Ａ １．５ １８．５ １８．５

ネ 修 微分積分学・同演習Ｂ １．５

ル 科 線形代数学・同演習Ａ １．５

ギ 目 線形代数学・同演習Ｂ １．５ー

基幹物理学ⅠＡ １．５

科 基幹物理学ⅠＢ １．５

学 基幹物理学ⅠＡ演習 １

科 基幹物理学ⅠＢ演習 １

無機物質化学 １．５

基礎化学結合論 １．５

図形科学 １．５

プログラミング演習 １

自然科学総合実験（基礎） １

自然科学総合実験（発展） １

機 必 微分積分学・同演習Ⅰ １．５ ２０．５ ２０．５

械 修 微分積分学・同演習Ⅱ １．５

航 科 微分積分学・同演習Ⅲ １．５

空 目 線形代数学・同演習Ａ １．５

工 線形代数学・同演習Ｂ １．５

学 基幹物理学ⅠＡ １．５

科 基幹物理学ⅠＢ １．５

基幹物理学ⅠＡ演習 １

力学演習 １

無機物質化学 １．５

図形科学 １．５

空間表現実習Ⅰ ２



- 88 -

プログラミング演習 １

自然科学総合実験（基礎） １

自然科学総合実験（発展） １

３ 各学科の学生は、次の所定の単位を修得しなければならない。

授 業 科 目 合計最低修得単位数

基幹教育科目の授業科目のうち、最低修得単位数を超え 建築学科 ２単位

て修得する授業科目又は別表第２に掲げる専攻教育科目 電気情報工学科 ２単位

（在籍する学科の専攻教育科目を除く。）及び他学部の専 物質科学工学科 ２単位

攻教育科目 地球環境工学科 ２単位

エネルギー科学科 ６単位

機械航空工学科 ４．５単位

別表第２

建築学科

授 業 科 目

名 称 単 位

必 修

建築概論 ４

建築計画Ａ １

建築計画Ｂ １

建築設計基礎演習Ｂ ３

建築設計基礎演習Ｃ ３

建築設計基礎演習Ｄ ３

建築設計基礎演習Ｅ ３

建築学研究序説 ２

建築の職能と倫理 ２

建築学研究 ６

居住論 ２
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都市計画 ２

建築環境設備応用Ａ １

建築環境設備応用Ｂ １

建築環境設備基礎Ａ １

建築環境設備基礎Ｂ １

建築環境デザイン ２

建築構造力学基礎 ２

静定建築構造力学 ２

鉄骨構造 １

木質構造 １

鉄筋コンクリート構造 １

建築材料 ２

建築施工 ２

建築設計基礎演習Ａ ３

建築法規 ２

情報処理概論 ２

建築構法 ２

建築計画Ｃ １

建築計画Ｄ １

建築計画Ｅ １

計 ６１

選 択

住環境計画論 ２

都市設計 ２
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景観設計 ２

空間メディア ２

不静定建築構造力学 ２

建築振動学 ２

建築荷重論 ２

空間構造計画 ２

建築耐震設計 ２

建築構造設計技法Ⅰ １

建築構造設計技法Ⅱ １

都市・建築設計演習Ａ ３

都市・建築設計演習Ｂ ３

建築構造設計演習Ⅰ １．５

建築構造設計演習Ⅱ １．５

建築構造材料実験演習 ３

建築環境設備実験演習 ３

建築環境設備設計演習 ３

都市・建築設計演習Ｃ ３

都市・建築設計演習Ｄ ３

測量学・実習 ３

建築応用力学 ２

建築土質力学 １

基礎構造 １

複素関数論 ２

応用数理解析 ２
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品質管理 ２

建築防災 ２

合成構造 １

建築特別プログラム ２

テクノロジー・マーケティング ２

必修科目６１単位及び選択科目から２０単位以上の合計８１単位以上を

修得しなければならない。

参 考 科 目

国際イノベーション入門 ４

国際オープンマインド入門 ４

国際コラボレーション入門 ４

電気情報工学科

授 業 科 目

名 称 単 位

必 修

電気情報数学 ２

回路理論Ⅰ ２

回路理論Ⅱ ２

論理回路 ２

プログラミング論Ⅰ ２

プログラミング演習Ⅰ １

コンピュータアーキテクチャⅠ ２

常微分方程式 ２

電気情報工学基礎実験 ２
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電気情報工学実験Ⅰ ２

電気情報工学実験Ⅱ ２

電気情報工学卒業研究 ６

電気情報工学入門Ⅰ ２

電気情報工学入門Ⅱ ２

計 ３１

選 択

電磁気学Ⅰ ２

電磁気学Ⅱ ２

電磁気学Ⅲ ２

回路理論Ⅲ ２

ディジタル電子回路 ２

制御工学Ⅰ ２

制御工学ⅡＡ １

制御工学ⅡＢ １

離散数学 ２

情報論理学 ２

プログラミング論Ⅱ ２

アナログ電子回路Ⅰ ２

アナログ電子回路Ⅱ ２

電子物性 ２

計算機プログラミング演習Ⅰ １

計算機プログラミング演習Ⅱ １

計測工学Ⅰ ２
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計測工学Ⅱ ２

信号とシステム ２

データ構造とアルゴリズムⅠＡ １

データ構造とアルゴリズムⅠＢ １

データ構造とアルゴリズムⅡＡ １

データ構造とアルゴリズムⅡＢ １

基礎エネルギー変換機器学 ２

エネルギー基礎論 ２

コンピュータシステムⅠＡ １

コンピュータシステムⅠＢ １

コンピュータシステムⅡＡ １

コンピュータシステムⅡＢ １

形式言語とオートマトンＡ １

形式言語とオートマトンＢ １

オペレーティングシステム ２

データ構造とアルゴリズムⅠ演習 １

計測工学Ａ １

計測工学Ｂ １

応用確率論 ２

情報理論 ２

半導体の性質 １

トランジスタ基礎論 １

電子デバイス ２

電磁波工学Ⅰ １
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電磁波工学Ⅱ １

通信方式 ２

電力輸送工学 ２

制御工学Ａ １

制御工学Ｂ １

確率統計 ２

コンピュータアーキテクチャⅡ ２

コンパイラＡ １

コンパイラＢ １

データベースＡ １

データベースＢ １

サイバーセキュリティ ２

電気情報工学実験Ⅲ ２

エネルギー変換機器工学 ２

電気電子材料Ａ １

電気電子材料Ｂ １

プログラミング言語論Ａ １

プログラミング言語論Ｂ １

複素関数論 ２

量子力学応用Ⅰ １

量子力学応用Ⅱ １

電気エネルギー工学通論 ２

集積回路工学通論Ａ １

集積回路工学通論Ｂ １



- 95 -

通信工学通論Ａ １

通信工学通論Ｂ １

コンピュータシステム通論Ａ １

コンピュータシステム通論Ｂ １

ディジタル信号処理 ２

集積回路工学 ２

パワーエレクトロニクス ２

システム工学 ２

電気電子工学設計 ２

通信ネットワークＡ １

通信ネットワークＢ １

超伝導基礎論Ａ １

超伝導基礎論Ｂ １

プラズマ工学 ２

データ解析と実験計画法 ２

数理計画法 ２

技術表現法Ａ １

技術表現法Ｂ １

電気情報工学実習 １

電気法規および施設管理 ２

高電圧・パルスパワー工学 ２

光エレクトロニクスⅠ １

光エレクトロニクスⅡ １

数理論理学 ２
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アルゴリズム論Ａ １

アルゴリズム論Ｂ １

分散システム ２

パターン認識Ａ １

パターン認識Ｂ １

人工知能 ２

基礎ＰＢＬⅠ １

基礎ＰＢＬⅡ １

基礎ＰＢＬⅢ ２

テクノロジー・マーケティング ２

必修科目３１単位のほかに、選択科目から５２単位以上を選択し、合わせ

て８３単位以上を修得しなければならない。ただし、選択科目の選定にあた

っては電気情報工学科で別に定めた履修課程ごとの「要求科目表」を参照し、

その要件を満たすように修得しなければならない。

(注) 「電気情報工学実習」は、九州大学学部通則第６条第３項の規定に基

づき、第３年度又は第４年度の休業日に２週間以上行う。

参 考 科 目

国際イノベーション入門 ４

国際オープンマインド入門 ４

国際コラボレーション入門 ４

物質科学工学科

化学プロセス・生命工学コース

応用化学コース

材料科学工学コース

授 業 科 目

名 称 単 位

必 修

機械工学大意第一 ２
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電気工学基礎 ２

応用数理解析 ２

情報処理概論 ２

物質科学工学実験第一 ２

物質科学工学実験第二 ３

物質科学工学実験第三 ３

物質科学工学卒業研究 ８

計 ２４

選 択

金属材料大意 ２

機械工学大意第二 ２

電子情報工学基礎 ２

品質管理 ２

応用物理学第一 ２

応用物理学第二 ２

プロセス物理化学 ２

反応工学第一 ２

反応工学第二 ２

物質移動工学 ２

工業倫理・工業経営（Ａ） １

工業倫理・工業経営（Ｂ） １

工業倫理・工業経営（Ｃ） １

工業倫理・工業経営（Ｄ） １

化学工学量論Ａ １
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化学工学量論Ｂ １

基礎熱工学 ２

化工熱工学 ２

基礎流体工学 ２

化工流体工学 ２

生物プロセス工学第二 ２

分離工学 ２

プロセス制御 ２

プロセスシステム工学 ２

化工数学 ２

化工情報処理演習 １

工業化学基礎第一Ａ １

工業化学基礎第一Ｂ １

工業化学基礎第二 ２

基礎生命工学 ２

生物プロセス工学第一 ２

プロセス計装 １

化学プロセス特別講義一 １

化学プロセス特別講義二 １

生命工学特別講義一 １

生命工学特別講義二 １

生物化学工学 ２

基礎物理化学第三 ２

量子化学第一 ２
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無機化学第一 ２

無機化学第二 ２

分析化学第一 ２

有機化学第一 ２

高分子化学第一 ２

化学工学第一 ２

分析化学第二 ２

有機化学第二 ２

高分子化学第二 ２

分子組織化学 ２

安全学 ２

化学工学第二 ２

物理化学演習 １

量子化学演習 １

無機化学第三 ２

表面化学 ２

量子化学第二 ２

生化学第一 ２

有機化学第三 ２

分析化学第三および演習 ２

物理化学第三 ２

高分子化学第三 ２

生化学第二 ２

生体機能化学 ２
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応用化学特別講義第一 １

応用化学特別講義第二 １

応用化学特別講義第三 １

応用化学特別講義第四 １

応用化学特別講義第五 １

応用化学特別演習第一 １

応用化学特別演習第二 １

回折結晶学 ２

固体物性学 ２

平衡組織学 ２

デバイス物理学 ２

材料物理化学 ２

材料電気化学 ２

材料設計製図 １

機械製作法Ⅱ ２

機械工作実習 １

金属組織制御学 ２

移動現象論 ２

凝固及び結晶成長 ２

材料強度物性 ２

金属製錬学第一 ２

半導体工学 ２

材料表面科学 ２

電解工学 ２
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鉄鋼材料工学 ２

非鉄材料工学 ２

セラミックス材料学 ２

材料反応工学 ２

金属製錬学第二 ２

接合・複合工学 ２

薄膜工学 ２

エネルギー材料工学 ２

無機材料解析学 ２

バイオマテリアル ２

産業科学技術特別講義 ２

材料工学特別演習 １

基礎物理化学第一及び演習 ２

基礎物理化学第二及び演習 ２

物質科学工学概論第一 １

物質科学工学概論第二 １

触媒化学 ２

有機化学第四および演習 １

無機化学第四 ２

物理化学第一 ２

物理化学第二 ２

電磁気学 ２

複素関数論 ２

テクノロジー・マーケティング ２
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超伝導材料工学 ２

熱力学・動力学演習 ２

弾性・塑性変形工学 １

材料力学入門 １

必修科目２４単位及び選択科目６２単位以上の合計８６単位以上を修得しな

ければならない。

参 考 科 目

課題集約演習 １

産業活動実習 １

国際イノベーション入門 ４

国際オープンマインド入門 ４

国際コラボレーション入門 ４

地球環境工学科

建設都市工学コース

船舶海洋システム工学コース

地球システム工学コース

授 業 科 目

名 称 単 位

必 修

常微分方程式 ２

複素関数論 ２

フーリエ解析と偏微分方程式 ２

情報処理概論 ２

地球環境工学卒業研究 ６

地球環境工学入門Ⅰ １
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地球環境工学入門Ⅱ １

計 １６

選 択

流体力学第一 ２

固体力学 ２

測量学・実習 ３

確率統計 ２

構造力学Ⅰ １

構造力学Ⅱ １

水理学Ⅰ １

水理学Ⅱ １

地盤力学Ⅰ １

地盤力学Ⅱ １

環境システム学 ２

構造力学Ⅲ １

構造力学Ⅳ １

水理学Ⅲ １

水理学Ⅳ １

地盤力学Ⅲ １

地盤力学Ⅳ １

土木材料学Ⅰ １

土木材料学Ⅱ １

環境基礎学Ⅰ １

環境基礎学Ⅱ １
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計画数理Ⅰ １

計画数理Ⅱ １

社会基盤計画学Ⅰ １

社会基盤計画学Ⅱ １

基礎土木工学演習 ２

土木工学総合演習 ２

土木実践教室１ ２

土木実践教室２ ２

土木実践教室３ ２

構造解析学 ２

応用地盤工学Ⅰ １

応用地盤工学Ⅱ １

河川工学Ⅰ １

河川工学Ⅱ １

上下水道および水資源工学Ⅰ １

上下水道および水資源工学Ⅱ １

コンクリート構造工学Ⅰ １

コンクリート構造工学Ⅱ １

海岸水理学Ⅰ １

海岸水理学Ⅱ １

環境保全と開発Ⅰ １

環境保全と開発Ⅱ １

交通計画学 ２

鋼構造工学 ２
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地震工学 ２

都市計画 ２

水文学Ⅰ １

水文学Ⅱ １

景観学 ２

交通施設工学 ２

維持管理工学 ２

沿岸域管理工学 ２

生態工学 ２

力学Ⅰ ２

流体力学第二 ２

材料力学 ４

船舶設計 ２

自動制御工学 ２

船舶海洋流体力学第一 ２

船舶運動論 ２

弾性力学第一 ２

材料加工学 ２

機能設計工学 ２

システム設計工学 ２

船舶海洋製図第一 １

運動制御工学 ２

船舶海洋流体力学第二 ２

船舶海洋構造力学 ２



- 106 -

船舶海洋振動学第一 ２

環境設計工学 ２

材料強度学 ２

船舶海洋製図第二 ２

海洋機器工学 ２

船舶海洋振動学第二 ２

海洋環境情報学 ２

舶用機関 ２

技術者倫理 ２

工業マネージメント ２

船舶海洋システム工学実験 １

計算工学演習第一 １

計算工学演習第二 １

構造解析演習 １

船舶海洋システム工学特別講義第一 １

船舶海洋システム工学特別講義第二 １

船舶海洋システム工学特別講義第三 １

海事統計学 ２

工学基礎力学 ２

地球システム学概論 ２

地球環境のイメージング ２

地球熱学 ２

資源流体工学 ２

資源処理工学 ２
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エネルギー資源工学 ２

環境地球科学 ２

フィールド地球科学演習 １

物理探査学 ２

地熱工学 ２

地球工学実験第一 １

地球工学実験第二 １

岩盤工学 ２

環境修復工学 ２

資源システム工学実験第一 １

資源システム工学実験第二 １

地層内物質移動工学 ２

資源工学倫理及びマネージメントⅠ １

資源工学倫理及びマネージメントⅡ １

地球環境化学 ２

地球システム工学実習 １

地球システム工学インターシップ ４

資源地球科学 ２

環境地球物理学 ２

地熱貯留層工学 ２

地圏開発システム工学 ２

資源微生物工学 ２

石油工学 ２

工業爆薬学 ２
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新エネルギー工学 １

地熱発電工学 １

石灰石資源 １

石油・天然ガス資源開発 １

海外資源・資源経済学 １

廃棄物資源循環工学 １

石油開発生産工学 ２

品質管理 ２

機械工学大意第二 ２

無機化学第三 ２

金属材料大意 ２

地下空洞設計法 ２

スクールオンザムーブ国際インターンシップ ４

電気工学基礎 ２

電子情報工学基礎 ２

機械工学大意第一 ２

流体力学基礎 ２

土木エンジニア史 ２

まちづくり・地域づくり概論Ⅰ １

まちづくり・地域づくり概論Ⅱ １

合意形成論 ２

環境と防災１ １

環境と防災２ １

プロジェクト・ものづくり ２
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プロジェクト・まちづくり ２

土木と社会セミナー１ １

土木と社会セミナー２ １

土木と社会セミナー３ １

土木地理学 ２

応用複素関数論 ２

船舶算法および同演習 １．５

船舶復原性および同演習 １．５

構造力学 ４

テクノロジー・マーケティング ２

必修科目から１６単位及び選択科目から６９単位以上の合計８５単位以上

を修得しなければならない。

参 考 科 目

課題集約演習 １

産業活動実習 １

国際イノベーション入門 ４

国際オープンマインド入門 ４

国際コラボレーション入門 ４

エネルギー科学科

授 業 科 目

名 称 単 位

必 修

情報処理論概論 ２

基礎物理数学 ２
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熱力学 ２

元素科学 ２

力学 ２

基礎確率統計学 ２

原子物理学 ２

物理化学 ２

常微分方程式 ２

電磁気学Ｅ ２

熱・統計力学Ⅰ ２

輸送現象論Ⅰ １

輸送現象論Ⅱ １

量子力学Ⅰ １

量子力学Ⅱ １

創造科学工学基礎実験 ２

固体物理学Ⅰ ２

エネルギー材料科学 ２

フーリエ解析と偏微分方程式 ２

エネルギー科学卒業研究 ４

振動・波動論基礎 ２

エネルギー科学展望 １

エネルギー科学と倫理 １

エネルギー環境論 ２

計 ４４

選 択
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電気回路Ⅰ １

電気回路Ⅱ １

量子化学基礎 ２

化学反応論Ⅰ １

化学反応論Ⅱ １

量子線物理計測 ２

無機材料科学Ⅰ ２

基礎熱工学 ２

連続体力学 ２

量子理工学演習Ⅰ １

エネルギー物質工学演習 １

複素関数論 ２

電子回路 ２

熱・統計力学Ⅱ ２

量子力学Ⅲ １

量子力学Ⅳ １

無機材料科学Ⅱ １

無機材料科学Ⅲ １

応用物理化学Ⅰ １

応用物理化学Ⅱ １

化学反応論Ⅲ ２

応用物理学Ⅰ １

応用物理学Ⅱ １

原子核物理学Ⅰ ２
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金属材料学Ⅰ １

金属材料学Ⅱ １

構造材料学Ⅰ １

構造材料学Ⅱ １

材料組織制御学Ⅰ １

材料組織制御学Ⅱ １

有機物質科学Ⅰ １

有機物質科学Ⅱ １

流体力学Ⅰ ２

基礎材料力学Ⅰ １

基礎材料力学Ⅱ １

伝熱学Ⅰ １

伝熱学Ⅱ １

自動制御 ２

環境システム学 ２

現代科学技術論 １

量子理工学演習Ⅱ １

エネルギー工学基礎Ⅰ １

エネルギー工学基礎Ⅱ １

産業活動実習 １

量子理工学実験 ２

エネルギー物質工学実験Ⅰ ２

エネルギー工学実験 ２

応用複素関数論 ２
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結晶回折学 １

固体物理学Ⅱ ２

基礎分光計測学 ２

原子核物理学Ⅱ １

原子核物理学Ⅲ １

原子炉物理学Ⅰ １

原子炉物理学Ⅱ １

基礎プラズマ物理Ⅰ １

基礎プラズマ物理Ⅱ １

プロセス化学工学Ⅰ １

プロセス化学工学Ⅱ １

材料強度学Ⅰ １

材料強度学Ⅱ １

有機材料科学Ⅰ １

有機材料科学Ⅱ １

材料計測学Ⅰ １

材料計測学Ⅱ １

材料物性学Ⅰ １

材料物性学Ⅱ １

流体力学Ⅱ １

流体力学Ⅲ １

振動力学 ２

課題集約演習 １

量子理工学演習Ⅲ １
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エネルギー工学演習 １

エネルギー物質工学実験Ⅱ ２

エネルギー科学特別講義Ⅰ １

エネルギー科学特別講義Ⅱ １

エネルギー科学特別講義Ⅲ １

エネルギー科学特別講義Ⅳ １

エネルギー科学特別講義Ⅴ １

エネルギー科学特別講義Ⅵ １

エネルギー科学特別講義Ⅶ １

エネルギー科学とマネージメントⅠ １

エネルギー科学とマネージメントⅡ １

エネルギー科学とマネージメントⅢ １

原子力工学概論Ⅰ １

原子力工学概論Ⅱ １

相転移論Ⅰ １

相転移論Ⅱ １

固体物理学Ⅲ １

固体物理学Ⅳ １

応用物理学Ⅲ １

応用物理学Ⅳ １

有機物質科学Ⅲ １

有機物質科学Ⅳ １

応用確率論 ２

核融合概論Ⅰ １
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核融合概論Ⅱ １

テクノロジー・マーケティング ２

必修科目から４４単位及び選択科目から３８単位以上の合計８２単位以上

を修得しなければならない。

参 考 科 目

国際イノベーション入門 ４

国際オープンマインド入門 ４

国際コラボレーション入門 ４

機械航空工学科

機械工学コース

航空宇宙工学コース

授 業 科 目

名 称 単 位

必 修

常微分方程式 ２

複素関数論 ２

フーリエ解析と偏微分方程式 ２

機械航空工学卒業研究 ６

材料力学Ⅰ １

材料力学Ⅱ １．５

材料力学Ⅲ １．５

材料力学Ⅳ １

機械工学・航空宇宙工学序論 ２

計 １９

選 択
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応用複素関数論 ２

力学Ⅰ ２

日本語コミュニケーション １

工業マネジメント ２

電気工学基礎 ２

電子情報工学基礎 ２

情報処理概論 ２

機械要素設計製図Ⅰ ０．５

機械要素設計製図Ⅱ ０．５

創造設計 １

機械工学設計製図 １

機械工学実験第一 １

機械工学実験第二 １

機械力学Ⅰ １．５

機械力学Ⅱ １．５

機械力学Ⅲ １．５

機械力学Ⅳ １．５

機械振動学Ⅰ １

機械振動学Ⅱ １

機械設計Ⅰ １．５

機械設計Ⅱ １．５

機械要素Ⅰ １

機械要素Ⅱ １

流れ学Ⅰ １．５
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流れ学Ⅱ １．５

流体力学Ⅰ １．５

流体力学Ⅱ １．５

応用流体工学 ２

熱力学Ⅰ １．５

熱力学Ⅱ １．５

伝熱学Ⅰ １．５

伝熱学Ⅱ １．５

内燃機関Ⅰ １

内燃機関Ⅱ １

熱エネルギー変換Ⅰ １

熱エネルギー変換Ⅱ １

燃焼学Ⅰ １

燃焼学Ⅱ １

機械製作法Ⅰ ２

機械工作実習Ⅰ １

機械工作実習Ⅱ １

機械製作法Ⅱ ２

加工機器・精密測定法 ２

システム工学 ２

システム制御Ⅰ ２

システム制御Ⅱ ２

機械材料Ⅰ １

機械材料Ⅱ １
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弾性力学Ａ １

弾性力学Ｂ １

弾性力学Ⅰ １

弾性力学Ⅱ １

数値解析基礎 ２

数値解析応用 １

数理統計学概論 ２

機械工学特別講義第一 ０・５

機械工学特別講義第二 ０・５

機械工学特別講義第三 ０・５

機械工学特別講義第四 ０・５

機械工学特別講義第五 ０・５

機械工学特別講義第六 ０・５

機械工学特別講義第七 ０・５

機械工学特別講義第八 ０・５

基礎設計製図 １

航空宇宙機設計製図 １

航空宇宙工学実験 ２

エネルギー変換基礎論ⅠＡ １

エネルギー変換基礎論ⅠＢ １

エネルギー変換基礎論Ⅱ ２

ジェットエンジン工学 ２

航空流体力学Ⅰ ２

航空流体力学Ⅱ ２
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気体力学 ２

航空宇宙基礎物理学Ａ １

航空宇宙基礎物理学Ｂ １

構造振動学Ａ １

構造振動学Ｂ １

航空宇宙機振動学Ａ １

航空宇宙機振動学Ｂ １

基礎構造力学Ａ １

基礎構造力学Ｂ １

応用構造力学Ａ １

応用構造力学Ｂ １

航空宇宙機材料学Ａ １

航空宇宙機材料学Ｂ １

誘導・制御基礎論Ⅰ ２

誘導・制御基礎論ⅡＡ １

誘導・制御基礎論ⅡＢ １

飛行制御論Ａ １

飛行制御論Ｂ １

飛行力学Ⅰ ２

飛行力学ⅡＡ １

飛行力学ⅡＢ １

軌道力学 ２

航空宇宙機設計論Ａ １

航空宇宙機設計論Ｂ １
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ロケット工学 ２

人工衛星工学 ２

航空宇宙伝熱学Ａ １

航空宇宙伝熱学Ｂ １

宇宙利用学Ａ １

宇宙利用学Ｂ １

航空工学特別講義 １

宇宙工学特別講義 １

航空宇宙機設計生産システム １

ジェットエンジン構造設計 １

航空機運用・整備 １

宇宙環境制御システム １

工学倫理 １

ロボティクスⅠ １

ロボティクスⅡ １

生体工学基礎 ２

水素工学基礎 ２

テクノロジー・マーケティング ２

必修科目から１９単位及び選択科目から６３単位以上の合計８２単位以上

を修得しなければならない。

参 考 科 目

積分論の基礎 ２

関数解析の基礎 ２

抽象代数学の基礎 ２

品質管理 ２
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応用確率論 ２

日本産業論 ２

工学解析・計測概論 ２

産業活動実習Ⅰ １

産業活動実習Ⅱ １

国際イノベーション入門 ４

国際オープンマインド入門 ４

国際コラボレーション入門 ４

別表第３

授 業 科 目

名 称 単 位

参 考

ＩＴ応用 １

日本産業論 ２

工学解析・計測概論 ２

ビジネス日本語Ａ １

ビジネス日本語Ｂ １

ビジネス日本語Ｃ １

別表第４ （基幹教育科目に関する授業科目、単位数及び最低修得単位数）

区 分 授 業 科 目 単位数 最低習得

単位数

K I K A N KIKAN Education KIKAN Education Seminar １ １

Education Seminar
Courses

Interdisciplinary Interdisciplinary Collaborative Learning of ２．５ ２．５

Collaborative Learning Social Issues
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of Social Issues
Subjects in Humanities Introduction to Law ２ ８

and Social Science Introduction to Economics ２

Introduction to Philosophy ２

Intercultural Encounters ２

Introduction to Psychology ２

Global Issues ２

Introduction to Japanese History ２

Language and Communication in Society ２

General Subjects Engagement with Volunteer I １

Engagement with Volunteer II １

Engagement with Internship I １

Engagement with Internship II １

Subjects for Languages Intensive English Japanese Issue I １ ４

and Culture Intensive English Japanese Issue II １

Intensive English C Theme-Based １

Intensive English C Skill-Based １

Integrated Courses：Beginners A １ ６

Integrated Courses：Beginners B １
Integrated Courses：Elementary 1A １
Integrated Courses：Elementary 1B １
Integrated Courses：Elementary 2A １
Integrated Courses：Elementary 2B １
Integrated Courses：Pre-Intermediate A １
Integrated Courses：Pre-Intermediate B １
Integrated Courses：Intermediate 1A １
Integrated Courses：Intermediate 1B １
Integrated Courses：Intermediate 2A １
Integrated Courses：Intermediate 2B １
Integrated Courses：Pre-Advanced A １
Integrated Courses：Pre-Advanced B １

Integrated Courses：Advanced A １

Integrated Courses：Advanced B １

Kanji Courses：Elementary 1A １ ４
Kanji Courses：Elementary 1B １
Kanji Courses：Elementary 2A １
Kanji Courses：Elementary 2B １
Kanji Courses：Pre-Intermediate A １
Kanji Courses：Pre-Intermediate B １
Kanji Courses：Intermediate 1A １
Kanji Courses：Intermediate 1B １

Kanji Courses：Intermediate 2A １

Kanji Courses：Intermediate 2B １

Kanji Courses：Pre-Advanced A １

Kanji Courses：Pre-Advanced B １

Kanji Courses：Advanced A １
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Kanji Courses：Advanced B １

Cybersecurity Primary Course of Cyber Security - How to １ １

Survive the Cyber

Subjects on Health and Laboratory of Health and Sports Science １ １

Sports
Subjects in Science Computer Programming Exercise １

Calculus I １

Calculus II １

Calculus III １

Calculus IV １

Linear Algebra I １

Linear Algebra II １

Linear Algebra III １

Linear Algebra IV １

Fundamental Physics I １

Fundamental Physics II １

Fundamental Physics III １

Fundamental Physics IV １

Fundamental Physics V １

Fundamental Physics VI １

Fundamental Physics VII １

Fundamental Physics VIII １

Basic Chemistry I １

Basic Chemistry II １

Fundamental Inorganic Chemistry I １

Fundamental Inorganic Chemistry II １

Fundamental Organic Chemistry I １

Fundamental Organic Chemistry II １

Fundamental Cell Biology I １

Fundamental Cell Biology II １

Introductory Biology I １

Introductory Biology II １

Basic Laboratory Experiments in Natural １

Science I １

Basic Laboratory Experiments in Natural １

Science II １

Drawings on Technical Design I １

Drawings on Technical Design II １

（備考）

各国際コースの学生は、Subjects in Science の必修科目として、次の所定 の単位を修得しな

ければならない。

国際コース 区分 授 業 科 目 及 び 単 位 数 最低修得

単位数

電気情報工学科 Subjects in Computer Programming Exercise（１） ２１
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（電気情報工学 Science Calculus I（１）

コース）国際コ Calculus II（１）

ース Calculus III（１）

Calculus IV（１）

Linear Algebra I（１）

Linear Algebra II（１）

Linear Algebra III（１）

Linear Algebra IV（１）

Fundamental Physics I（１）

Fundamental Physics II（１）

Fundamental Physics III（１）

Fundamental Physics IV（１）

Fundamental Physics V（１）

Fundamental Physics VI（１）

Fundamental Physics VII（１）

Fundamental Physics VIII（１）

Basic Chemistry I（１）

Basic Chemistry II（１）

Basic Laboratory Experiments in Natural Science I
（１）

Basic Laboratory Experiments in Natural Science
II（１）

物質科学工 Subjects in Computer Programming Exercise（１） ２１

学科（応用化 Science Calculus I（１）

学コース）国 Calculus II（１）

際コース Calculus III（１）

Calculus IV（１）

Linear Algebra I（１）

Linear Algebra II（１）

Linear Algebra III（１）

Linear Algebra IV（１）

Fundamental Physics I（１）

Fundamental Physics II（１）

Fundamental Physics VII（１）

Fundamental Physics VIII（１）

Basic Chemistry I（１）

Basic Chemistry II（１）

Fundamental Inorganic Chemistry I（１）

Fundamental Inorganic Chemistry II（１）

Fundamental Organic Chemistry I（１）

Fundamental Organic Chemistry II（１）

Basic Laboratory Experiments in Natural Science I
（１）

Basic Laboratory Experiments in Natural Science
II（１）

地球環境工 Subjects in Computer Programming Exercise（１） ２１
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学科（建設都 Science Calculus I（１）

市工学コー Calculus II（１）

ス）国際コー Calculus III（１）

ス Calculus IV（１）

Linear Algebra I（１）

Linear Algebra II（１）

Linear Algebra III（１）

Linear Algebra IV（１）

Fundamental Physics I（１）

Fundamental Physics II（１）

Fundamental Physics III（１）

Fundamental Physics IV（１）

Fundamental Physics V（１）

Fundamental Physics VI（１）

Fundamental Physics VII（１）

Fundamental Physics VIII（１）

Basic Chemistry I（１）

Basic Chemistry II（１）

Basic Laboratory Experiments in Natural Science I
（１）

Basic Laboratory Experiments in Natural Science
II（１）

機械航空工 Subjects in Computer Programming Exercise（１） ２３

学科（機械 Science Calculus I（１）

航空工学コ Calculus II（１）

ース）国際 Calculus III（１）

コース Calculus IV（１）

Linear Algebra I（１）

Linear Algebra II（１）

Linear Algebra III（１）

Linear Algebra IV（１）

Fundamental Physics I（１）

Fundamental Physics II（１）

Fundamental Physics III（１）

Fundamental Physics IV（１）

Fundamental Physics V（１）

Fundamental Physics VI（１）

Fundamental Physics VII（１）

Fundamental Physics VIII（１）

Basic Chemistry I（１）

Basic Chemistry II（１）

Basic Laboratory Experiments in Natural Science I
（１）

Basic Laboratory Experiments in Natural Science
II（１）

Drawings on Technical Design I（１）

Drawings on Technical Design II（１）
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別表第５

電気情報工学科

（電気情報工学コース）国際コース

授 業 科 目

名 称 単 位

共 通 科 目 （必 修）

Technical Communication I １

Technical Communication II １

Ordinary Differential Equation I １

Ordinary Differential Equation II １

Complex Function Theory I １

Complex Function Theory II １

Fourier Analysis I １

Fourier Analysis II １

Japanese Industries I １

Japanese Industries II １

Graduation Research １２

計 ２２

共 通 科 目 （選 択）

Introduction to Metallic Materials I １

Introduction to Metallic Materials II １

Advanced Engineering I １

Advanced Engineering II １

Engineering Mathematics I １
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Engineering Mathematics II １

Solid Mechanics I １

Solid Mechanics II １

Fluid Mechanics IA １

Fluid Mechanics IB １

Introduction to Engineering Analysis １

and Measurement I

Introduction to Engineering Analysis １

and Measurement II

Engineering Ethics I １

Engineering Ethics II １

Business Japanese A １

Business Japanese B １

Business Japanese C １

Active Japansese I １

Active Japanese II １

Progresseive Japanese I １

Progresseive Japanese II １

（電気情報工学コース）国際コース（必修）

Mathematics for Electrical Engineering ２

and Computer Science

Linear Circuits I ２

Linear Circuits II ２

Logic Circuits ２

Programming Methodology I ２

Programming Practice I １
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Computer Architecture I ２

Fundamentals of Integrated Circuits A １

Fundamentals of Integrated Circuits B １

Electric Energy A １

Electric Energy B １

Fundamentals of Communication １

Engineering A

Fundamentals of Communication １

Engineering B

Fundamentals of Computer Systems A １

Fundamentals of Computer Systems B １

Fundamentals of Electrical Engineering ２

and Computer Science I

Fundamentals of Electrical Engineering ２

and Computer Science II

Electromagnetic Theory I ２

System Control A １

System Control B １

Applied Mathematical Logic ２

Analog Electronic Circuits I ２

Data Structure and Algorithms IA １

Data Structure and Algorithms IB １

Electronic Measurements A １

Electronic Measurements B １

Laboratory of Electrical Engineering ２

and Computer Science-Basic
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Laboratory of Electrical Engineering ２

and Computer Science I

Laboratory of Electrical Engineering and ２

Computer Science II

計 ４３

（電気情報工学コース）国際コース （選 択）

Practice in Logic Design ２

System Programming Laboratory ２

上記を除く電気情報工学科専攻教育科目の全て

共通科目より２２単位、電気情報工学コース科目より４３単位、

選択科目（共通、電気情報工学コース）より７単位の計７２単

位を修得しなければならない。

物質科学工学科

（応用化学コース）国際コース

授 業 科 目

名 称 単 位

共 通 科 目 （必 修）

Technical Communication I １

Technical Communication II １

Ordinary Differential Equation I １

Ordinary Differential Equation II １

Introduction to Information Processing I １

Introduction to Information Processing II １

Japanese Industries I １

Japanese Industries II １

Introduction to Metallic Materials I １
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Introduction to Metallic Materials II １

Advanced Engineering I １

Advanced Engineering II １

Engineering Ethics I １

Engineering Ethics II １

Inorganic Chemistry I １

Inorganic Chemistry II １

Graduation Research １２

計 ２８

共 通 科 目 （選 択）

Fundamentals of Electrical Engineering I １

Fundamentals of Electrical Engineering II １

Engineering Mathematics I １

Engineering Mathematics II １

Complex Function Theory I １

Complex Function Theory II １

Business Japanese A １

Business Japanese B １

Business Japanese C １

Active Japansese I １

Active Japanese II １

Progresseive Japanese I １

Progresseive Japanese II １

（応用化学コース）国際コース （必 修）
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Organic Chemistry I １

Organic Chemistry II １

Organic Chemistry III １

Organic Chemistry Ⅳ １

Inorganic Chemistry III １

Inorganic Chemistry Ⅳ １

Analytical Chemistry I １

Analytical Chemistry II １

Analytical Chemistry III １

Analytical Chemistry Ⅳ １

Physical Chemistry I １

Physical Chemistry II １

Physical Chemistry III １

Physical Chemistry Ⅳ １

Polymer Chemistry I １

Polymer Chemistry II １

Chemical Reaction Engineering I １

Chemical Reaction Engineering II １

Biochemistry I １

Biochemistry II １

Coordination Chemistry I １

Coordination Chemistry II １

Polymer Chemistry III １

Polymer Chemistry Ⅳ １
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Task-Based Exercise in Applied ２

Chemistry I

Task-Based Exercise in Applied ２

Chemistry II

Task-Based Exercise in Applied ２

Chemistry III

Task-Based Exercise in Applied ２

Chemistry Ⅳ

Task-Based Exercise in Applied ２

Chemistry Ⅴ

Task-Based Exercise in Applied ２

Chemistry Ⅵ

Experiment in Applied Chemistry IA ２

Experiment in Applied Chemistry IB ２

Experiment in Applied Chemistry IIA ２

Experiment in Applied Chemistry IIB ２

Experiment in Applied Chemistry IIIA ２

Experiment in Applied Chemistry IIIB ２

計 ４８

共通科目（必修）２８単位及び応用化学コース（国際コース）科目より４８

単位の合計７６単位を修得しなければならない。

地球環境工学科

（建設都市工学コース）国際コース

授 業 科 目

名 称 単 位

共 通 科 目 （必 修）

Technical Communication I １

Technical Communication II １
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Ordinary Differential Equation I １

Ordinary Differential Equation II １

Complex Function Theory I １

Complex Function Theory II １

Fourier Analysis I １

Fourier Analysis II １

Advanced Engineering I １

Advanced Engineering II １

Solid Mechanics I １

Solid Mechanics II １

Fluid Mechanics IA １

Fluid Mechanics IB １

Introduction to Engineering Analysis and １

Measurement I

Introduction to Engineering Analysis and １

Measurement II

Engineering Ethics I １

Engineering Ethics II １

Engineering Mathematics I １

Engineering Mathematics II １

Graduation Research １２

計 ３２

共 通 科 目 （選 択）

Japanese Industries I １

Japanese Industries II １
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Introduction to Metallic Materials I １

Introduction to Metallic Materials II １

Inorganic Chemistry I １

Inorganic Chemistry II １

Fundamentals of Electrical Engineering I １

Fundamentals of Electrical Engineering II １

Fundamental of Electronics and １

Information Engineering I

Fundamentals of Electronics and １

Information Engineering II

Introduction to Information Processing I １

Introduction to Information Processing II １

Business Japanese A １

Business Japanese B １

Business Japanese C １

Active Japansese I １

Active Japanese II １

Progresseive Japanese I １

Progresseive Japanese II １

社会基盤・構造系 （必 修）

Structural Mechanics IA １

Structural Mechanics IB １

Construction Materials I １

Construction Materials II １

Structural Mechanics IIA １
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Structural Mechanics IIB １

Bridge Engineering I １

Bridge Engineering II １

計 ８

社会基盤・構造系 （選 択）

Maintenance Engineering ２

防災・地盤系 （必 修）

Soil Mechanics IA １

Soil Mechanics IB １

Soil Mechanics IIA １

Soil Mechanics IIB １

Applied Geotechnical Engineering I １

Applied Geotechnical Engineering II １

計 ６

環境・水工系 （必 修）

Hydraulics IA １

Hydraulics IB １

Hydraulics IIA １

Hydraulics IIB １

Environmental Systems Engineering I １

Environmental Systems Engineering II １

Basics of Environmental Engineering I １

Basics of Environmental Engineering II １

Hydrosphere Engineering I １
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Hydrosphere Engineering II １

計 １０

交通・都市計画系 （必 修）

Mathematics for Planning I １

Mathematics for Planning II １

Transportation Planning I １

Transportation Planning II １

計 ４

交通・都市計画系 （選 択）

Introduct ion to Archi tecture of １

Infrastructure and Environment I

Introduct ion to Archi tecture of １

Infrastructure and Environment II

Environmental Economics I １

Environmental Economics II １

実 験 ・ 概 論 （必 修）

Civil and Environmental Engineering ２

Laboratory Work A

Civil and Environmental Engineering ２

Laboratory Work B

Civil and Environmental Engineering ２

Laboratory Work C

Civil and Environmental Engineering ２

Practice

計 ８

実 習 系 （選 択）

Surveying and Mapping ３



- 137 -

必修科目６８単位及び選択科目４単位以上の合計７２単位を修

得しなければならない。ただし、交通・都市計画系選択科目か

ら２単位を最低限修得するものとする。

機械航空工学科

（機械航空工学コース）国際コース

授 業 科 目

名 称 単 位

共 通 科 目（必 修）

Technical Communication I １

Technical Communication II １

Ordinary Differential Equation I １

Ordinary Differential Equation II １

Complex Function Theory I １

Complex Function Theory II １

Fourier Analysis I １

Fourier Analysis II １

Fundamentals of Electrical Engineering I １

Fundamentals of Electrical Engineering II １

Fundamentals of Electronics and １

Information Engineering I

Fundamentals of Electronics and １

Information Engineering II

Introduction to Information Processing I １

Introduction to Information Processing II １

Japanese Industries I １

Japanese Industries II １
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Introduction to Metallic Materials I １

Introduction to Metallic Materials II １

Advanced Engineering I １

Advanced Engineering II １

Solid Mechanics I １

Solid Mechanics II １

Fluid Mechanics IA １

Fluid Mechanics IB １

Introduction to Engineering Analysis １

and Measurement I

Introduction to Engineering Analysis １

and Measurement II

Engineering Ethics I １

Engineering Ethics II １

Engineering Mathematics I １

Engineering Mathematics II １

Graduation Research １２

計 ４２

共 通 科 目 （選 択）

Business Japanese A １

Business Japanese B １

Business Japanese C １

Active Japansese I １

Active Japanese II １

Progresseive Japanese I １
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Progresseive Japanese II １

（機械航空工学コース）国際コース（必修）

Introduction to Mechanical and ２

Aerospace Engineering

Strength of Materials IA １

Strength of Materials IB １

Strength of Materials IIA １

Strength of Materials IIB １

Fluid Mechanics IIA １

Fluid Mechanics IIB １

Thermodynamics Ⅰ ２

Thermodynamics Ⅱ ２

Mechanics I １

Mechanics II １

Dynamics of Machinery I １

Dynamics of Machinery II １

Systems Control IA １

Systems Control IB １

Systems Control IIA １

Systems Control IIB １

Heat Transfer I １

Heat Transfer II １

Mechanical and Aerospace Engineering １

ExperimentsⅠ

Mechanical and Aerospace Engineering １
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ExperimentsⅡ

Mechanical and Aerospace Engineering ２

Drawing and Design

Aerospace Engineering IA １

Aerospace Engineering IB １

Aerospace Engineering IIA １

Aerospace Engineering IIB １

Machine Design I １

Machine Design II １

Manufacturing Processes I １

Manufacturing Processes II １

Internal Combustion Engine I １

Internal Combustion Engine II １

Computational Methods I １

Computational Methods II １

計 ３８

共通科目（必修）４２単位及び機械航空工学コース（国際コース）科目３８

単位の合計８０単位を修得しなければならない。
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九州大学教授会通則

平 成 １ ６ 年 度 九 大 規 則 第 ８ 号

制 定：平成１６年 ４月 １日

最終改正：平成２７年 ２月２４日

（平成２６年度九大規則第８３号）

（趣旨）

第１条 この規則は、九州大学学則（平成１６年度九大規則第１号）第３８条第２項の規定に基

づき、教授会の組織、審議事項、議事の手続その他必要な事項を定めるものとする。

（構成員）

第２条 各学部の教授会の構成員は、次に掲げる者とする。

(1) 研究院の所属で当該学部の教育研究又は附属教育研究施設を担当する教授

(2) 病院の所属で学部の教育研究を担当する教授

２ 各学府の教授会の構成員は、当該学府の教育研究を担当する教授とする。

３ 各研究院の教授会の構成員は、当該研究院所属の教授とする。

４ 基幹教育院の教授会の構成員は、基幹教育院所属の教授とする。

５ 各附置研究所の教授会の構成員は、当該附置研究所所属の教授とする。

６ カーボンニュートラル・エネルギー国際研究所（以下「国際研究所」という。）の教授会の

構成員は、国際研究所所属の教授とする。

７ 情報基盤研究開発センター（以下「センター」という。）の教授会の構成員は、センター所

属の教授とする。

８ 教授会には、准教授その他の職員を加えることができる。

（教授会の審議事項等）

第３条 教授会は、総長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を述べるものとする。

(1) 学生の入学、卒業及び課程の修了

(2) 学位の授与

(3) 前２号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を聴くことが

必要なものとして総長が定めるもの

２ 教授会は、前項に規定するもののほか、総長及び教授会が置かれる部局の長（以下この項に

おいて「総長等」という。）がつかさどる教育研究に関する事項について審議し、及び総長等

の求めに応じ、意見を述べることができる。

（議長）

第４条 教授会に議長を置き、当該部局の長をもって充てる。

２ 議長は、教授会を主宰する。

（議事）

第５条 教授会は、構成員の２分の１以上が出席しなければ、議事を開き、議決することができ

ない。

２ 教授会の議事は、出席した構成員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決する

ところによる。

３ 前２項の規定にかかわらず、特に重要な事項の審議については、別段の定めをすることがで

きる。

（構成員以外の者の出席）

第６条 教授会が必要であると認めた場合は、構成員以外の者の出席を求め、意見を聞くことが

できる。

（代議員会等）

第７条 教授会は、その定めるところにより、教授会の構成員のうちの一部の者をもって構成さ

れる代議員会、専門委員会等（次項において「代議員会等」という。）を置くことができる。

２ 教授会は、その定めるところにより、代議員会等の議決をもって、教授会の議決とすること

ができる。

（補則）
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第８条 この規則に定めるもののほか、教授会の議事の手続その他その運営に関し必要な事項は、

各教授会の議を経て当該部局長が定める。

附 則

この規則は、平成１６年４月１日から施行する。

附 則（平成１６年度九大規則第２４６号）

この規則は、平成１７年４月１日から施行する。

附 則（平成１８年度九大規則第４０号）

この規則は、平成１９年４月１日から施行する。

附 則（平成２３年度九大規則第１４号）

この規則は、平成２３年１０月１日から施行する。

附 則（平成２４年度九大規則第３２号）

この規則は、平成２５年４月１日から施行する。

附 則（平成２４年度九大規則第５０号）

この規則は、平成２５年４月１日から施行する。

附 則（平成２５年度九大規則第４１号）

この規則は、平成２５年１１月１日から施行する。

附 則（平成２６年度九大規則第１４号）

この規則は、平成２６年１０月１日から施行する。

附 則（平成２６年度九大規則第８３号）

この規則は、平成２７年４月１日から施行する。
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学生の確保の見通し等を記載した書類 

 

 

１．学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

（１）学生の確保の見通し 

ア．定員充足の見込み 

① 入学定員設定の考え方及び定員充足の見込み 

九州大学工学部の入学定員は 778 名とする。今回の改組では、従来の入学定員を維持し

ながら本学部を構成する学科を再編する。 

これまで本学部には６学科を置き、電気情報工学科及び建築学科を除く４学科（物質科学

工学科、地球環境工学科、エネルギー科学科、機械航空工学科）は、大括り学科としてコー

ス制を導入し各専門分野の教育を行ってきた。 

学部から大学院修士課程までの連続性に配慮した学士・修士６年一貫型教育を実現する

ため、現行のコースを学科として再編し、12 学科体制とする（図 1-1 参照）。 

改組後の入学定員については、電気情報工学科及び建築学科は現在の入学定員を維持し、

それ以外の新学科についてはこれまでの教育実績も考慮し、現在の大括り学科の入学定員

の範囲内で設定する。 

 

 

図 1-1 改組前後における学科編成及び学科ごとの入学定員 

 

これまでの過去５ヵ年の本学部全体の志願倍率は、いずれの年度も３倍を超えており、ま

た、学科毎の５年間の平均志願倍率も 2.7 倍を超えている（表 1-1）。今回の改組は、従来の

入学定員を維持した上で、現在の専門分野に応じたコースを新たに学科として明示し、従来

のコース毎の受け入れ人数（入学者選抜時から提示）に応じて新たな学科の定員として移行

させるものであり、さらに、近年の環境問題等の人類社会が直面する諸課題を打開する工学

系人材への社会からの期待の大きさを考慮に入れても、当面これまでの志願者数の傾向が

続くことが予想されることから、中長期的に見ても学生確保は十分に見込める。 
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表 1-1 平成 27 年 4 月入学～平成 31 年 4 月入学における志願者数・入学者数の実績 

 

 

 

② 高専との連携教育プログラムのための３年次編入学定員設定の考え方及び定員充足の

見込み 

新たに設置する融合基礎工学科では、九州沖縄地区の９つの高等専門学校（以下、「９高

専」という。）との間で令和５年４月から新たに連携教育プログラムを実施することを計画

しており、それに必要な学生定員として 20 名の編入学定員を設定する。 

この編入学定員の設定にあたっては、９高専の校長及び教務担当教員との間で断続的な

協議を行った。新たな編入学定員設定は、以下の九州沖縄地区の高専における本科卒業生の

進学状況を背景としたものである。 

・９高専の本科の入学定員総数は 1,680 名であり、毎年約 500 名～600 名が大学編入学

又は高専専攻科進学により、さらなる学びを深めている。 

・大学編入学に関しては、九州沖縄地区の国公立大学理工系学部では、九州大学と北九州

市立大学を除いた大学で編入学定員が設定されており、その総数は 180 名である。 

・高専専攻科進学に関して、９高専の専攻科の入学定員の総数は 215 名である。 

つまり、毎年 500 名以上の大学編入学・専攻科進学希望者がいるのに対し、九州沖縄地区

の大学・高専には 400 名程度しか受入定員がないため、地域において本科卒業生の教育ニ

ーズを十分に満たしているとは言えない。 

本学部においては、編入学定員を設定していないが、毎年若干名の高専本科卒業生を、学

力試験を課した上で受け入れている。ここ数年では、全国の高専から 90 名を超える編入学

希望（うち９高専が約半数）があるが、うち編入学者は 20 名程度という狭き門となってい

る。本教育プログラムでは、９高専と連携し本学部において教育を行うこととなるため、本

学部での教育を安定的かつ十分に実施するためは、本学の学生としての学籍が必要であり、

かつ前述の地域における高専本科卒業生の教育ニーズに応えるために、新たに編入定員を

設定しプログラムを実施する。 

また、本プログラムの学生には、大学と高専双方の教育上の特色を生かして本学部の教員

人数 人数 定員充足率 人数 人数 定員充足率 人数 人数 定員充足率

電気情報工学科 157 538 3.4 倍 163 103.8% 527 3.4 倍 162 103.2% 592 3.8 倍 152 96.8%

物質科学工学科 167 469 2.8 倍 176 105.4% 548 3.3 倍 169 101.2% 500 3.0 倍 165 98.8%

エネルギー科学科 98 304 3.1 倍 101 103.1% 241 2.5 倍 104 106.1% 343 3.5 倍 97 99.0%

機械航空工学科 168 687 4.1 倍 171 101.8% 699 4.2 倍 170 101.2% 641 3.8 倍 165 98.2%

地球環境工学科 149 473 3.2 倍 148 99.3% 445 3.0 倍 154 103.4% 325 2.2 倍 149 100.0%

建築学科 59 181 3.1 倍 63 106.8% 193 3.3 倍 62 105.1% 207 3.5 倍 56 94.9%

合　計 798 2,652 3.3 倍 822 103.0% 2,653 3.3 倍 821 102.9% 2,608 3.3 倍 784 98.2%

人数 人数 定員充足率 人数 人数 定員充足率

電気情報工学科 153 574 3.8 倍 144 94.1% 585 3.8 倍 150 98.0%

物質科学工学科 163 383 2.3 倍 157 96.3% 362 2.2 倍 158 96.9%

エネルギー科学科 95 192 2.0 倍 93 97.9% 300 3.2 倍 97 102.1%

機械航空工学科 164 606 3.7 倍 161 98.2% 574 3.5 倍 160 97.6%

地球環境工学科 145 406 2.8 倍 141 97.2% 346 2.4 倍 149 102.8%

建築学科 58 198 3.4 倍 58 100.0% 196 3.4 倍 60 103.4%

合　計 778 2,359 3.0 倍 754 96.9% 2,363 3.0 倍 774 99.5%

志願倍率 志願倍率

平成30年4月 平成31年4月

志願者 入学者 志願者 入学者学科名

志願者 入学者

志願倍率 志願倍率 志願倍率

学科名
入学
定員

平成27年4月 平成28年4月 平成29年4月

志願者 入学者 志願者 入学者

入学
定員
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と９高専の教員が相互に緊密に連携した体制による指導を行うこと、また、本プログラム

が、高専専攻科と本学部での学びを通じて、物質・材料工学または機械・電気電子工学分野

に関する学際領域のより広範な専門知識・技能を身に付けた高度な技術者・研究者の育成を

目指すものであり、高専専攻科の学生のうちでも特に学修意欲が高く優秀な学生を対象と

していることから、編入学定員を 20 名（９高専の専攻科入学定員 215 名の 10％程度）と

することが妥当である。 

なお、この特に優秀なトップ 10％程度の学生を本プログラムに参加させることにより専

門性と学際性に秀でた新たなタイプの人材を育成することは、資料１のとおり９高専側か

らの強い意向を受けたものであり、高専側でも９高専全てにおいて２名以上のプログラム

参加希望者がいることを見込んでいることから、編入学試験の実施に際しては、高専側から

定員を満たすに十分な推薦を受け選抜を実施することで定員を充足させることは可能であ

ると考える。 

 

改組後の各学科における入学定員を表 1-2 に示す。 

表 1-2 各学科の入学定員 

学科 入学定員 編入学定員 
電気情報工学科 153 － 
材料工学科 53 － 
応用化学科 72 － 
化学工学科 38 － 
融合基礎工学科 57 20 
機械工学科 135 － 
航空宇宙工学科 29 － 
量子物理工学科 38 － 
船舶海洋工学科 34 － 
地球資源システム工学科 34 － 
土木工学科 77 － 
建築学科 58 － 

合計 778 20 

 

 

③ 総合型選抜の導入及びレイトスペシャライゼーションに対応したⅥ群の入学定員設定

の考え方及び定員充足の見込み 

本学部では、今回の組織再編に合わせ、より多様な学生を受け入れることを目的として、

従来の一般選抜の枠組みを維持しながら、次の２種類の入試改革を行う。 

 １）学力に加え、志望動機や学習の目標、学習以外の活動状況なども総合的に判断して選

抜を行う総合型選抜（従来の AO 入試）を、航空宇宙工学科を除く全学科で導入する

（募集人員は入学定員の約 5%）。 

２）一般選抜（募集人員は入学定員の約 95%）において、学科単位ではなく、５つの学科

群単位で入学志願を受け付けるとともに、専攻する学科を入学後に決定できるレイ

トスペシャライゼーションに対応した入試区分（Ⅵ群）を設ける（一般選抜の約 20%）。
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（表 1-3、図 1-2、図 1-3 参照） 

表 1-3 学科群の構成 

学科群 学科 

Ⅰ群 電気情報工学科 

Ⅱ群 
材料工学科・応用化学科・化学工学科・ 

融合基礎工学科（物質材料コース） 

Ⅲ群 
融合基礎工学科（機械電気コース）・機械工学科・ 

航空宇宙工学科・量子物理工学科 

Ⅳ群 船舶海洋工学科・地球資源システム工学科・土木工学科 

Ⅴ群 建築学科 

      ※上記に加え、１年次に学科群が未定の群をⅥ群とする。 

 

 

 
図 1-2 入学者選抜の概要 
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図 1-3 選抜区分ごとの募集人員 

 

 

新たに導入する総合型選抜に関しては、47 名の小規模（全入学定員の約５％）であるこ

とに加え、前述①で述べたこれまでの志願者の実績から考えても、十分な入学希望者が確保

できると考える。 

専攻する学科を入学後に決定できるレイトスペシャライゼーションに対応するⅥ群につ

いては、本学部が定期的に開催している高校教員との意見交換会などを通じて、「工学分野

は理学分野などと比べて高校生に馴染みが薄く、工学部進学を希望するものの志望学科を

決めきれない生徒が一定数存在する」といった意見が寄せられ、レイトスペシャライゼーシ

ョンの導入が期待されていたことを受けて、１年次のクラス編成と時間割などのカリキュ

ラム編成、受験生の志願の動向に及ぼす影響など多様な観点から検討し、募集人員を一般選

抜の２割に当たる 147 名とした。この学科群の導入と規模については、本学工学部への入

学者数の実績が上位の高校 31 校へアンケートを行った結果（回答率 61％）、導入について

は 84.2％が賛成、募集人員を２割とすることについては 73.6％が賛成意見であった。こう

した高校教育の現場の期待と規模に関する意見を総合すると、Ⅵ群の導入のメリットとそ

の入学定員 147 名に対する入学希望者の確保は十分に見込めるものと判断する。（アンケー

ト調査の詳細はイ②を参照。） 
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 以上の学科群及び学科、入試区分毎の募集人員を表 1-4 に示す。 

 

表 1-4 入試区分毎の募集人員 

学

科

群 
学科 

一般選抜 

総合型 
選抜 

帰国 
子女 
入試 
（内数） 

私費 
外国人 
留学生 
入試 
（内数） 

国際 
コース 
入試 
(内数 ) 

合計 前期 
日程 

内訳 
後期 
日程 

内訳 

Ⅰ 電気情報工学科 98 - 17 - 8 若干名 若干名 若干名 123 

Ⅱ 

材料工学科 

123 

34 

21 

6 3 若干名 若干名 - 43 

応用化学科 46 8 4 若干名 若干名 若干名 58 

化学工学科 25 4 2 若干名 若干名 - 31 

融合基礎工学科 
18 3 2 若干名 若干名 

- 46 

Ⅲ 146 

18 

25 

3 2 若干名 若干名 

機械工学科 86 15 7 若干名 若干名 若干名 108 

航空宇宙工学科 18 3 0 若干名 若干名 若干名 21 

量子物理工学科 24 4 2 若干名 若干名 - 30 

Ⅳ 

船舶海洋工学科 

92 

21 

16 

3 5 若干名 若干名 - 29 

地球資源システム工学科 22 4 2 若干名 若干名 - 28 

土木工学科 49 9 4 若干名 若干名 若干名 62 

Ⅴ 建築学科 46 - 0 - 6 若干名 若干名 - 52 

Ⅵ - 124 - 23 - - - - - 147 

合計 629 - 102 - 47 若干名 若干名 若干名 778 

※上記のほか、融合基礎工学科では定員を 20 名とする編入学試験を新たに実施する。 

 （令和 5 年 4 月編入入学者から実施） 

 

 

イ．定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

 前述①で述べたとおり、今回の学科編成及び定員設定の考え方を基にした過去５ヵ年の

志願倍率の状況から、新たに導入する総合選抜を含め、改組後の学部及び各学科の入学定員

の充足は十分に見込める。 

 以下では、特に高専連携教育プログラムの実施に当たり設定する９高専からの編入学定

員 20 名の充足、及び一般選抜における入試区分Ⅵ群の入学定員 147 名の充足の根拠となる

客観的なデータの概要等を示す。 

 

① 高専との連携教育プログラム 

 本プログラムを開始するにあたり、本学部の教員と９高専の教員とが継続的に時間をか

けて綿密な協議を重ね、カリキュラム構成や編入学試験の実施方法等を検討してきた。そし

て、本プログラム編入学選抜の出願資格は「９高専の専攻科が実施する所定の選抜試験に合

格し、同専攻科への入学を確約した者のうち、連携高等専門学校長の推薦を受けた者」とす
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ることに合意した。 

また、本プログラムでは、本学が有する産学連携の実績及び最先端研究力と高専が有する

優れた技術教育基盤を融合させることで、実践的な技術力と高い専門力を兼ね備えた尖っ

た工学系人材を輩出することを目指している。このため、９高専からは特に修学意欲が高く

成績上位の優秀な学生２名以上を各高専から本プログラムに推薦したいという強い意向を

有していることを確認した。 

本プログラムは、本学部と高専とが密接に連携しながら実施していくため、編入学定員

（20 名）を十分に確保することができる。 

 

② 一般選抜における入試区分Ⅵ群 

本学部では、高校から工学部への円滑な接続の実現を目指し、高校教員との定例的な意見

交換会を 10 年以上にわたり開催してきた。様々な情報交換を行う中で高校側から「工学部

出身の教員がいない高校がほとんどであり、工学という学問分野や、工学部を卒業した後の

キャリアについて高校生に適切に指導できる教員がいない」、「高校生にとっても工学分野

は他の分野に比べて馴染みが薄く、工学部進学にあたって志望学科を迷う高校生が一定数

存在する」などの声が寄せられていた。このような背景のもと、専攻する学科を入学後に決

定するレイトスペシャライゼーションの導入が期待される中、志望学科が明確な高校生に

も配慮するため、学科群（Ⅰ～Ⅴ群）ごとの入学者選抜と学科群未定群（Ⅵ群）での入学者

選抜を併用することとした。先の意見交換会において、工学部への進学志望は明確であるが

志望学科までを絞りきれていない高校生が数名に１名程度はいるとのことであったため、

１年次のクラス編成と時間割などのカリキュラム編成および受験生の志願の動向に及ぼす

影響など多様な観点から総合的に判断してⅥ群の募集人員を一般選抜の 2 割（147 名）とし

た。この学科群未定群の導入と規模について、本学工学部への入学者数の実績が上位の高校

（31 校）へ図 1-4 によるアンケート調査を行った。 

 
 

回答用紙 
 
                                    高等学校 
 
１．学科未定群としての入学者選抜の導入に賛成いただけますか。 
   賛成 ・ 反対 
 
２．学科未定群としての入学者を、募集定員の約 20%にすることが妥当と思われますか。 
   妥当 ・ 妥当でない 
 
３．妥当と回答いただいた場合、その理由をお答えください。 
 
４．妥当でないと回答いただいた場合、どの程度の割合が妥当とお考えでしょうか。その理由

とあわせてお教えください。 
 
５．その他、九州大学工学部の入学者選抜について、ご意見があればお知らせください。 
 

ご協力ありがとうございました。 
 

図 1-4 新たな募集区分（学科群未定群）の導入に関するアンケート 
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【質問１】学科未定群としての入学者選抜の導入について 

 

 主なコメント 

賛成 

・学科を受験時点で十分に決めている生徒ばかりではなく、明確な進路先（目標）を持っ

ていない者がいる。 
・HP や大学の資料で学科について研究して入学しても、入ってみると自分の思っていた

ことと違っていたという生徒もいる。 

反対 
・九州大学を志望する高い学力を有した学生のレベルで専門を絞り切れていない学生を

想定するのであれば、芸術工や経済工も含めての学科未定枠になることが望ましい。 

 

【質問２】学科未定群の募集人員を 20％とすることについて 

 

 主なコメント 

妥当 

・目標を持って入学する生徒の方が多数だと考えるので、一部の生徒に配慮する形が良

い。少なすぎると逆に敬遠されるので、20%は妥当。 

・5 人に 1 人程度の割合で、生徒が学科のイメージをつかめていない。 

・20%程度からはじめて将来的に拡大するのが良い。 

妥当で

ない 

・現状維持（0%）が良い。 

・最大限 15％程度で良い。 

・導入するなら大規模（50%以上）が良い。 

 

 

図 1-5 新たな募集区分（学科群未定群）の導入に関するアンケート結果 

＜回答率：61%＞ 

 

 

 アンケートの結果では、導入については 84.2％が賛成、募集人員を２割とすることにつ

いては 73.6％が賛成の意見となっている。  

84.2%

10.5%
5.3%

賛成

反対

どちらとも言えない

73.6%

21.1%

5.3%

妥当

妥当でない

どちらとも言えない
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ウ．学生納付金の設定の考え方 

本学の学生納付金は 817,800 円（入学料 282,000 円、授業料年額 535,800 円）であり、

「国立大学等の授業料その他費用に関する省令」第二条に定める標準額と同額に設定して

いる。（高専との連携教育プログラムに参加する学生の学生納付金については、高専と調整

中であり、令和３年度までに決定予定） 

 

 

（２）学生確保に向けた具体的な取組状況 

 本学部では、入学者の確保に向け、高校生や高校教員を対象とした様々な取組を行ってい

る。 

① オープンキャンパス 

 本学では、毎年 8 月に高校生向けのオープンキャンパスを開催している。本学部でも学

科ごとに趣向を凝らしたイベントを行っており、学科で行う教育・研究の紹介のみならず、

実験体験や研究室の案内、在学生との懇談などを行い、本学部に入学した後のキャンパスラ

イフを具体的にイメージしてもらえるよう工夫している。 

 また、オープンキャンパスにあわせて、高校教員と本学部教員による意見交換会を開催し

ており、高校生を本学部に誘導するために何をなすべきか等について議論してきた。なお、

今回の改組に伴い入学時に学科群を決定しない新たな入学者選抜の枠組み（Ⅵ群）を設ける

が、これは意見交換会において高校側から要請された事項でもある。 

 

② 出前講義／ホームカミング講義 

 本学部への志願実績がある高等学校を中心に、毎年、全国の高校（104 校）へ出前講義及

びホームカミング講義の案内を送付しており、本学部が提供する教育を高校生が直接体験

する機会を提供している。 

 出前講義は本学部の教員を高校に派遣し模擬講義を行うもので、毎年約 40 校に派遣して

いる。ホームカミング講義は本学部に在籍する学生を母校に派遣し本学部での学び等につ

いて講義を行うもので、毎年約 15 校に派遣している。 

 

 

２．人材需要の動向等社会の要請 

（１）人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的 

九州大学工学部・大学院工学系学府は、日本の発展を牽引してきた「ものづくり」の中核

を担う、専門性・学際性・国際性・先導性を合わせ持つ人材の育成を目指してきた。学部教

育では、専門性の基盤となる基礎教育に注力するとともに、大括り学科の共通授業科目を開

設することで、異なる専門分野を学ぶコース間の垣根を低くすることに努めてきた。また、

学士課程国際コースを設置して留学生を積極的に受け入れながら、本学海外拠点をベース

に日本人学生の海外派遣・研修事業も継続的に展開してきた。大学院教育では、専門分野の

最先端技術を開発する人材の育成を目指す学府（工学府、システム情報科学府）を堅持する

一方で、地球規模の環境・エネルギー問題の解決に向けた学際的研究教育を行う学府（総合

理工学府）も設置することで、専門性と学際性の両方を極めることに挑んできた。さらに、
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学部・大学院教育を通して、丁寧かつ厳格な研究指導を重視することで、日本の基幹大学の

卒業生に期待される、自ら課題を発見して仮説を構築・検証する構想力、自らの力で新しい

領域を切り開くチャレンジ精神、社会に対する責任感、先導力（リーダーシップ）を育むこ

とにも注力してきた。こうした教育努力の成果は、本学に対する企業関係者の高い評価によ

って挙証されている（日経 HR、2019 年）。 

しかし、近年の人類社会が直面する諸課題の深刻さ、それを打開する工学系人材への社会

からの期待の大きさに鑑み、本学の工学教育も、専門性・学際性・国際性・先導性をより先

鋭かつ体系的に追求する方向で改革に取り組むことが急務と言える。一つの技術にも様々

な専門分野の考え方や技術を要するため専門分野の枠の拡大が求められる一方、より高度

な専門的知識の獲得も必要である。こうした認識から、2021 年 4 月に学部・学科及び学府・

専攻の再編を断行し、学部から大学院修士課程まで、連続性に配慮した学士・修士６年一貫

型教育を実現する。専攻・学科の再編によって実現されるシームレスな６年一貫型教育課程

を通して、専門性・学際性・国際性・先導性をより先鋭的かつ体系的に追求し、「工学のプ

ロフェッショナルとして人類社会の課題解決に貢献できる」人材を養成する。工学のプロフ

ェッショナルには、社会における工学の価値について理解し、異分野の他者と協働しながら、

工学分野共通の知識・能力・ものの考え方、及び専攻する専門分野の知識・能力・ものの考

え方を基礎に、自ら考え行動し、新しい価値を創造していくことが求められている。 

 

（２）社会的・地域的な人材需要の動向等を踏まえた客観的な根拠 

 工学は、体系化された専門分野（機械工学、電気電子工学、土木工学、材料工学、化学工

学、応用化学、資源工学、航空宇宙工学、船舶海洋工学、原子力工学、建築学などのディシ

プリン）を確固とした基盤としながら、総合科学として、工学諸分野はもとより、理学及び

人文社会科学の境界を越え、人類社会が直面する諸課題に向き合い、複合的な境界条件の下

での最適解を先見性をもって見出し、人類の暮らしをより豊かにすることに不断に挑んで

きた。 

しかし、地球温暖化をはじめとする地球規模の環境問題、エネルギー問題、食糧問題、少

子高齢化問題など、我々はこれまでに経験したことのない深刻な危機に直面している。また、

科学技術の急速な進展によって、既存の職種の多くがロボットや AI に取って代わられ、産

業構造が激変する予測困難な時代が到来しようとしている。これらの危機を直視し、科学技

術のさらなる進展を通して課題解決を目指していくためには、従来型の「帰納的プロセスに

基づく真理の探究」に重点を置く科学技術・知的生産の基本構造から脱却し、「構成的仮説

演繹プロセスに基づく価値の創造に対する研究・開発の推進」が不可欠とされている。そし

て、こうした人文社会科学・自然科学・技術の世界的なパラダイムシフトを我が国が早急か

つ円滑に達成するための重要な鍵の一つが、優れた工学系人材の育成である。 

 

本学での改組の検討開始とほぼ同時期に、文部科学省では「大学における工学系教育の在

り方に関する検討委員会」を設置し、工学教育の在り方について議論を進め、次の審議結果

を公表している。本学工学部・工学系学府の改組構想は、そこで審議された重要項目につい

て示された考え方と概ね一致している（表 2-1）。 

・工学系教育の在り方に関する検討委員会「大学における工学系教育の在り方について
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（中間まとめ）」（2017 年６月） 

・工学系教育改革制度設計等に関する懇談会「工学系教育改革制度設計等に関する懇談会

取りまとめ」（2018 年３月） 

 

また、中央教育審議会における高等教育に関する審議について、次の審議結果として公表

されている事項の趣旨を踏まえて検討したものでもある。 

・中央教育審議会『2040 年に向けた高等教育のグランドデザイン（答申）』（2018 年 11

月） 

・中央教育審議会大学分科会『2040 年を見据えた大学院教育の在るべき姿～社会を扇動

する人材の育成に向けた体質改善の方策～（審議まとめ）』（2019 年１月） 

・中央教育審議会大学分科会教学マネジメント特別委員会『教学マネジメント指針（案）』

（2019 年 11 月）（大学における工学系教育の在り方に関する検討委員会、2017 年） 

 

 さらに、高専との連携教育プログラムは、未来投資戦略 2018（平成 30 年 6 月 15 日閣議

決定）を踏まえて策定された「高等専門学校の専攻科及び大学における連携教育プログラム

に関する実施方針」（平成 30 年 12 月 14 日文部科学書高等教育局専門教育課）に基づき、

本学部と九州沖縄地区の９高専とが連携しながら設計したものである。本プログラムに対

しては九州各県の地域産業界からも強い期待が寄せられており、本プログラムで育成され

た「高度な工学的専門性に加え情報科学を活用できる実践的創造的な技術力を有した工学

系人材」が、地域産業の発展に貢献し地域活性化に寄与することが切に望まれている（資料

２）。 
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表 2-1 「大学における工学系教育改革の在り方について（中間まとめ）」 

に対する九州大学工学部・工学系学府の対応 

大学における工学

計教育の在り方に

ついて（中間まとめ） 

～具体的施策～ 

施策に対する認識 現状分析 課題 対応方針 

① 学科ごとの縦割

り構造の抜本的見

直し 

時代とともに変わる教育

ニーズに柔軟に対応でき

るシステムづくりが目的。 

最終とりまとめ（2018 年 3

月）において、学科・専攻

定員設定の柔軟化と学

位プログラムの積極的導

入と記載。 

 

 

工学では、各分野の基礎知

識のみならず、専門分野の

礎となる物事の捉え方、考

え方を身に付けることが学

部レベルでは最も重要であ

る。長年、企業が工学系の

採用を専門分野ごとに行っ

ており、今後も変更される予

定がない点からも重要であ

ると言える。 

  学生が自身の専門分野の基礎

を築きアイデンティティを確立す

るとともに、社会からも可視化で

きるような学科構成を基本とする

一方、専門分野に加えて、学際

的な要素を導入した学科も設置

する。また、レイトスペシャライゼ

ーションの導入、学科群制の導

入、全学科共通必修科目の導入

などを行い、学生の視野をできる

だけ拡げるシステムを構築する。 

② 学士・修士の６

年一貫制など教育

年限の柔軟化 

工学教育の考え方そのも

のに対して点検を促すも

の。 

本学をはじめ我が国の基幹

大学工学部卒業生の約

85%が大学院修士課程に進

学しており、企業から本学

への技術系人材の求人も

大学院生が大部分である。 

既に 6 年間の工学教育が

一般的になっていることを考

慮すると、工学教育を最初

から 6 年間で設計した方

が、今後、さらに必要となっ

てくる多様な知識と能力を

身につけた人材の育成が行

いやすい。 

6 年間の工学教育を実現するた

め、現在の学科・専攻の構成や

カリキュラムの見直しを行う。な

お、学部卒業後に企業へ就職す

る者、あるいは 5 年一貫の大学

院へ進学する者など、多様なキ

ャリアパスそれぞれの人材像を

考慮したカリキュラムとする。 

③ 主たる専門に加

えた副専門分野の

修得 

工学教育の考え方そのも

のに対して点検を促すも

の。自分と専門を異にす

る者との協働がますます

重要になってくる中で、

自分の狭い専門分野の

枠を超えて視野を拡げ、

他分野の者と意思の疎通

ができるようになることを

目的としたもの。 

工学部では、学科配属後の

専攻教育において、専門外

の科目を履修するカリキュラ

ムにはなっていない。大学

院においては、システム情

報科学府及び総合理工学

府の修士課程では専門外

科目の履修が求められてい

るが、工学府では求められ

ていない。 

自身の専門とは異なる分野

の物事の捉え方や考え方を

知ること、そして、自分の分

野との違いを感じることは極

めて重要である。ただし、限

られた時間の中で専門分野

の確立と分野外の学びの両

方を行うためには、分野外

の学びの割合と時期を慎重

に考えてカリキュラムを設計

する必要がある。 

学部教育では、専門分野を越え

て、工学系人材として必要な広

い知識をすべての工学部生が学

ぶとともに、専門分野に近い科

目も幅広く学ぶカリキュラムを導

入する。また、学部から大学院修

士課程の 6 年間のうちに専門外

の学びも必ず行うカリキュラムと

する。 

④ 工学基礎教育

の強化 

工学教育の考え方そのも

のに対して点検を促すも

の。 

学科ごとに必修科目を設定

しているので、工学部全体

の共通基礎教育を行ってい

るわけではない。 

専門分野だけに特化するの

ではなく、工学系人材に求

められる基礎的な知識や考

え方を学ぶ科目を精査し、

すべての学科で共通化する

必要がある。 

工学系エンジニアあるいは研究

者として備えておくべき知識や考

え方を学ぶ科目を、工学部共通

科目として全学科必修とするカリ

キュラムを構築する。 

⑤ 情報科学技術

の工学共通基礎教

育化と先端情報人

材教育強化 

ビッグデータ解析、IoT、

AI などの急速な進歩によ

って情報科学と様々な工

学分野の融合技術の創

出が重要となっているに

もかかわらず、我が国で

はそれを担う人材が質的

にも量的にも全く不足し

ているという産業界の大

きな危惧から発せられた

もの。 

工学部全体では、現在はプ

ログラミングを中心とした情

報教育のみを行っている。 

工学系のどの分野でも、将

来、データを活用した研究

開発ができるようになるた

め、最低限のデータサイエ

ンスの基礎教育を行うととも

に、実際の経験を積める環

境を整える必要がある。 

情報科学技術の基礎教育科目

をすべての学科で工学部必修

科目として導入するとともに、専

攻教育でも、各学科に特化した

データサイエンス科目を取り入れ

る。 

また、現在の学問分野の枠組み

の中で、従来よりデータを活用で

きる人材を育成するため融合基

礎工学科を新設する。 

さらに、電気情報工学科および

情報理工学専攻で AI、数理デ

ータサイエンス分野の専門家（エ

キスパート人材）の養成を強化す

る。 

⑥ 産学共同教育

体制の構築 

既に大学院リーディング

プログラムや卓越大学院

プログラムでも重視されて

いるとおり、大学・産業界

の人材交流、産学連携

協働プログラムの開発・

提供、教育的効果の高い

インターンシップ等の促

進の重要性を指摘したも

の。 

工学部および工学系学府

では、ものづくりの現場の情

報が極めて重要であるた

め、各学科、専攻で、従来

から多数の非常勤講師を企

業から招いてきた。また、リ

ーディング大学院では PBL

や少人数教育にも企業から

多くの教員の協力をいただ

いている。さらに、工学部で

も民間企業の協力のもと、

既に「実践データ分析入

門」を開講するなど産学共

同教育体制を築いてきた。 

  今後も企業との協力体制を維持

するとともに、段階的に協力を強

化していく。 
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